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曾 告

日本建築協曾舎旗園案懸賞募集規定

本協奮の創立より廿五年、今春は大東E 戟下に意義ある記念式を

暴行し又記念事業としては、時局下に相磨、しい数々の事業が目下進

行中て¥ 建築報圏に選進 しつ 込ある我が協奮に 、 末だ奮の表徴であ

る奮旗の制定なく禽員諸氏の要望もあり、此の機妻に禽旗を作成す

る事となり、一層意義深くあらしめる魚、 麗〈禽員諸氏より禽旗園

案の臆募を求める次第である

曾 旗 園 案 懸 賞 募 集 規 程

l . 圃案の要旨 日本建築協 合を表徴 し得る もの。

2. 感 募 要 件

( イ ) 肱募は正、副二案を要 し、正は本合儀睦用と する もの、副は見塵 合例合

計年演合等の利用 K 便友 るもの。

( ロ) 地質は布地とし三色以内たる事。

( ハ ) 寸法随意

3. 入賞及賞金 入 賞 二名 武J t ! l / - 及: u・金五拾阻宛

4. 締 切 期 日

5. 設 表

6. 審 査

7. 慮 募 心 得

佳 作 三名: e t Jt専及賞金参拾闘宛

昭和十七年八月 三十一日午后三時

本 人K 通知を たすと共に審fr の結果を九月建築と柑舎に掲載護表す。

本什常務令、創立廿五年記念事業幹事舎に於て行ふ。

( イ〉 園案の大さは天地主十糎左右七十栂白色部用紙一枚 に正副二案を納u る

事( 設明あらば趨首挿入の事。)

〈ロ) 園祭に は日昔披を附し別 K 暗抗、住所氏名勤務先 を記せる紙片を密封 し封

書 の表面I ' CII昔披を 附すべ し。

〈ハ〉 審茶の結果に劃 して説明文は異議申立ざ る事。

( ニ ) 肱募圃案K 闘する一切の権利は本合K 蹄属す るものとす。

( ホ) 官、募闘集は一切之を還附せでや。

( へ) 闘築迭先大阪市北区中之島三丁円 ( 朝 日ピル 内) 日 本 建 築 協 合 宛

昭 和 十 七 年 七 月 一 日

社 固 法 人 日 本 建 築 協 奮
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c  曾

創立廿五年記念事業寄附 申込 御芳名

本合記念事業計霊登表するや各方面より多大の御聾援と御賛同

を辱ふ しつ L あるが本稿締切迄に御援助を得て寄附金御申込を受

けたる諸賢下記の通りなり認に寧名を列奉 し御芳志に釣 し深甚の

謝意を表す
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/此の外創立記念として本曾基本金へ寄附受け入額百[ 5剛 ω 1

1蹄 貯 金 に て 鰍 込 賜 り し 分 は 柑 告 を 以 て 制 書 に 代 へ 別 にj
領l肱書霊行いたさず候後不悪御諒承訟下度候 /  

曾本 建 築 協

昭 和 十 七 年 七 月 一 日

日
祉関法人
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本 曾 副 曾 長 理 事 井 上 新 二 氏 (元 大 阪 府 建 築 課 長 〉 事 此

度 下 記 の 遁 御 楽 轄 今 朝 上 京 赴 任 さ れ ま し た。

戸

】

コ

コ

ロ

内務省技師、防空局施設課長 井 上 新 二 敗

以 上

昭 和 1 7 年 7 月 7 日

世図法人 日 本 建 築 協 曾

ぉ 願 ひ

1 . 上 記 の 遁 り 井 上 副 曾 長 御 柴 轄 に 先 立 ち 有 志 よ り 迭 別 曾 開 催

方 御 申 出 あ り 同 氏 に 日 時 交 渉 の 結 果 、 不 日 事 務 引 繕 ぎ西 下

の機曾を希望されまし? こので有志の方- 9 - e も 相 計 り 後 日 後

任 の 大 阪 府 建 築 課 長 の 歓 迎 曾と 併 せ て 歌 迭 曾を開催い? こし

? こ き 心 組 で あ り ま す の で 何 卒 御 含 み の 上 其 際 は 多 数 御 参 加

あ ら ん 事 を 御 願 ひ 致 し ま す o

2. 本 曾 給 仕 快 員 中 で す 就 職 希 望 の 女 子 お 心 嘗 り が 御 座 い ま す

れ ば 何 卒 書 記 長 迄 御 紹 介 下 き い ま す 様 網l 高 配 方 願 上 げ ま す 。

日 本 建 築 協 曾 主 記
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野武
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一 階 平 面 圃

2. 本



4 本 館

二 階 正 面 圃

5. 大 炊 事 場 の 一 部

V I 1 2  

ー ァ FLt 干 十 寸 J

一一一一一一」

3. 玄 関

非常に明るい太い校四本を

使った 玄 闘の西日f在も 2まに 清

素な感を受ける。設計者の

御苦心の程も と考へら れ る

庭 である。

6  ボ イ ラ 一 室



7 特 等 病 室

一 軒の住宅其のま L の外観

であるが4提訴j に適する様J温

風採光線皮等あらゆる黙に

考 ｛ｾ Ｚ がはらわ れ て居る。此

の採な毒えが小高 い百二に黙々

として ill って料る。

1  4-5 1  

30

1  3. 4  1

3 4

1  叶

L&sl J 一 千 12 斗」

3. 特 等 病 室

平 面 圃

9. 日 光 浴 室

サンルームと 言 は れ るもの

で本官'1' 1へ行< ; 立の通路から

隊 れたなだらかな料1煩に松

林を背にして数多く態在し

てる。

自然を 女 として の療病には

効果的であると思ふ。

3  VI I  



10. 病 棟

11 . 特 等 病 室 内 部

明 るい気分で僚がj の 出 来 る

桜 温風採光共によ く家 庭 的

雰間銀を感じられる 。

則2巨は 御TZの中; f ( に必u. 設で あ

る。

V I 1 4  

12.  丘よより日光浴室を望む

丘 のー料両に車市# として mつ此 の家は

数十 あ り心静かに展望する景色 の勝

れた此の病院の勝景闘の名も此のf Y 1

から荷主るのだ L うと考 ，、る。

設 計 木 子 七 郎 氏

施 工 大 林 組



燈 火 管 制 と 換 気 伊 藤 正 文

1. 序 説

2. 工場の模型賓駿による比較観察

3. 所見と賓施資料

1. 序 説

燈火官二i J j lJ 時、特に換気法の考l控を必要とする建

物は 、夜間作業を行ふ工場である。故に此種のも

のに就てい近来諸方聞の調交が活設に行はれつ L

あり 、我 k も亦昭和14年度夏以来 、貰測と模型賃

験とによって 、経験的にその具極的1 1 -1策を探求し

つ L あったのである。

此種の研究の建前として強め考へて置くべき事

は、製術的理論的主主やり方と、工場の経営、工員

の整理及生産能率 、或は建築偽造の賓際等各種の

宜施的保件の錯雑する中から兵髄的左方策を摘み

出さうとする方法とは 、自ら別であるべきだとい

ふとと、その関係を如何に結ぶかと云ふとととは

夫 k ｾｌ 考へて置かねば友らぬとと友のである。

住居、撃校、事務所、病院等も 、燈火管制下の

換気が問題にたらたいわけはたいが、工場の鍛造

i容解等の作業場K 比すれば、差して困難左問題で

は左い。従て本文では、とうした問題の、工場換気

しかも自然換気 の範聞で、之を如何に鹿置すべき

かといふととの 、我 k の貧しい調べが辿り来った

見解 l乞ついて述べるつもりたのである。

此問題について、すでK 我 k が研究のi l l : 程の直

切り区切り に蛮表した報告も 2. 3 あるので、参考

して貰へるたらば幸である。それもi 嘗初の見解と

現者 ｅ のそれとは色 ｫ の ｍｾ 味で距りも出来たととは

致し方たい。

「防空遮蔽時K 於ける高熱熔工場の熱気底理l乞就

て J 建 築 雑 誌 昭 和14年 7 月

「工場の換気機俸に闘する模型宜ー験」

建 築 撃 令 論 文 集 昭 和15年 4 月

「工場換気K 就ての1 . 2. の知見」

建築の計十合 昭和15年 8 月

2. 工場の模型賓駿による比較観察

昭和 ＱＶ 年 Ｗ 月 ｾＱＰ 月の問、命令 ｬ 乞よって数種の

工場換訳機構の貰!強的比較 {t- 行った のであるが 、

その顕ぷを概説して 、之について所見含述べx 見

ょうと思ふ。

此調子主賓験の目的は、矢張工場内の汚染空気を

如何K 除〈かの方法を探索するのは勿論であっ fこ

が、寧ろ燈火管帝IJ 下の工凸 K I耐えられぬ程の高温

室試を排除するととに主要注視黙が置かれ? こので

あっ? こ。被検工場は 、燈管紋( 特許市販品) と栴

する遮i I 長打j粂通筑間の装置で窓を被ひ、或は室内

無理jft を大托して 、従来一般に行はれ? こ悼法に比 し

ては誼に適切た改良が加へられて認められるもの

で、それに若干の租別がある。此数種について 、

優劣得失を調べて、質施上 l乞資料を加へようとし

にわりである。

調脊方針は 、之を二分し 一つは作業中の場内

温度の欣態、作業との関係を持槙的に観測し 、他

の一つは、若干種類の建物形式の技型につ き、換

筑用開 口部開閉の組合せ lてついて 、夫 k の気流欣

況を観察し 、之を綜合比較して結論を求め? こので

あっ? こが、今謹には 此後者の模型試験について

のみの考察を加へるに止めにい。

宜主験の器具及装置

風洞及設備、大眠術大術生息教室内設備

測定J r J 器具、同上

位: 型級. f J X : 製、輸 j え1 / 1 0 0

内右千は質際の形式を? とり ' 他は

1  VI I  



之κ 準す写る案と して の形式

そとで、 各種の断固形式について検討し 、従来

の貰験に照合して 、比較観察を簡明 にする話 、要

約し て次の 4 種の形式につき 繰返し 、観察し? この

である 。

A 、M形 2 豆越屋根、雨下屋付 〈貰物断面〉

B 、向 上 片 下 屋 付 (1司 上 )

C 、M形頂部: 股管板越屋根下屋ナシ( 模型笑)

D 、向 上 片 下 屋 付 ( 向 上 )

説明を簡易にするにめ 、ヨたに因解す る。 国4 、

矢印 は気流方向 、給排気闘係は自ら明であらう。

〔第 l 岡 A c s B
1

-
S  

C 1- S  D l - 7 圃)

今、以上の貫験観察に基〈説明を概記すると 、

左の通りである。

① A 、
B 、の形式は 、有風時相苗・の放果を認

められるが 、越屋根部の可及的大友るを可とする

とと 云点、迄もない。
( A" B 、各2. 3. 4.  5. 6.  7 凶

参照〕

@  A 、 B の側壁商 1'[ 遮光通気毅置の斜下方向

に給実まする機構あ れば、 放果が著明である。

③ C はノj 、形の工場K 油し、A 、B K 比し場内

気流の混乱が少い。

④ 本貰験は; 瞳盟主? 床中央部K 置い? こ場合でゐ

るが、下屋寄 りに燈{ t > 設切る場合が少 〈友いから

その場合K は、排気不良と友り目安である。従って

下屋屋根部K 充分た排気機惨を設ける 必 要 が め

る。即ち 、下屋の屋根は内向 l乞流勾配をつり 、 そ

の閣に排気孔 を設りるか、; 瞳の直上部に別に排気

筒を設置し、越屋根部同様の排気方式とするがよ

¥t:' o  ( B 、D 圃参照〉

@ 街 圃 を 詳 細K 比較観察されるたらば、 B と

D との特徴優劣を窺ひ知るととが出来ょう。艮pち

固 E K於て、 B B
'

を B1 B1
〆に改め 、越屋根頂

部 {t>M型と し、 下屋の屋展を 内流勾配とする ζ と

により 、相首I " u 改良の放果を得られる筈である。

〔第 1 圃E )

3. 所見と賀験資料

以上の結果より親括的; 亡少 し〈考察を加へると

先づ高熱の ［嘘 がある場 合と 、然 らさＧる場合とのｾＺ｜

流の相速があ り、之K 従 て機熔も盤化してよい筈

であ るが 此 前者を ( a) 、後者の場合を ( b) とし
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て考へる 。

( a )  高熱櫨のある時は 、そ の; 嘘直上 fて高温の

上昇気流があり 、之を凱さ す=κ 直接排除するとと

が第一の要諦とさ れる 。

① 高温なるに従ひ 、 封 流 部は周囲ｾ策よ りも

総度ノj 、と友 り、容量を士脅す K より、排気孔は可及

的大でめる必要がある。

① 温度の増加は空気の粘性を増すから 、その

内部摩擦を加え 、封流は顛著友整流の形態を{ 米つ

従って之を利用するとと K 注意を要する。

③ ｾ［Ｎｺ 流の 原動力 は 、 無論部分的左座カ ー差 と温

度差に よる室気の重量の不均等に起因するが、雄

上の封流及川園下部から之を座する気流とを恨り

に夫 k 気桂と考へると、上昇排気流の温度 をt 2  17i J  

固温度を ｴ Ｑ とすれば 、 原動 ｾ柱の高さ ｈ は

H ==ユ2二 t
1

t
2  

で示される 。従て、活気の原動力は温度差の大な

るに比例し芯大とな る。之を概ね5
0

C 以上l乞て放

果を表し得るとするが、高熱櫨工場では 、既往の

測定 ＱＧ｛ より 場 内外温度 差常時 ＲＵ Ｐ ｾｓｏｏｃ で あるに

鑑み、此部分では可成 b の温度差があるべく、之

を直上t L 導き出す機構の工夫が必要友 のである0

ｪｈ 流の形ｾ犬は固に見ら れ る通り ｊ 撞上 κ 上昇し

て、念花束111くな り、速度を増し てゆく欣況が観察

されるが、 側面から之に交叉す る気流は、f; j流部

をJ生りて流れる現象が見られる。但しそ の側面か

らの7]( 卒主主流の速度座と 、此現象と 如何なる 関係

K あるかは未だ明かでたい。

④ 上記の意味の排気孔lて劃し 、作業部署の換

気流を充分均等友らしめる様た給気孔を設けて気

流径路を略安定に作るとと 、之は既報の通りであ
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第 1IIl A  1 金 間 無 風

__-一ーーー一一一一一一

第 I I I As 風 向 側 下 部 開

. 1 国A o 風 向 側 下 部 ー

風 向 倒 上 部 一一

第 l 11A2 金 閉 無 風

第 1薗 A 金 風 向 側 全 開

I5 l li! A a 風 向 側 上 部 一

風 帯 側 下 部 一
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- -ー四戸ーーーーーーーーー- ーー-・

1( 1圃A 7 金 風 第 l l11A s 全 国 有 風

第 1 圃B 2 全 開 有

ー一ーーーーーーー
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. I I11B “ 風 背 側 全 開 有 風

. 1 副 B7 全 開 鴛 風

第 l 圃C 1 全 開 無 風 第 1 i l C2 会 問 有 風
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第 1 圃C 3 風 向 側 下 部 再 開

第 l 圃C n 風 向 側 上 部 閉

風 習 mg 下 部 刷

第 1 圃C 7 金 解 有 風
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第 1 圃 C 4 風 宵 側 下 部 開

第 1 圃C 6 風 向 側 下 部 閉

風 背 側 上 部 開

第 1圃C s 全 開 無 風



。、 一ーｾ /  '- 一一一ｾ ｾて 。

7  VI I  



第 1圃0 ， 全 開 有 風

るが、之には模型案l亡示し? こ様友頂部屋根を; 股管

板葺とするが如き排気孔の設置は望ましい庭であ

るが、宜一施上辺筑間際が積塵の詩K 閉され る倶えに

しとせぬので、勾配を急: にし て杭盛量ぞ減じ、或

は間防、の遇策路を描大する等の工夫が話されてよ

v、。

@  給気孔は寧ろ排気孔 l亡比し て10%，内外小さ

い開口面私でIftll 壁画下部か ら入気するがよい。し

かし、新鮮 ｾ Ｓ 誌に て風速大たる 部 位から導き入れ

る詩 lモ、外気lf>t 入口を軒下附近Idl 目き、 東筒を通

じて下部から給気す るのもよいであら う。叉此t条

件は、 壁面屋根国共筑密友構造の場合K 著明 な の

であって、現状では間隙漏主主が多い詩に、確かt i .

放果を追求するととは不可能で、ある 。只凡その見

嘗を示す に過ぎたい。

気筒から吸入する場合、その原動力は、排気 さ

れる吸出力に臆じ て作f I l す る二次的友働きとして

考へる 0 ・筒内の座 カと摩擦との関係は、次式で示

されてゐる 。

pa =k. S V
2  

但し、 気流歴力 P 、摩擦係数K 筒断面積 a 、

周壁摩擦面積 S 、策連 v

⑥ 更 IL:場内の程感温度の相首 lモ高い乙と は既

述 しにととのある通り 、 ＶＨＩ Ｐ ｾＷ ＰＰ ｃ にも 上るが、

その宇は軸射熱K 因るものであるから 、換策 l亡よ

って気温ぞ低下しでも 、尚充分の数巣を?感やろわ

げではない。しかも 、空気の熱容量が小さい震に

気動が相 a常でも 、高温を排出し了るととは閤: OC4t た

賞欣にある。之に封して 、胞からの刺l射を遮ぎる

工夫が必要であるのと共 lて、二女的た刺l射卸ち反

射熱を作業部署で避りる 1誌に、櫨直1二音I¥I'C頂孔め

る天蓋風の反射除粂封流誘導笠を懸吊する方法、

VII 8  

或は叉下屋の屋根勾配 の方向を費へて内流れとす

る案 も之K 由因して殻果の幾分を期待出来ょう。

〔第 l l AB岡〉

( b J  高熱雌の友 い場合、又は部署の換気法 と

しては、敢えて ( a) Iて述べ1=様た方法に よるには

限らたい。即ち此宜ー験に取上げに様友 、環株主主流

径路を作って、排気すると とも一つの方法であら

う。

① 頂部越屋棋の形欣 lては、近来幾多の考案が

詩されてゐるが、之を大別すると、外側の筒立を

設げ るもの、及び内部lて整流粂遮光板を設 げるも

のとの ごっと考へら れる 。いつ'れ も簡易友も のか

ら梢復雑たもの迄数へられるが、放果及び貰施に

は出来 るだり簡易であって、気流の性欣について

合理的友も ののよいとと 云 ふ迄 も友 い。

① その形般の多〈は、従来山形で、近来M形

( 蝶形 と云ふ人もある) も相官現れてゐる。その

排気能力は 、M形の分が遁か K よく 、気流の屈曲

抵抗の差民感じて大差が ある。

③ 屈曲抵抗は、折曲、屈曲、 屈折の角度によ

って 、又抵抗の差異が生やる。文献によるに 、流

速 大 ｦｩ 豊 ＶＰＰ ｾ 1900f t j rni n の範固では、 120

0

迄の

折商で、抵抗は角度の 2 乗に比例す るζ と、折曲

抵抗は 、直径の 4 倍の曲率宇径の回曲の241岳に芭-

h 、或は叉闘1111 fL比し直角折曲 はそ の約12倍、更

に鋭角で: は231沓にも相賞す るとと等屈曲面が、折

曲面 よりも透かに有利で、あ れ 屈折角度は鈍角が

鋭角より遣に殻果あ るととが詮明されてゐる。

此黙から越屋根の例を見ると、内部K 遮光整流

板ある時、山形屋根より M形屋根が遥かに屈折角

度は大で鈍角であるから 、その気流の抵抗の少い

第 E圃

，、
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頂有11 三谷対日 ヲiffi 鉱孔 ア J レ

板 ニ テX i : キタル場合

。

1_¥ 

教 i来栄将身す遮断ノゾミ諜 7

! 1 m吊スノレ場合



ととは明主主鹿である。丁度宛かも「フ・レスコップJ

K 類似の屈折 し方と考へてよい。 〔第E 問 J A. B.  

C .D .E.  

④ 越屋根又は壁面の平面に閃かれ? こ孔を流れ

る空気量は、縮脈の理論K よって質際lては孔の函

杭より小さい断面積になるととはよ< 9:11 られてゐ

る。普通孔口に於ける筑流の牧給率 ｾｏＮ ＶＲｾＰ Ｎ＠ 65 

と見られるから 、孔口 陀ラッパ形の整流聞を設げ

て結少する主容を出来るだり少〈するととを考臆す

る。即ち前例のM形越屋根の形ilkは之を考慮K 加

へ? こものと考へでもよい。理想的には、整流聞が

曲面で構成され主主 りれば l i e たい。

@ 寄 宿 合 、病院等の開聞にホッパー窓を設け

る迎も革K ある。故にその欄間上部に庇を設ける

ととも 、整流板の意味を含むも のなのである。

ぞとで、 重要主主事項は遇策機構( 流管〉の遮光

教果を充分にする詩 lて、内面を純黒無光揮に仕上

げ、直射たが反射する度教を出来るだり多〈し、

特K 射入し?こ反射光が、逆l乞光源の方向にもどる

様a 仕掛l 1 でめれば結構である。

反射の度数は凡そ 4 回以上とするが 、之は射入

例鹿で、のj照度の大IJ、によって相異する。卒蹴工場

等の越屋根部直下では時K 、数千ルクスに も上る

例があっ fこが、此等の場合は 、流管K 相賞する有n¥

，.. D  

M 品 川 作 市 町.，_j判 a 刊 百Ｂ，Ｑ Ｑ ＱＺＮＱ ｜ＢＧＭ買ｾｩｩＢ Ｎ［ｦＺｬＮ Ｎ Ｎ，～ 叶

/

街

ｲＨｾ 尽
。

Ｍ ヲ哩 ［ｴ 包，ｾ吊 ｆ 悦司息

ノX
第 E 圃 A. B . C. D.

分の道程を延して反射回数を増し、漏党 の照度を

減殺する絞にするのも一法である。

流管部の内面を小凸凹 K 仕上げて射入光を面に

吸牧する方法も考へられるのであるが、気流の運

動数果 l乞釘 しては却て商白〈方: いととが多い。

即ち流管の内面J1t擁を靖大するととに主主 り、気

流の綿流ーを j見筒Lせしめる。いつ' れK せよ不安定た

流れのj伏態を可: & 的泣ーりるのが望ましいが、低 速

では紘流の献を示して安定であり 、叉或速度以上

K 達すると 、錆L流として速度に臆じて安定友航態

-2:'5?す、るも のである。越屋般の排気 〈又は給筑〉

流管部に常 ｋ 安 定 左気流欣 ｴｾ があるととは望まし

いl亡は泣ひたいが、1 f 1際には自然風K 消長大ノj 、あ

る潟、不安定友欣態|乞置 か れ る と と 止 む を 得 た

い。文献によると「レイノルヅ数J 2000以下線流

ＲＰＰＰｾＳＰＰＰ は不安定 、 ＳＰＰＰ 以上が凱流として又安

定するといよ、。レイノ 1レヅ数( R ) は、次 の様友式

で示されてゐる。

R =ぞ v = t - (運動粘性係数〉

V は流速、 d は管の密、μ 粘性係数、p 密度

工場防空設備の宜1際問題として、要結する庭、

霊光の採光窓と換紙孔とは全〈分離する とと、越

屋根部を換気機構として扱ひ、採光は側光によっ

て鹿理するのが大綱である。

暗幕遮光は居室、 事務室等K 遁 Jfl し、工場には

ギri類の不経済不便も免れや、管制上又は不完全に

縮り易い。之は天窓、勾配ある鋸幽窓等K 見られ

る例である。近来は此理由から上下式、 .51込式等

の雨 戸様の装置が設りられる。

熱気排除の装置としては封流直上部 1' 1 : 谷を形成

する通気板葺、又は之 l乞類する袈置を設りると と

は本稿K 述べ?こ報告に示す様1' 1 : 有数でめる。只そ

の装置に除堕的工夫を少し〈必要とする。

給寄託は側壁部から斜下方に整流して得ると とが

最も簡便で貰施し易い。尤もその遮光的工夫を伴

はねば友ら友 い。

以上昭和16年度 1' 1: 行つに1受験に基〈所見であ り

質施上の資料にもと 、支えに掲げて文債をふさ ぐ共

第 で あ る 。 ( 了〉

( 犠者は工皐博士市11
1戸高工、早稲回大経講師〉

9  VI I  



1 備 装 に 就 て

戦争の形態が古来行はれて来fこ平面的で‘ あっTこ

時代から今日の如うに立韓化して来る k 、戦争に

到する考へ方をー鐙 しなければならない、縦って

従来の閤防施設で完壁でありとせられてゐ Tこ施設

丈げでは完全なる役目を果すと云ふ詩 l乞は参らな

い。従来の戦争では主として軍の首局陀委せてお

けば大轄に於て戦争が遂行せられにのであっ fこが

現代の戦争では岡家の総力が一丸 となって、軍 l乞

協力す るにあちぎ れば、戦捷の貫主? 翠げることは

難しい。

備装と云ひ、迷彩と云つ? こ部門も買は軍の戦捷

への闘民協力の重要なる一部門を承ってゐる 誇で

ある 、即 ち岡家が敬 三 ｦￇｾ遂行する上 ｋ 是非必要ｴＮＺ

k せられる重要建設物を敵の空襲かち菟がれしめ

なげばなならない 、共の一つの方法として儒装と

云ひ、迷彩と云つ? こ問題が新しく工夫せられ、費

施せられなければならなくなっ仁詩である。

慌装左云」、言葉を蹟義tて解轄する左 、其の内に

慌装、迷彩、問火管it lJ 1: 云つ fこ防空施設中の相官;

買い範囲を合せて考ょ、可き t.: ' 1:想、よ、。従って慌装

の解設は極めて大部なものになる可きであるが、

本稿 1'[ 於ては共一部である迷彩の部門に就て概説

して見? こい E 想、よ、。

儲て迷彩色云ふのは 、恨りに我閣に敵機が来襲

して*rこ場合、地上の各種重要建設物を何ん左か

して防護しなければなちな い要がある。。共釘策

t しでは誠に消極的な考へ方であり 、極めて簡単

な施設ではあるが、経掛的見地かちと 、簡易な施

設ではあるが、合:図的I ' L 計剖賓施寸れば、案外効

果も少〈ないと去五、考へ方から工夫せられ? こ一つ

の方法である 。

怒う云つ Tこ迷彩へ想、ひっかしめ fこ原理は自然の

動物生活 ｾｬｾ I ' L 数限り無い多〈の賞例がある 、既に

V II 1 0  

古 塚 正

よA

，ロ

諸君が日常屡御題肱になってゐる 、例へば雨蛙が

青い胡瓜の葉の上陀止ってゐる場合等は共通例の

一てつであって、殺の葉 l乞似せ tこ蛙の青い色はお五

が後程注意深〈見詰めないと 、蛙の1 1 - : ってゐるの

が限 l乞つかない 、1J ; う云つ Tこ相性の色相ひを迷彩

の上 ｉｱｾ ｬ 用すると 云 ふ想 、 ひっきが一つの原理にな

ってゐる。

叉蛙の例で今一つ例を奉げて見ると 、 ヒキ蛙の

場合である 。 これは御承知の通りドス黒味勝ちな

青い縞の上 t亡、足の先きから鉢杢髄 K 黒い斑黙を

持って居る。此の場合は雨蛙の場合の様に色丈け

では無い、 その身臆の色色同時に斑黙の柄相ひが

其環境と非常 tてよく似せ合って、一寸眼につき刻( ，

くなってゐる 。つまり共の全髄の形に開係 芯〈色

と縞柄主が環境に融け合へは、来襲する敵の眼を

惑はす左同時に 、自己の活動を敵に護見せしめな

い E 云」、原理を我々に穀へて来れる例である 。

或は- t : 首i虫が枯れ枝に居を: i ' il ' f れは共形色色とが

全〈一つの枯枝十て見まちがへられる等は能く慌装

の本義 l亡徹してゐる t 去って好L 、。斯う云つ fこ例

を一々家げれば、 ぞれこそ枚翠I ' L s院が無い、夫れ

故陀繁$'1t. を避けて11' 略するが、要するに建物を迷

彩陀依って慌装すると 云i 、主旨は 、以上のfylJ I'L依

って略々御了解を得 fここと〉想、よ、。悲でお障りし

アおく事は以上の如うに自然界に費在する様な巧

みな迷彩なり 、慌装は只今のところ人常的には完

成せられてゐないと云ふ酷である。従って現在費

施せられてゐる迷彩の効果は敵機の来襲K 蛍って

地上の重要建設物が容易に殻見し得ないで、 門松:

殻見K 相蛍の時間苦手空発せしめ得れば迷彩の効果

を瑳却するもの7ごと云」、見地に於て宜' 施せられて

ゐる主考へなげればならない。

建設物に迷彩を賛施するには、 自然界から教え



られる基本的考察の上に 、色々なt条件が伴って起

って来 る。共の一つが環境の問題と云ょ、黙である

私は これを大j I 府次の五つの場合K 匿別 する 。

1. 都市内にある場合

2. 都市の連続地域にある場合

3.  野原の内 K ある場合

4.  森や林の内にある場合

5. i可泉や沼津海慣にある場合

以上の匡分は明瞭 ｉ Ｇｌ指示することの ｈｾ ， 来る場合

と相錯綜してゐる猷況の場合もあるので何う

異K しなげればならない黙も此の黙にあ る。

内務省の指導要領K 従へば建物の珂: 教 と、 地域

主資材の I!Jlる さとK 従って、次の如う l乞基準を定

めてゐる 。

表は恐らく 凡 その基準であって 、環境K 依つて

は規模の如何に閥せす¥ 戦争遂行上の紙要なる部

門であると云ょ、汚札方に於て、何 うしても各伺が

進んで迷彩をやる主云ょ、考へ方K 到著して貰』、要

がある 。更に附言 しなげればならない瓢は規模の

所 在 地 域

しでも現地調3 ! f が第一の要件である 。後記す

物 件 明 度 y .

都合地 |鵠議|図網地|樹林地

るところの分割l迷彩写の場合には共基調とな

る要件の主な るものが環境の- I lk況にあるので

(白 色 スレ ート )  

4  0  白色 F イ ル ノ類

400 200 1St) 100 

あるから 、共調杏ーは出来得れば共他の日隊思

買: ¥t ' 手に入れ るこ とが好い。 ( 。日敵窃毘は現

在我関内では禁止せられて ゐ るので 、大髄の

2  o(糊 岩、 コンク リ)

ート ノ鎖

800 400 300  200 

1  o( アス フアル トノ類〉 4. 000 2. 000 1. 000 500 

う〈 日 本 瓦 ノ 類〕 10 .000 5.000 2. 000 3. 000 

施工方針を立案して内務官局の指示K 作つの

が賢明な遣ち方である 。官; 局にあっては全閤

2.う( コ ール F ールノ類〉
10.000 5. 0∞ 1. 000  5.000 

主要部の烏隊経験を持つ技術日 K 依って判定を下

され る便宜がある。)

Ｑｦｾ二は建物の規 ｴ 英と云五、黙である 。

敵機の爆撃照準の橡測は約 ー・寓米の距向告に於て

いも早< ｭｾ 準目標を殻見する要があるとせられる

のが一般の通設lてなってゐる 。 これは正確に所定

の例所を爆撃する: s . t めには少〈共 1. ＶＰＰｾ Ｒ Ｎ＠ 000米

位の高度に下降し、且つ共飛行速度を f手時 340 -

ＳＵＰ キロ米の速度と 三 ｾへれば 、 ｾ ｲ ｩｬ 道め計算 ｋ 依れ

ば約 1. 6 キロの距雌に於て投開し? こ爆弾が目標 t亡

命中する課で、10. 000米の距離に於て殻見 して投

開する迄でには僅かに約 2 分間の橡備的時間しか

無い 、即 も2 分間の橡備行動の l王HL : 於て命中か、

不命中かの運命を決する詩で、此nnl ' L 差しも照準，

円棋を見誤れば敵機は再度 ｫ 宝 石ｾ 1寓米の牛密陀

於て旋廻することが必要となって来る 、Mかる迂

速な動作は地上砲火 I'L 日早らされる機千? を増大する

ので、迷彩控装の効果は此のnn隙を狙って行ょ、方

法であるとも言って釘・い。

即も 1 ｾ笥米の距自ｦｉ ｾ I'L於て易〈殻見し得ると云五、

事から目標物の規模K 関係が重大腕せられる FI I縁

も誌にある 。 まTこ日常吉; ・々 の地.1- . で見る汚へ方を

大ノj 、を問はす・、 環境上特K 目立ち易L、、 高い建物

( 例へば市街地で周囲が二階建ての民家宅資築地帯

K 於げる特栢ピルヂング式の場合等) には特陀計

却の高をを期して施工する要がゐる 。

第三 は建築資材の上からも検討す る要がある 。

即も建造物を構成して ゐる外接資材に閥係がある

と云ふ貼で、 その資材の有する l切る さが環境の明

度と融合しあって 、一つの物 に見へなければなら

ない駄である 。 これは元にｾ盟主云ふ動に大なる

附 ｬ 係があることで 、 晴れ ｔ こ白授のｾ盟主＿想像しな

い 主云ょ、建前を主と して考へら れる 場合で あ る。

即ち敵の Ｕ ｾ 趨は大鰭に於てＩ］ｊ nJl 下を選んで、朝夕

の模糊 t して限K 入る目標趨撃を議想しての場合

であって 、自費: 堂々と襲撃する場合は味方の昼軍

が無し、場合主か、地上砲火のカが激減 しない限 り

無暗矢鱈 l乞糸襲し得るものでないと考へて誤り は

無いTごろうし、 まfこ一面白書: では迷彩の効果は極

めて部2才なものTごとも湾へて好い。部 l切りの射光

下校棚として浮かぶ可き目標ーが合理的に迷彩を施

され川王、恐らく共効果は相営f賃値K 踏んで好い

にろ う。世局の指導要領 lては此黙に闘する参考資

料と して次の表を興へて ゐ る。

1  1  VI I  



所 在 地 域

修 袋 色

都 舎 地 l都 合 周 塗 都 | 図 岡 地 | 樹 林

明度 570ナル場合 現皮 8 %ナル場合 明度 8 %ナル場合 明皮 3 %ナノレ場合

ればならない 。

此の特徴と云ふ

黙で は、最初に

述べ? こ河海とか

地沼樹林の堤坊

汽車、電車の税

明るき方の色

1J<.色、晴樹色、暗緑色|灰色、暗繍色、暗緑色

明度 (8- 12%) 明皮 (8- 12%)

黒 色 黒 色

暗 き 方 の 色
明度 ( 3- 4%) 明度く3- う% )

資材の持つ明るさく明度〉は色彩の色とは或る

程度無関係と見て好い。諸物謹の色とは太陽光線

下1' ( . 於て 云々す可きで 、言 ひ換へれば物謹の色 は

スペク トJ レの色線吸I放と反射の原理から生れ出て

来る現象の結果であって 、光線なき主ころ K は色

相は生れて来ない。従って模糊 fこる光線下にあっ

ての色相は明度に比べてｦｉｾＱＧＨＮ興へる効果は極めて

少い。迷彩に於て明度が主主せられて色相を重き

に置かないのは此の理に基いてゐる詩である 。

きれば迷彩丹! として貰施せられる色素としては

何 うしても次の様な批件を具へなければならない

事になる。

l. 自r: hな明度が容易に出し得ると云ふこと。

2. 光揮の無い ものが好い。

3. 塗装商の耐 久性に富む こと。

4.  経費の低康なること。

5. 塗装の簡易と迅速とを要し、且つ大量の需

給の容易なること

6.  塗装設備の完備と粧験あ ること。

等が皐げちれて好い。

多( K塗装の技術的方商K 就いても考慮すべきで

ある 。

大瞳以上の設明に就って略々御推察を得? ここと

〉考へるが、念の鴛めに附言して見ようと怨ょ、。

何回も繰り返す様ではあるが、環境に融合しTこ

塗装が何うしても最大欣件であるのであって 、一

例を差異げれば、一様で相官大きな商簡を占なる建

物は 、塗装技術に依って是れを幾つかに匿事j分割

して目立fこな い様 K 計制する ，。或はー敷地内に整

然と配置せられてゐる大規模の工場は 、環境K 附

合しTこ近似形態に不規則的 l乞、準 しろ何ちらかと

云へば、雑然? こる建物の集闘に見せる工夫を計却

すると云つ fこ遣り方、 まf こ到って牛閣のある建設

物は共の微を徹底的に熊くする質施法を誠じなり

VI I  1 2  

暗 緑 色 階 級 色

明度 ( 7 - 99百〉 明度く3 - う%)

時 初 色 黒 色

明度 。- 5 %) 明度 (2，%)

路、間道等と 云つにものは勿論、野球場主か運動

場 、埋立地等と 云つ fこ工合に目標物として特 lて顕

著な特徴のある建設物が相首数多〈存在してゐる

詩で 、怨う 云ふ特徴のある 物、それ自身は別K 敵

襲の目標とはなるものでは無いとしても 、共附近

なりそれが誘導法準 となって攻取に有効なる便宜

を輿へる場・合を想像せら れ得る場合は 、如何K 重

要建物を協装し、迷彩しでも誘導目標物の詰めに

共効果を護邸し得ないと云よ、場合が数多〈賓在す

るものと考へて好い。針策としては閤家の存亡に

は鑓へ難いのであるから少 k 過激な言ひ方ではあ

るが 、 時には Ｑｾ う云つ ｦ こ目標物の撤却 な り 、 或ひ

は大々的な鴎畿を強制す・るこ主があっても致し方

ないのではな かろ うかと想はれる 。

分割迷彩技術 l乞到つては羽 l隣接する色の明度は

相首差があるのが目立つて好し、結果を粛らす主務

へられる 。其 差が接近してゐては l 高米もの距離

からは明瞭な医別が生じない? ごろう 。 これを賞際

的に 言 へば 、 少〈共 Ｑ ＰＥｾＲＰｊ 創立もの明度 差が あ

って好いのでは無いかと想ふ 。

又貰際問題として海慣に松林が接近して ゐ ると

云つ? こ環境では 、松林の延長ーとして協装の計3刊を

立てるのが貰施 K 柴であり¥効果的Tごと考へられ

る。

悠う云」、場合に建物に近後して植倒や植草の方

法を刈l味して 、建物自閣の迷彩のみに依らす¥共敷

地の一部を取入れて立案する のが効果的である 。

建物自腫としては光 ｦｊ ｾ を 芭 ｬ 乞 うりる｛師と 、 その

反釘に全然うり ｩｬ ｜Ｑｩ い商 ｫ 、 ｾ寺中 ｮｮｋ 常る 壬 ｼ 三時 ｬ 明 度

の箇所がゐり 、建物の隅々や角々、共建物が地 i古{

に投す' る陰影と云つ? こ複雑な明度の相異が生するる

ことをも技術的に取扱はな りれば線、盟主しての完

全な る計;!lI J とはなり得ない。 まに屋J てに設り Tこ採

光窓商 lとある硝子商の反射の如きは有力なる敵製

助長の円標となる恐れがある 。更に工場・建築物の

如きは建 築的 ｋ 云って 、 共 Ｗ Ｑ ｾ が凡そ定つ＿こＺＱ Ｑ 予を持



ってゐる如きも迷彩技術上考へ Cおかねばならな

い特異な 黙であって 、伽l々のflH 、配置、環境等

の ｟ｉ Ｎ Ｎ から共 地域 ｦｃ ｦｦｾ じて分割技術ｾ優秀ならしめ

なりればならないと汚へる 。

特 l亡硝子商の如きはト1'¥米得れば、共他 の部分と

同様 ｋ 迷彩塗畿を施きる可きで 、 こは がｾめに採

光上約50，%内外低下するものと ー巧へ られるが、止

むを得ない事:tごと私は判断してゐる 。 ま? こ硝子商

を共催に しておいて、内部 K 暗幕を張 るが如き方

法 K 到つては 、宛も頭を隠 して尻|尽きす・の例で 、

返って暗幕の矯めに硝子商を鋭断化 しτ 共反射の

度を嵩むるものである主云」、、極めて常識的判断

が気附かす' Kゐると云つ fこ賓例は 、此際直ちに改

修せらるべき 重要賠である 。夫れ故に硝子商の塗

装は何うしても外側商 l乞於てなされなりれば効果

がな い、 暗幕をやるなら外側 に仕掛る可きである

伝う云つ Tこ縮設は私の抄諜せる「協装 J e 云ょ、ノj 、

著に外国で殻案賓施せる幾多の例示があるから参

!!任せられると便宜である 。

建物の光線を直射する部分と陰の部分とに施す

生装の明度は 、明るい側 ぞ濃 く、暗い側主?光らす

ことによって 、或る場合は一様に 、或 る場・合は錯

覚誘護上に有効Tごと考へられるが、共反封もま T二

時K 有効であると考へられる場合も生じて予Kるo

F去に月にしても 、太陽にしても 、順次其位置の鑓

動 K 臨じて牛明暗部に謎化が起り、四季 l乞依って

持影を投すもる上 K 縫化が生するので 、如何なる 場

.合 l司こも適合しTこ完全なる迷彩 k 云ふ ことはあり得

ない 、唯々満足す可き限界の定め方である。

一つの立瞳と共の背景 との区却を無 くすると云

」、技術的研究は、石官で造つfこ主: 櫨を置て 、其 背

景 との問陀差を 無からしめる机の上の試 験 も能〈

共結果を得るに有効である 。要するに四角な建物

の隅 を々 環境に合せ て低い明度に塗り 上げること

は、何日 の場合で も共建物の角 々を無 くするこ k

k 効果がある 。建物の落す影像は自筆: は勿論、月

l列下に於て も共建物の形を浮 き上がら せる離に影

響が大である 、 これは私案では;あるが、投影地面

に白砂を撒布することに依って 、共日月度差を減十

ることが著しい、 此の方法は経費と 云って嵩まら

ないし、効果も相首であるか ら是非宜施に診 して

貰ひたいと想」、。

迷彩の技術的責施方法としては相世l私案もあり

先輩諸氏の案も護表され、質施摘みの例も多々あ

る が 、 一 番大切な賠でもあるから 、 後日和ｾｾ改め

て琵表 し?こい と考へてゐるので 、今回は省略をさ

せてJ ' t ふことにする 。

×  ×  ×  

最後陀迷彩塗装の時期と損主主の|問題を 一言附げ

カ11へて本稿ぞ了ろうと想ょ、。

我閣の重要都市の重要工場の位置当事に就いては

恐らく' 敵閤側に既に早 く詳細なる作戦計調l地岡上

K 大 きな丸でも附 いてゐると考へて誤りが無いに

ろう 。 ( 過日の空襲時には飛んでもな い民家や 、

小撃校を 盲目 的爆撃をやっ fこ手並みでは私の想像

する程の ことも無いかも知れな いが〉さ れは迷彩

塗装は理想的に云へば、敵の空襲直前に施工す る

のが遁確な効果がある詳で、敵の持つ既製地固と

現献との ｉ ｭｋｾ ｬｬ 師を生せＧしめると云五、結を 狙 ょ、可

きである 。向ほ一層理想的に考へるなれば、敵の

ささ盟主? 二、三回うける毎 l乞塗り鑓へをやる ことが

出来れば最も効果的であると 言 ひ得られよ う。此

賠陀就いては滴逸の某工場が慌装後二回室襲を菟

がれfこが、 三回目の空襲時に殻見せられて爆撃せ

られにと 云」、話があ る様に 、迷彩も偶装も徹底的

K 完全なる効果を期待することは難しい主云ふこ

とを教へてゐる 。

経費の酷から 云へば、迷彩塗装は偶 像K 依るも

の等 K 比して極めて低廉な費川でしか無い 、現 在

私の知る範囲内では千商坪常 り1. ｏｏ ｾ＠ 1. 50困位の

ものであるから 、恨りに 1.0000坪の塗装を施しで

も僅かに 1. 5000四位迄の経費K 過ぎない 、然も共

建物内 K 装置せる各種の器悼の償値に比すれば質

に微々 ｦ こる費用にしか首らない 、 若し一回丈ｬＱｾ

ｾから救 ふ 事が 出来 ｦ ことしても 、 夫の工場の闘家

への輩ナ効果に比すれば徐 りにも粧微な費用 に し

か首ちな い、此 の見地から見て、私は閤2誌の重要

産業l亡岱る工場経営者は何を置 いても今直ち に迷

彩塗装の質施 K 取 りか〉らなければならな い猷要

事Tごと想ってゐる 。

然も世論は春季の空襲 ｾｴ 象想している今日 、 迷

彩宜 ー 施の好｝明は今ｾ置ゐて 他 ｋＱＮ 民い 、 私は重ねて

推め fこい 、今直ちに迷彩塗装を貫施に移す可手で

あることを 。 ( 昭和 17. 4.  27 日稿了〉

( f在者は市iド戸高工講師 、古家建築事務所長〉
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防 空 に 関 す る 新 考 案 の 護 表

支互に掲げTころ題材は防空 I dMする新考祭主? 瑳表

す るに有るが 、生惜以下述べんとする全部が筆者ー

の哲案に て少な くと も二、三十年の先走りし?こる

告白 で、 之を話さねば諸君に我考案を知悉して貰

」、機令を失ふ こと 〉なり 、而己ならす・建築協舎が

折角執筆をせ よと 申出で られfこることこそ 、筆者

に!'-i して は貰 に千歳ー偶の好 機とも申可きで 、耳立

て醤案の設表な るを許察 して戴〈可 〈換しめ願ひ

置 きます 。

-w _ で先: i E りと申すは何の程度のもであるかの二

三の例材を申述べ る必要 あ れ 簡 単K 読者の良解

に供へんと す 、事は l明治27.8年日清事慶に際し支

那地方に て我兵士の最も困難す る事柄は彼地の路

面が抗弱の上 に凸凹韮し 〈車馬の運Jl!i l I ' L 最も困難

を極む るか ら無限軌道の如きものを考案せよと陸

軍の建築課長で有し、制大吉なる友人の話によ り

て無限軌道〈ベル ト式) と無限仙道〈ピ ヒク)1. ・

ホイル) 橋形貨車の三種類を殻明して 、陸軍省 l乞

提出 し ｦ こ るも採用の運び ｋ 至らｾりしが 、 共考案

の試運轄を硯 fこる英人が本閣に蹄り 、我考案より

後 れること 13年、殖民地に飲料水を法る車酬に此

無限軌道を臨則 して 「タンク」なるものを造 り、

更に 7 年後の世界大戦には此 タンクを カム フラ ー

ジして戦車な るも のが現はれ、又英一つ は我考案

の37年の後米岡有名の餅理士( ミス トルマン〉氏

の扱に て昭和 5 年筆者が再度渡米して 「ピヒクル

ホイルJ /;: して米園特許が興へられ、今日は我ヨラ

案の貰現によりて米関 人が共思} 撃に浴するな ど叉

東部の大震に横償港の破壊より考案しfこ1岸壁築造

法の如き 此工法は昭和 6 年筆者在米の際太平洋沿

岸港潤 J ) 改築に際し、彼地のj悠濁改築委員 K 共 案

を示し、且つ彼閣に於て此工法を使トIJ するを許す

犠 諾蓄を附奥し「サンピ ー ドル」共他同沿岸の築

港に探1討する ならば、彼等は劣等と見る閑人より

VI I  1 4  

援期 伊 3議
士

口藤

も優秀なるものは言葉を卑ふしでも 、共技巧には

荷主畏 {e桃」、が常である。共挫の心 こそ大いに我閣

人の墜ぶ可き美事であるを惟はしめ Tこ。

此港簡の築造法こそ数多 き島闘を治むる指導者ー

となる上に は、 後れながらも役立つものには非ら

ぎ るか 、叉 4 月中頃朝日新聞に太古時代の防寒家

屋公要路の 人が術究さ れて匝l面入 の紹介を見 るが

此 目的に考案 し?こ る防寒家屋は筆者が明治29年頃

千島の開拓を希闘し ｔ こ海軍大尉郡司成 Ｎ ｉｾ 、氏の報公 ・

義舎の主旨を賛成して24人牧容の出糸得る耐寒家

屋を褒明して共質物を造 り、 之を郡司氏に寄贈し

Tこり、 首時のJI:[ 京筒ー 日新聞( 明治29年7月9日附〉

を以て l品入の説明を附 して掲載せらる。之を穴居

時代のも のに比ぶれば梢々新 しきものなるかを会J1

らる 。

又餓道研究所開i問迎撃博士問中正予氏の話で 、

「コンク リート 」製の枕木を考案せよ 、共要製I i は

竪きものに竪き軌僚を取附る ことが 、世界に於り

る ｩ 普ｾｾ震のーであるとの注意に基き Ｎ 考案 ｋ 因る賞

物を製作し、大正 7 年 4 月末京J --. 野不忍池畔に開

催せる電気ｼ等質合に ｉ ＫＡ ｉ ｾＪ して ＶＰ 日も衆 ｔｾ ｉＧｌ供し ＿こ

るが、肱米の;模倣に非ら さ' るもの〉外は普ー し謡ろ

しの判断rl ' L さへ似せす・ して終る今日治下K 世か る

〉熱帯地の錨道には最も過賞なる上に内地に於て

も、木材賜迫の折柄弾丸錨道の如きは何を以て共

疑 ｾｦｦｬｩ はんとするものなるか ＿ 明治 Ｓ ＷＮＸ 年日露戦

争の首時は未 ｔ ご 飛行横の無い時代なりし矯め 、 ｉｾ 女

Ｍｊｖ｜硯祭には騎馬兵 の犠 牲を初ｾひ ｦ こるを除かんも の

と居ながら f出伏を女11 る展望を登明し、之を陸軍技

術本書1i l' C 献上し? こるに陸軍K 採 NJ ならす・宮内省御

別品と成りて琵明展覧合f'C/ : 1 ¥陳されにものを硯る

其時共に硯るもの 二 人連 の話 ｾ ｈ 言、＼ f ' C此設Iリj 、 日

本橋の白木屋呉服応の火事時代に有りしなば、彼

の如〈数百人の焼死者を/ 1 '， さすもしてがf しならんと



の言葉、之を聞い fこ筆者は涙の出る程嬬しく感じ

?こ、我心事を会11 る人大衆の中には理解し央れるも

のも有哉と路しかりし。

日露役の際、鍛砲玉の不足を告げる聾あり、鉛

の倹約を計らんし家庭用の水道栓を「コンクリ

ート 」にて製造 し、 180 封度の駆力 K 耐へる「コ

ンクリ { ト」を考案し、東京市水道課l乞て其試験

を乞ひ、同時に使用方をも申込み? こるも 、今 K 行

はれき' るは不思議と申す程で、英理由を? 知るに苦

しむ「ハンマ { シヨク J ＵＰ ｬｦｬ 変に ｆ ｾ Ｓ とするも

Ｑ ＵＰ 対 度にて足るに ＱＸＰ 封度ｾ耐へる結果は 、 優に

水力総t迭ttJ の管趨にも遁賞するもの主して、併せ

て共縫手にも完全なる考按を遂げて 、尚 illJ輔、一郎

氏に提供しTこるこ主も有り 、又「 アスフハル ト」

路商の熱の矯め、車轍の喰入りて困難なる運時を

話すことを知りて、今より 20年前に日米i仰の三ヶ

闘の特許を得?こるものあり 、此外にも必要に促さ

れて巧案し ?こ るものにて工業慨を有るすもの 70件

の多きあ 9，) l : 等の内 Ic は未亡30年を過ぎざるも

の数多あれ以ー|て述べ?こる考案は芭案ではあるが

未 fご也ーに知られまるもの市己なれ之を新築と成す

も差支なかる可しと思惟しで、以下述べんとする

防空建築上の設u月を成す序言 とは成すなり 。

以下述べんとする防空建築上に案せられfこる諸

案の内、第 l fC必要とするは 、我閣に於ては木造

建 物 の多きｾめ 、 防火効力あるを第 ｬ の要件とす

るものであるは中までも無きことながら、若し防

火効力の完全を期するには木造骨組が外力を受げ

て 全然斜 ｩｴｫｾ 呈せざる様 ｋ 結構され ｦ こもので 、 英

ければ防火改修工事の遂げられ?こる 建物にでも 、

類焼は菟がれま るもので有るから 、防火工事の完

成を希ふものは須らく骨組の結構を完全のもの と

成すを歩々忘れては成らぬ。即ち第ー要項として

は防火壁面に少しの組裂を見ることありでは如何

に完全と見らる〉ものも頼みに足らぬもので有る

から 、筆者は防火を諾ちん とするに先立ち 、家屋

共物の幸吉村出を合理的 lて己主り J -. げ、地; 民民氏: 勤は冗よ り

側商的の風E座Eにも決して次屋の系斜::f山M欣tをを? 1左t

無〈い、土地也l誕A長iならばJ必ιμb従G叫申幅函に従ひ f仁こる移勤石を? 見る lに
亡

止まりh、1恰合かち→佃の曲暗を含?移勤する如〈干乎有乞f円りて
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ーノj 、局部?こりとも個々 別々 の勤格を糸Tこさぎ る棋

なす lてあり 、故に共立舞から lii!i¥)'(1r 。

伊披に示しTこるも のこそ共目的に叶へんと汚築

されにもので、此大工法は明治28年10月 9 日建築

接合陀於て「耐震的銭其使HJの困難を論じて木製

切組法の完成を期せむとす _1 e の題批の許に講演

しTこるもの にて美重黙と して は木材の組成R犬態を

研究し、使用後に於て木理の乾燥 よりして殆んど

一定の鑓化とも申可きは木材の具備する循環木型

の牧縮 より従来大工法に及ぼす損害の比々皆然ち

ぎる もの無きは其家屋構造の堅牢と認め得らる可

き程のものも把弱の域 より l陀する 事は日十はぬも の

である 。今共代表的の鑓化 とも見る拡を奉ぐ れば

循環木理の縮少より予kる日制なり 、此 日書IJ れなる

ものは家屋骨材の所用に従ひ、四角形に木作りさ

れTこ共大商陀現はる〉ものなるはー定の法則の如

〈、即 も桂の大商こーそは共樹心に近接する音jl 分 tと

して、環j伏木理の縮少より r"裂を礁にす部分は必

す・桂材の中央商に現はる〉 もので、宮大工法に於

ては此の桂材に横架する 。
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. 法として総総、て材材4 の中央

ええ

阜 、b

てf子ie

柄 をを＿指し＿仁こる Ｍ上 ｫ 陀 ｊ其与鱗 ｈ耽 Ｗ危 ｴ をを ｾ ｋν防 ｪ占 ｾ Ｈぐ，べ〈込栓 Ｓを ＿ 施すな

ど最上の工法の如〈行はれあるが、共結県こそは

自然の鑓化を人常的にも助長ナるの結果を保 fこし

誠 l亡心7尽き工法? こるを看依し? こるより l凶併の如き

新工法が生れ出てにものであるが、鋭材統i ! i 1] を受

〈る 悶下 ｋ 於て 、 最Ｎｾ歯法のもの ｔ こ る可〈、組、て官

糸の柄穴式の工法を威して横架材の結構仕口は全

部鯖口と栴する仕口 fて改め 、循環木理を損傷せぬ

様 K 結構するにあり 、若し此構造法に釘鎚等を施

す; 場合 K 於ても 、必十材の中心 を外づし、自然に

来る日割其ものを防ぐ可く有効に施すにあり 、赴

に型ti し詳細に渉る工法説明には 、大正 12年東部地

震直後1111著耐長耐火家屋あり 、東京日本橋大倉菩

庖鼓買の著書有 り。

路枕岡I留に示し fこるものは 、明治24年筆者が米

関 より新蹄朝して濃尾に起つ ?こ地震より機械科を

建築の研究に特更して兆詳細に別り入りて 、日 本

建築の不完全極むるもの有るを如i りて 、共大要を

釘l らす可〈、日本建築構造改良法なる ilIt子を著は
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も、今は錨η 統:blJ の矯め 3 ヶ年以上開庖休業乃悲

境i'CtEー らで、近かく 我1 ) 建築界を去る可 き燥ない

事情も有 り、唯絵所 ながら僅かなるイiff 筑の延長と

して 、; 符朱主婦と成り て衣定伎の三つを縫任せら

る〉女性を女拳校に求めて家屋構浩の常識を輿へ

て家屋は貴重な る人命を察る〉城郭で、如何なる

天災地壁 Ic H' ，逢ふこと有ると雌ど も談笑の 中に共

難を越〈るよ五、致すことを目的として家屋 l乞{"I; 肘

する側の もの 、即 t ，新築に際し丈夫1J _ る家屋を 求

めしめ 、是等災害より全くの自由主? 得せしめんと

希闘して止 まざる ものである ん

t皮鋭凶陶・は准防火家崖と して 、共構造の認、めら

れTこる もので、即 ち木造骨組の家屋を コンクリー

ト製の部分製品を被盟せしめ 、完全なる防火家屋

を 得るに有り 、 英特 Ｚ 長とする 所は、仮令地 震 動 ｾ

長けて、家屋骨組が斜献を呈すること有るに於て

も「コンク リート 」壁謹版は桂材に取附けられ? こ

「チャンネル」に設げられ?こ小穴、議乃内に震動を

許 容する方式 ｩ て掠る ＿こめ、如何 に家屋が 斜ｾ犬を呈

する主 も、府主商に組裂を見ること無 〈、 72i 形i ' Ct記

し、 英構造に併用す可き織具を護明し 、筆者の設

計に成るものには、組て採用し て地震直後には相

嘗康〈用ひられ、 聞東地震に で も何等η 故障無〈

共多 t は震動乃大なりしきへ知 ら十 l亡過ぎ、各自

が使 )11 ｾれに桂時計の運動を停止し＿こるも の も無

き程に有効の ものでありし と、夫々 位居 きれ?こ人

々より聴く が 、惜むらくは木造Tよりし鴛め、持鳥

:侮l亡蹄して共形を止めすもo

i其後筆者は再度米闘に航し 、H併 11 7 年蹄* 省大

阪表に研究所を構へ、明治 16年虎の門工部大串 校

ｬ 亡自由研 製ｾ許され ｦ こる頃より の宿題なりし勤葉

動 機1 ) 完成を念 ぐ可 い 想 』、通りの考案を? も纏ま

り、護明特許を も下附せられ、 愈々世界的の運動

を開始せんと企闘' し f こる l亡、問々時昭和 9 年 9 }-l

の大阪地方を襲ひ fこる大風! えにH1逢ひ 、建築It 日係

を離る 〉最後の奉公として新式大工法なる 一書を

著はし 、共説〈所の多 〈は家屋 l亡生tはる つ人士の

閥心を得ん 主ずる .ものであり 、又同工法 l乞併用せ

らる鍛兵の販賢所をも 10年計識に設り 、専ら建築

閥係者に共存在を示して 5 ヶ年を経過し? こるも、

怖かに 500 戸佼ひ 1' C1変肘せられ? こる[ 亡、過ぎぎれど
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ずるのことは 、貨に強想外の結果の得 られ fこるも

のなり。

仁琉は組立;昆疑石迭と栴し 、|耐民耐火共 l乞右足め

てＱＧｪ ぷ ＱＩ 乃ものとは聞 東 ， 也誌にて笠 Ａ治 さ れ て 折紙ｾ ＨＮｊ

の工法と申す も道交な きもの と成す 、此工法 乃最

も簡単なるものは 、組立「コンクリ { ト」塀とし

て、共延長 270000河から建設せられ、同じ I 法 に

因る土司柵 乃如きも数高間 乃延長・を見るに至り 、

簡単なる IJ、家屋 J ) 如きは極めて迅速に建設 Ij¥計 ち

れる の便利なるょに 、大工々料は殆んど皆無 とも

申得ら れる如き、綿、ての製作貨が型枠損料に止ま

る主 云 」、経 Ｇ 舟ｊＩ ｾｩ られる矯めである 、 此 組立 「 コ

ンクリ ー ト」建築子支ji . 100 の ものを高田向合の食

堂として建設を遂げ fこるが 、県T .事は伊藤式「コ

ンク リート 」製i 1 ! 所が設計並 K 工事も捲苗・して完

成を遂げ ｦ こるも ので 、 ［ｊＴｾ工費も材料製作搬出現場

K 於りる建設仕J て工事査部完成を遂げて註文主陀

引渡す迄の耕、工費平 100 坪の請負代金が・130 固で

1- 1 1 ※して引渡し を了へTこるに、大正 12年 9 月の京

都の大' ぷ災に遇五、 fこるに少しの損傷も無〈 、結 構

川v 1 8  

i郊の何れにも毛細亀裂をも認むるを得ないと言ふ

優秀なる成献 金得 ｦ こるも ので 、 Ｇｬ［ｪｾ i ' L大震災 ]) 最中

が純}仕凸 の中食の時間でコ(TつTこ詩め 200 人からの

II!止[，1が食事 1-1-
1で l 人 も共場を織れや、在 りし矯め

擦り f.dt一つ交げしものも無〈過ぎ fこが、若 し執路

中の時I 1I Jであつになら 、何程 。死傷者を出し fこ事

やら との盛んな噂であっ fこ。此建物 'r;' 徐 りに奇践

的の効果が評判 lとなっ 「こf.i; めか 、東大 J ) 叡度内出'

博士はj析る工法 に因る「コンクリ ー ト」の必法は

埴法 i乞非 らざること を日ん畢生i ' L 薮へ居るに 、;廷

は叉不JE、識なる貰例を見るも の哉 と研究そされに

ものであっ fこ。 j折< . も工法の有効なるを認め られ

東京市街の建築物として 、此工法 刀宜現が遂 げら

れて在つになら 、今時分訪杢建築な ど〉 騒ぐ必要

も無 u品ヤること〉思はる〉なり、共首時 こそ東

京市は昔 ながら の武蘇] j .嬢J l f ' 原であっ Tこので、今

日i坊ささ家屋の必要を 聞〈度K 共首時が忠ひI:Hと成

って居る。

保留EIモliiJ l示するも のは 、防空家屋 として分苦笑さ

れにも ので、本ら爆弾の降下に備へて案 じられに
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若 し上部に焼草 と成る ものが皆無の場合は、とも

か くも、若し内外の温度を異にし? 二時は、暴風の

如き速さを以て設内を襲ひ、窒息者r t ' I:Hす例ほ毎

度ー聞く所なるを以 て、筆者は辿も穴入りは敢行な

し粂ぬるもので 、 若し強て誼閥 ｉ ｾ ずる要あらば 、議

l亡勝る の案とし て街路の中央に防火壁を建設( 伊

藤式組立堺乃如き もの) し 、丸竹をli 月き間無〈作l'

刈し fこ屋部を造り 、之を笠木の下端にきE下せしめ

恰も突き揚げ戸の如〈事あるの 日にが犀棋を造り

之を避鄭J i J i " e なす 、共場所は各自が質物 rt'蔵す る

f住宅 1) 前面にイ生て我家主? 監硯し乍ら避難ずる乙と

か出来る 、共建設 乃如きも 、隣組力乎 l亡擦り 、叉

全〈イミ) 1-1の時期I ' L は取段ちて 、町内J ) 定地 K 磁め

世〈ことも成る可し 、監視す可 き我家を見捨て、

法隔の地 l乞織を挫くるな どは 今少 し考応: ず べき賞

際問題には非らｾＮるなきゃ。

兵枕l歯11酎亡示すものは 、近不盛んに耳;菜を打つ

焼夷弾の防禦で有るが 、之は極め て厄介なる代物

で、火若げ作F l i が共ヌト; 務であるとは筆者には少 し

く待が過 ぎるよ ふなれども 、何んとか考へ十ば有
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もの、共形態は聞の如〈棟より壁。理主? 延ばし 、更

に水槽 D底を延び、其水商にまで達してー僚の講

を構成 し、爆弾が如向なる角度に落下するとも、

共尖哨が90支の角度に接摘せ ぎるよ」、需して不登

の[ を水槽内 ;亡葬ると言ふ甘きも過ぎるもの〉如く

有るが、米t: 共効果が何溢に在るか知らさ' れども

若し効を奏するもので有つ fこなら、集者は腕き道

路に恰 も棲 ，'1を過ぐるよ う建設す るか、又河川内

に設げ て船舶を自由陀航行せしめ 、事有るに臨ん

では大衆乃避難場所に充つるものと成し 、向ほ有

効lて利月1するに於ては、閤民署長佼に於げる雨天諦

操場とし 、平 素 D 用途r t ' 使し 、一朝事有るの 日l乞

は王子常通ひ馴れ?こる 場所の事: なれば、何人の案内

も無く 、各自が避難し得るもので有る c

内有効に平素に役立てんには戸毎の土雌代 )4i と

して之を建築し 、貴重なる 物品伝競むること普通

磁の如〈成す上 l亡夜分は全家族の寝所 l亡充つるも

宜しかる可〈 、外部lて設けら れfこる 二個所の水械

には養魚、も出来るし、火事の }1TJ< とも成る可し 、

防長壌を設付、此に避難さる〉ことを各岡 lて於て

J初日せられ、我閥も頻りに宜: 体せらる〉を見るが



る可からす・として案! 五きれ fこも のか 、此闘に示す

如き少量の Ｗ ＮＱ＼ｾ持つ「タンク ｊ ｉＱＺて屋根瓦に代ゆ

る考案であるが 、共 効NHt ' 申さば焼夷捕は屋部の

何れを破挫して落下するやら狗lれ守 、市かも共落

下の際は必令消火用 の水が必要であるが 、何れに

海下するか知られ､Ｇる ｬ 宅 、 Ｗ ＮＱ＼ ｾ Tl t(ますることは難

事である。窺徐の考察とし て成つ fこものが、此水

滴 1[ であ る。此 「タンク」の製作は「コンク ロー

ト」耐水製法に擦りて造り 、水座陀耐へるもので

共重量の如きも普通瓦よち重〈あっても困 3 から

と計算をし て見 fこが、左の如きものにて宜ろ しか

らんか、容器重量屋線 l 尺商債に到し ( 60;¥斥) +  

( 常風40司If) +  ( 雪 20肝〉此 3 項を合せても 、僅

かに ＱＲＰ 肝であるから 、 官事 ｾ の重量より は多くは

ないから共黙は心配で無い 、普通屋根瓦の雨面最

上 のものにでも一時間浸水すれば 360 匁の水を吸

水するから、 若し雨中に地震があ ると、 屋 根 l 坪

の重量に、更に 23貫目を加へられ 、雨中に地震動

を受けでは2誌の重心黙が高 きに失して家の構成に

容を興へることに成 るから、奮式瓦茸φ ものも 地

役岡の 日本には左のみ通し ?こる 工法に非ら す・ k な
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す。

岡中雨天謹操場として粂閉する防益家屋は 、是-

非一校毎に建築して貰ひ? こいものであるが、本校

建物乃木造なるものは猶議なく 7. 1<溜瓦と 31き替へ

て焼夷弾の防備を して貰ひTこいものである。而し

て町家と校合と の境界線に は「コンクリ{ ト」塀

の如き防火; 堺舎建て〉外部よりの類焼を防ぐこと

〉成し 、公共的建物全保護して共永久性を全」、す

べきである 。岡中極めて間痛なき場所 l乞防火壁を

建設する仕方を示すものなり 、雨家屋の表裏に雨

家の棟を盟」、κ 足る「コンク ワート」桂を打ら立

て、 壁板ｾ差 入れて頂上まで累昼して、共効力 ［佐

椴ちんとするもの 、他は甲乙 2 戸の家屋の骨組に

不燃質部分品を被援して 、防火効力を全』、せんと

するもの 、末 尾K 示す瓦は耐水耐民耐去に全き効

力を事げ、 日本闘を通じて使附せらる〉に泊世し

fこる屋筏瓦なり 、耐寒効力は北海道陀て試験すみ

のものにて 、地震閣の熱寒帯雨局に使用するに油

蛍しTこるものとす。

登鋭i副解は建上げ1::. る日本家主? 近援し? こる位世



l亡有らしめ、組立「コンクリート 」塀を境界線に

打立て〉防火効力 を杢ふせん E するも の、此高堺

を界とし ｦ こる木造家屋が、東部大震火災 ｋ 共難ｾ

免がれTこる質例の多々なるは枚察に暇なき程であ

るが、其最も有効なりしは浅草入谷の東京市電気

局の車庫を類喋より救ひ fこると、芝公園の協調舎

の建物J ) 類燥を免がれしめ Tこるな左、共他至る所

l亡共効力を示すも、衆人 の認め る所の事賞であり

境界堺として共延長201立高間に及ぶと雌ども、主

として防火塀として共効果の著しきを知る人は、

米t: 少数の間に有るもの〉如きは甚Tご遺憾とする

所である 。

此闘中 lモ施し fこる説明書には伊諸波仁の各競l乞

説き及ばぎりし段々を補五、て設明石? なしたれば、

細字となりて判明せぎる鼎少なしとせぎれども、

御判請に償せす・とも - mは御眼を通し下さるこ t

ｾ希ょ 、て ｊｽＺまぎるものとす。以上搭載い ｦ ごし来り

し岡商は過般住宅替固に於て 懸賞募集のあ りfこる

際 、折角結構なる御催にて有りし矯め、大衆向の

位宅などは共間取など に重きを置くよりは其構造ー

を堅牢のものとなし 、災害の矯め脆〈破壊するな

どの事ありでは俄りにも 閤家の力を恨 りて建設を

岡る如き性質のものは共建物7 ) 耐火力は何れの建

物よ h丈夫に永久的で有る可き性質のものと符じ

て共参考にせん主 40徐臼聞に渉り 若き時代より試

み?こ事のなき全部の緒岡から共設明一言奇数千字を

肉筆を以て昭事ずるなど 、質に生れて甫めての こ

とにでありしが、住宅替圏は一言の挨拶も無〈返 ー

戻されfこが、大阪支部長山崎氏の言に依れば出来

日限の短きと工費のノj 、額なるより普通程度の家主?

造るさへ骨を折り、苦心して吊るとの話を聴け

り。同脅圏より返戻を受げに岡聞こそは、則ち本

紙 tて載せ fこるものにて、英本紙は 73援の老人の物

せる珍しきものとして東京工業大撃へ寄贈するこ

と〉なり、同大壌にては製長小林博士の厚意を以

て背認の「オリジン」を詰し容贈を受け 、営地に

於ては府鵬、市役所の要人の手に擦で青寝異を士量

り、希望者に御頒すあち Tこる尚 、筆者も各所より

青寓翼の寄贈を受け 、希望者に頒つことを得Tこる

ものである。雑誌陀扱載する窮覧板は、小寸のも

のと成るから‘ 梢々鮮明なる青馬寵 K 就て鵡られ

よ主申上る。以上の便宜はなきものと御承知を願

2. 1  VII 



ひTこし。

徐白を利用きして貰ふて木材の節約ともなる工

法K 就て少し謹ぶるこ U c せん。木材職入禁制の

t ノj 、すの木材を以て耐震耐風耐水に有効なる 家屋

の結構を得 ん 矯めに 、 ｉ ｊ 、 量の餓 ｪ 司、・ｾ合理的 ｬ 亡家屋

の結構部 lて併用し、家屋杢韓に衆合力引r!i lJ ，恰

も一個の摘の如く有らしめ 、震風7)( の王災に耐へ

る様考案されて 、共工法の大要は新式大工法なる

冊子に仇て既K 世に知 られ、閥東の大震大火も宜

き貰験と成り 、大阪に於りる風水需には愈々共施;

用念なるを安11発して 7 ヶ年前Irc設げ fこる銭其の販

寅も 、 今は Ｓ ヶ 年以前より敬材の統 ｩｨｬｬｾ 受りて 、

共需要にも際じ得さ「る M況に有りて 、好事斑多し

の腫験に 11申1吟し居ります 。大正 6 年「コンク ロー

ト」の研究を甫めでより使間鶴筋 を合理的に挿入

することから畿筋の節約せ らる 〉もの を教代られ

fこるは川砂利 「コンクリート」が熱を受くる時は

膨脹レて「セメント」の接着商を雌股:せしめ易〈

破壊す る乙との賓験を得て 、熱に榊j係 を持 Tこぎる

火山砂利 〈パルガニツクス ーラグ) を使用せんと

f: ' I ) 試々興 2 ヶ年の後も 、英耐力の試! 検は農高務ヂ[

工業Ｚ試輸に托し 、 共耐力ｾ試吸し ｔ こる ｉ ｣ ｮｾＧ I ポン

ドJ ｶ｣ Ｑｴｊ し ＳＰＰＰ 対度の臨ｾ力が得 ら れ ｔ これば 、 ｆ

をｾ 5 とするも、 600 封度の安全率が得られ、川砂

和! と耐力 に於て優劣なきものとな. し、且つ共重量

に於ては尺立方にて 110 封度の軽量を示すものに

て、河口少利「コンクリート 」の 160 封度ーに比すれ

ば、正に40封度の軽量コンク ロート が得られ、 l  

立坪 216 立方尺に到し 3 噸 8分強の軽量 「コンク

ｬｊｾト」 が得 られて、 混凝石白韓 ｩ ￹Ｚ ( デツ トロー

ト.J ｾ支へる矯めの銭筋 ーを節約するｽ｛は蓋し往 � 少

には非らぎる可し 、火山砂利使用の結果 、スラグ

中に含有する珪設は 100 分中 73 .96 を有する矯め

石灰色化合の結果は〈 セメ y ト) が海水K 犯され

ぬ結果ともなるから 、非常に有要の材料として世

lて紹介し fこるもので φつ? こが、 未t:: 重肘せらる〉

の運に至ら今 、筆者は共理由の阿濯に有るかを知

るに苦しむものである 。京大の或る撃者は「コン

クリ{ ト」中 K 挿入されTこ鋭筋が 15年位いで腐朽

すると研究の結果を述べられ fこるを聴〈 が 、筆 者

ち或は然 らん と相槌を打つもので有る が 、筆者は

嘗て直木博士より東京市の下水工事のくアドパイ

vl ，2 2  

ザ ー) として下水訴に事職して干早々なる試験l亡従

事し ｦ こ 事があるが 、 共試験は錆 ｦ こ錨片を石双 ｾｉｬ に

埋め置〈こ主旬に及ぶと民t ども 、何等の壁化 石?認

めさ「るTこめ 、更に 2週間程も石次中 l亡沈め置くが

やT等の鑓化ない矢張赤錆の{ 設なりし鴛め 、此!支

は少?をの水を之に1mへて浸し置き Tこるに 1週間の

後ち取出し見れば赤錆であっTこ錨片は青色を呈し

fこる新舗の古川 、i五三鯖は全部取り去られて 、新j銑

の如きものと成つ Tこ。之に依て槻れば、ノj 、景の水

分は石双と化合して舘を除護すっる鴛永久 lて此作用

を成すもので有るを失11 り得て、 時の塁昼食の合長・横

河博士に査部の報告書を呈 し置き fごるの記憶; あり

ｾｴ 蛍時の意見として混凝石商に張瓦をするは鍛筋

を舷護ずる妨げ t 成るから 、型 肌を優美に浩り 、

雨水の浸透を許し鍛を守れ主唱道し 、同時に足代

交食閉鎖筋整理型枠なるも のを護明し、英詳しき設

問書 は建築製の大家佐野博士K 提供せり、今共効

)1' 1 の概略を述ぶれば下の如し。

i昆凝石築造vc 'fJ し何 人 も困つ fこ事のーと するは

高塔より原料を流下する鴛め、・比重力閥係より軍

事セメソトは 水 k 倶に流れ去り 、切角調合を厳重

仏 ム 会 ゐ 許K 配合が遂げ 4れでも型枠を外っせ

ば砂利のみの!腎¥e 見るは何人 も認、むる所なる 可 〈

此欠黙乃生す・るは普通混凝石築造の如きは足代を

設りす九流し込むのみにして築造せんとする壁瞳居

者? 撹併させ る矯 め、j昆凝石 l ドの空気は髄逐されて

泡左なりて表上表に浮み出で、府中は軽石の如き

居幻ま成ら今、共割膚 lま恰も天然石の如く分子の

密着し fこるものと成すを得べし 、叉此型枠は無意

識に挿入せらる鍛筋を整理し て、何れの方向より

外力が働〈 場合にτ も、何時も 90dfVC外力を受〈

る究悟を有するものであるを要し、此型枠の最後

の説明石? 附すは今見る木製戸板大の型枠と組ほ等

しきものを銭裂に造り 、共型膚を自然膚の優美の

ものと成す lて有 bて必す・しもタイルを以て被覆す

るに及ばｾるものとなすもので在つに 、 此殻明に

特許を奥へられTこ首時護日月協舎の機関雑誌面K 此

護明 は建築界 l宅一つの試練盤とも申し得らる 〉も

のである。日〈此型枠は斯界に用ひらるものであ

るか 、終 fこ叉用ひ得ぬものであるかの牌肉の言を

雑誌面の量産として掲載されTこか 、今以 て月Jひら れ

ぬものとして終着を告ぐる ものなあるを護明者な

( 以下48買へ繍 o



防 空 壕 に 就 て

I 防 空 壕 の 目 的

E 防 空 療 の 効 果

E 防 空 壕 の ，作 わ 方

I  防空獲 の目的

戦時下空襲時 K 再 して老幼病者、低婦を除いた

一般市民は全部が民} 方空のw極的; 右昼の精神に則

り各 k 自己の持場を死守すると云五、敢:児精榊を持

ちま して、防空共の他の業務に従事するのが本則

とたって居りますが、防空壌はヨたの傑友揚合に老

幼病者は勿論一般市民に も是非;及くてはたらない

施設となって居るのでるります。

( イ j 老幼病者、焼婦、不具者等は昼襲警報の

殺令と共に安主主主揚所に避難します。

〈ロ 敵航昼議が ｬ 現界 ｊｾｩ は諜 置 界に在る間又は

軍防益法闘の Ｑ 車問中投 ｆ 弾 ［ ｊ ，の 他 に因る ｾ ［ ＡＡ ｾ盆の損

害を挫げる駕 Ｓ 一 般市民は勿治 ι ［ Ｉｪｾ さ［ 必 闘と雌も 任

務 ｋ 支障たき限れｾｾ時的に め 室壕 ｋ 待 ｩｩｬｬ し、危

険の去ったとき、又は焼夷弾の落下したとき等に

は直に出動 して、自衛よ謹の任に就かな ければ成

りません。

〈ハ J 不幸焼夷弾のn大火にえにつた場合、家財

道具を持って逃げることは混胤を来しますから 、

この深p). 昼壕に家財立兵を入れることによって 、

安全を期することが出来ます。凶ー宰l主主は爆弾の破

片、爆 宮正座を挫げるための施設であると同;時十亡焼

夷弾の火災による損害を軽減せ しめるた めの施設

でもあります。又特 に構 lt を注立すれば、毒瓦Wi

の被害 b越りることが出来ます。

E  防空壕 の効果

〔イ〉 院韓宝J策とじて防杢援が使mされた場合

κ 直撃弾を被た場合は少 k の構 11設備では耐られ

主主 いが、爆弾の片破を訪ぐことが出来ます。破片

も昼集中では大いに3 i せますが、土援 を侵徹する力

寺 集岡

1111 恒 久 防 空 療 の 作 わ 方

V 防 空 壕 の 施 工 上 注 意

す べ き ニ さ

は非常に薄弱でありま す。叉爆則睦は地面に近い

部分程著じく歴力を減じます。地下 K 潜ると愈々

その影響が少く友りま す。故に J方昼壌は爆弾にI' I

しでも 、十分に共の効果を殻揮することが出来ま

す。

ロ) 焼夷滞到来と して防空壕が使用された場

合。土の上で火を焚いても土の中迄は中 k 熱く

なりません，地上で木造建物が千数百度から の高

熱で燃えても、地商から l 尺位下の所では殆んと

地上の火災の影響が友〈、温度も上昇 しませ んつ

故にルー空壕は ，;)j 火山 として利用する事: をわすれで

はなりません。

E  防主壌の作り方

1. 位 置

イ) 防空壕は主袋時に於ける市民自衛江護活

動者のー蒋的 i寺. d所 でありますので、成可〈自分

の家の立〈で、而も被害拡況の監視に便利な場所

で;焼夷梓等が落もたら直ぐ飛び出してi > J i 火所勤が

出来る 尋L

( ロ) 家屋の崩壊等の場合、辿 K 安全地帯に耽

出出来 る位置 ど撰ぶ事 J

6 ノ、 ) IW主主主は原点! として各戸激地内で作る と

と。五し出来ねば隣友と共同で作るか 、又公共用

地等を利川する 事 J

¥;:. )  各々防益壕の国痛はt . r . るべく離 し、 分散

して作る 事: 。大型防空嬢20人位牧容程度のも の主主

らば 10米以上、ノj 、型i坊主壕 5 人位牧容程度のもの

たもば 5 米以上となす事u

( ホ ) 危険物貯磁] i jI 、石油タンク等の附涯を避

け、崩壊 し易い建物、塀 、煙 J定等の近< ｾｩ 世け 、

2 3 1V
I' 
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. ' 圃 犬 型 防 空 t豪
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5111 

S.1l1. 

.2園 小 型 防 空 士 豪

巴むを得友い時は、崩壊しても潰・れ左い様、制強

1 i 構造とし、共建物高きだけ離す事が誼賞。

2. 型 式

型 K は開放式と掩蔽式と有りますが、成可〈掩

蔽式とし、原則としては地下式とする事。水の出

る時は牟地下式叉己むを得・念い場合は地上式とす

る事。

3. 規 模

{ イ ) 犬いきは一般家庭では 5 人- 10人牧容程

度の小型のもの、近隣共同で作る場合は20人位牧

容程度の大型のもの" 又それ以上牧容する場合は

分散して作ろ著r.

ロ) 簡易防空壕の 標准寸法

片( Hlj J釘 雨側府; 注意

1. 腰掛長は l 入賞り 45糎 を 標 準 と す ム

但し南側席防空壕を防毒的構造と篤す域

合は 50纏とたすを要す

IIV 2 4  

.3圃 防 重量 t豪 開 放 型 ( 上〉

事E 積雪:f C F)  

自心ｾ＠

九

哲L

;信

注 2

1. 腰生時張は l 入 賞! ) 45c mを様準とする 但 し 雨 側

n官防空貨擦を防署年的有事澄 とs す場合 f:t 50c mとなす

を要す

2. 隔 は 腰 録 商 附 近 を 以 て 測 る

.4圃 防 ｾ＠ t豪 ( 片雨側1ftI )



ド足 、天井放の厚さを加減する:t:f "f .一

へ〕 床には排水溝と滑桝を作i ｾ＠ ，級、砂手IJ 、

藁等 を敷く ご

( ト〉 出入口はなるべく コ街所以上を作 1) 、一

両所は非常口 K 首てる 事。

( チ〉 出入口は開折するか、叉は前面 l乞防護塀

: : e造る :jf;:。

( リ) 出入口から Wi7Kの浸人しない様昨日を干1・

ｉ ｾ ー するか、又は排 水 講をつくる事 。

地上式防本壊の壁厚等に就ては別書 を参

2. 幅は要掛i討附近を以て側る殖地の耐.核

は l 人常 り1. 5 平方米f J i :が必要です

5 人牧容のとき 7.5 平方米

20人牧容のとき 30平方米とす J

4. 構 造

( イ j 膝念的に造るときは、木造の簡易防民謡i

千素から準備するときは「コンクリ ー ト」造、妹!

正造等の恒久的のも の、 木造左ら頑丈で防腐を完

全に して置〈 事。

( ロ 簡易防本壕も地燃の悪いときは土畠を進

5. 防惹的構造

守イ) 出入口、非常口に気密扉を取附ける訴訟:

界の内側 l 米以上の所K 防毒幕又は気密扉を附け

前告 を造る 。

t ロ ) 気管扉は板戸左ら 「トタンJ 板や防水布

等を張附け、摺合せに 「ラシヤJ ｲ フヱ Ｉ ｾト」等

を張附ける 事。

( ハ〉 防毒幕は防水羽ti 等を園ひ、 排閉式又は捲

上式とする 。

( ニ) 天 井 、 壁等級、てｾ気 の漏れぬ様 に する 事

( ホ) 換気子L、採光子L、酎毘孔等はいつでも閉

ぢられる様にする事。

t ヌ }

!照。る事。

( ハ ) 簡易防空壕の掩査は天井の上は土又は|

漢を乗せる。土の厚さは50風位とし、土i獲たら 30

輝と し、 不必要に厚〈 し念いとと 。

( ニ j 天井板陀匂醍ぞ附け、防水絞等 Ｈｾ ￯ｬ 吹き ｴＺｉ可

漏を防ぐ。

桂や梁の間隔た従って杭梁のぶき と土留

恒久防空犠の作わ方

以上述べま したのは簡易防空壕の標準及び作 り

方でありまじて、とれから申し上げたいと 存 じま

すのは、既設の築造物の別用又は恒久的防空壕に

就て申し述べて見ます。

l  防空壌の構造別に依る効果

( イ) 恒久的防空 壕 ( 防護室)

耐直態別としては鍛筋コンクリート造盤道又は

耐破片耐爆風用としては鍛筋コンクリート進、石

造 、煉瓦造、コンクリ ー ト造等でありますむ

( ロ) 臆念的防空壕( 簡易防空壕J

耐依片、耐爆風を挫ける露の 目的でありまして

木造部餓板造等の材料を使用して臆念的に作るも

の。( 前述)

2， 耐直撃防 Ｕ ｾ 壕

( イ) 或 る程度の耐閥的構造であって 、通常 10

0砥 、2501ff;の弾程度の耐直撃を? 目標と す る。叉そ

れ以上のものも作る事も出来る 。

Vl l  2 5  

川

出

ホ )

イ

ぷ

S

4
停

.5幽
緋開式 〈よJ 姥よ弐( 下 :t豪空

'0幅 ，

「 ー

防

到E



. 濁 効 力 判 定 表

ぷき|
5  0  J f f ; 級 爆 強 100 Jff; 紋 織 強 250 Jff; 級 品 露 孤

路
昨f事。裂里占より 15米 以 内 の 者 は 燥免感 の :罪作S裂車占 より 20米 以 内 の 者 はtE基S盤 の 作l &裂貼よ り勺O米 以 内 の 者 は 爆EもE区の

20米 以 内 の 者 は 破 片 の 全 部 、30米 以 内 の 者 は破 片 の 全 部 、45米 以 内 の考 は 破 片 の 全 部 |

上

死亡 す。 死 亡す。 死在 す。

の

Ｑ ＰＰ 米にて破片のｾ死傷するとと 130 米 に て 破 片 の主主死傷する乙と 20) 米 に て 破片の然死傷するとと

者

あり。
あり。 あり。

水

地 下 に 埋 段 せ る も の は 鉾 裂b 勤よ り 地下 に埋 設 せるものは 貯裂 ｵ 匙よｾ I地 下 に 埋 設 ぜ る も のは鮮 裂IZ慰 より

3 米以内は全部破竣し、 米より 4 米以内 は 金 部破 壊 し、 米より 6 米 以 内 は全 部 破壊 し、 米 より

道 安全主なる。 安全となる 。 散 と な る 。

管

地 上 ものは3 米 ぎ 破 壊 し、叉 は 地 上 の も の は 5米 迄 破 築 し、又 は 地上のものは 10米迄破壊 し、又 は

破 片貫 通す。 破 片 貫通 す。 破 片 貫通す。

制 | 四 よ り l… … 切 信 欄 よJ ) l … … 切 l叫 よ り … 一 気 切

信 断す。
ナ。 断す。

空 総

防 鮮破安体裂壊裂全息ぜ鮎な長より 3米 以 内 の も の は 金 部

官 鮎 よ り4 米以内のも のは全部 官 鮎 よ り 6米 以 内 の も の は 全 部

られ、 内部 の者は死亡す。 破 せられ 内部のものは死亡す 破 せられ 、 内都のもの は死亡 す

笠
より 6米 以 外 に あ る と き は :作裂里占より 8 米 以 外 に あ る と き 安 i f F 裂黙よ り12米 以外 に'あ る と き 安

宅訟

り。
会なり。 会なり。

木

| 命 中せ部るものは民の家を全部破壊 I命 中せ るも のは其の家を令部破壊 I命中せるものは其の家及周者閣五、

し、内 の者死亡す。 し、 内部 の者死亡す。 六軒に 豆 り 破 壊 し、 内部の 死 亡

主ζJl己L  隣家の一部を破媛す。 す。

署E

庭

一、命中せる家の附近の者は路上の者の場合 に準ずるも防空家内に居る者は防空壕の場合に採る

二 、火災を生ずるととあ り

1  

命 命中せるものは天井JJZ一 層 乃 至 三 l 命中せるものは天井及一時乃至五 命 中せるものは天井及- I l i 乃至八

婦 を 貫 通 し て 熔5・畿 l 、 爆 愛せ る 室 騒を貫湿して悠( ，玉置し、 桜 愛 せ る 室 婦 を 貫 通 し て 体m愛米 し、悠 愛 せ る 室

壇邑
中 の 上 下 沼 周 約 米 以 内 を 破 捜 し? の上下 四 周 約 米 以 内 を破壊し、 の上下 回周約 以内を破捜し、

筋
隣室の者をも死亡せしむ。 隣室の者をも死亡せしむ。 隣室の者をも死亡せしむ。

ー...，

5軍 E直接ぽ局部自宅にして崩壊す るととなし。
コ

y  

グ
附 一 、: 除3 w鮎より ? 米以内に於て は 一 、: 作裂君主鮎よ りA 米以内に於ては 一 、外者作ｾ盟主 より ｆ 米以内に於ては

リ
近 外 壁 に破 ゑ孔 を生じ 、室内Q. ? 外 に破 象孔 を生じ 、室内の そ主に政敏孔 を生じ 、室 内 の

Y之 者死亡す。 者i乍は死亡す 附死亡す

ト
落

二、昨裂附里占よ りう 米 以 内 は 窓 に 防

二 、 初死扉鮎亡をま りも米以内は窓に防 二 、鮮烈黒占より わ米以内 は慾 に防

1 -

下 護 附せ ざれ ば燥! i [ の袋大 競亨扉Eを附せざれば爆E震の鑓大

建 せ

言葵扉を せ ざれば燥懸の築大半死

宇 す。但し地下室は安全 半 亡 す。 但 し地下室は安全

物 る

亡 す。
なり

な り。

も 三、建物よ り10米 以 内は燥 感 の 袋 三、建物より 15米以内は現時膝の潟 三 、建物より 20米以内は燥感の鑓

の 危険なり。
危険なり。 危険な り。

備 |似向加(!1!f q; ，r . t : 腕期の程度構築 物 の 糊 周 問 件 に よ り て 甚 し 〈 差 異 … も の に し て 本 表

考 は 兵の概当事 自己示したるものな り。

( ロ) 型 式 は 坑 道 式、 重 府 式、 普ー通地下壕式等

で あ り 去 す。

( ハ) 被 盟 土 の 厚 さ は 良 質 土 で 4 米 以 上 必 要 と

し、 被 覆 土 の !享 5 、 之 よ り 荷 〈 主 主 る 様 た 場 合 は 寧

ろ 最ノト限度 の 厚 さ ( 50- 60湿 ) .程 度 で よ い ζ と に

左 る 。

( ニ) 防護暦は震徹{ii : f ' C . 威力闘宇都を加lへ 、 之

に 若 干の 徐 俗 を と る 司5・3

〈ホ〉 起爆居は:江 謹 厚j- f'C. 準デクッ シ ヨンと して

砂 利 砂 等 を充 探 す。

V I 1 2 6  

( へ〉 爆 弾 効力判定 表

3. 規 模

ー 筒 所 の 牧 容 人 日 は 構 造 捕 ; 隠 度の 低 い も の 程 人

員 少 た く す る事。共標準はー次の 如 し。

防 護 安 100 人 以 下

A! (立 護宇. 程度 50 人 以 下

コ ン ク リ ー ト 造 味 瓦 及 石 造 30 人 以 下

木 造 簡 易 活 安 接 20 人 以 下

4. 防 護 塀

開口部の ｾＩｊ 破片 設 備にｊＱｩふべき材料の厚は 概ね



左の標識に依る事。

材 料

土

砂又は土を充填せる箱

砂 袋

!享サ

100極

75 /1 

ぅ0 11

石の積込み う0 11

JL  ｾ正 Ｔ Ｐ ＱＱ

角 材 30 11 

権板間に充填せる砂利、砕石、煉五 25制

コンクリ ー ト

観筋コンク リー 卜

鋼 錨

2011  

15 1/  

1511 

以上の寸法を保有する 事

5. コンクリ ート パネ ノL 製組立式訪空壕

此の 方法K 上ろ防空壕の特長を蟻げれば次の如

しず

( イ) 駁念 ｫ 妥す場合短時闘に六月ｾＺに造る ［ 事が

出来る

( ロ) 素人にても簡単に組立られ、地上式 、地

下式等自由であろ ，地下式の場合は特I " L;紡7k工事

に注意せねば友らぬc

( ハ) 此の 「コン ク リート ・プロック」は工場

にて製作する鏡 、良い製品を大量に製作する事が

出来 、又経桝的で且つ資材 の節約にもたる 勺

( ェ〉 大さ及規模は牧容人員に感じて油岱 完工大

さの ものが自由に作る 事が出来る。

( ホ) 組立に就ては先つ'基磯「プロック」 の南

端凹型講に側壁U型のものを左右組合せる ヮ地 上

式の場合は周聞に土礎等比 て被覆す。地下式の場

合は特に内外防水「モ ) t グ ) L. j 塗り仕上げ とすc

V  防空績の施工上注意すべき 貼

( イ) 牧容人員叉除附近のflk況に依つで位置の

t安定、地下水欣況によって型式及大さを決める 事

特に注意すべき 事柄は地盤が附近より高〈地質も

良い所で、 や与もすると 失敗すろ 事があります。

之は恒久的} 方定援の貰例で、所は天王寺区の某氏

邸の j方空壕でしたが、地盤附近よりも高く地質良

〈、赤土と泊土府である詩め、雨水の逃場が友 t

7K槽の中 K 防空援を造った様たも ので、か 与る場

合は特に防7KI " L 注意し、且つ治省 在鹿へ水抜を設

ける事が必要かと有じます。

ヨたに低地上也医で時 k 浸水のする綾な鹿では、地

上式又は< f : l 也下式の:巧空壕を造る場合は必や出入

口等の開 口脅11から7 k の入らたい様に「せき板」等

で防 水の庭置を構じて置〈事。

故に低地地区で簡易]方主壕を作る 場 合は成可〈

地上式とし、周回陀了仁ul 陀て被覆 し、必・十排水講

を? 作る事例

( ロ) 換気設備

簡易; 坊主壕で も遡12・主主換気設備が必要であるが

特に恒久的の :;}j 杢擦の場合、平素地下倉庫「防火

原」 として利用する立1むか ら、特に換気設備が1必

要とするのであります。又此等の関口 脅sは気密 構

造とえ主す事。

( f医者ーは大阪府軍寄察官事後防課勤務〉

2 7  VI I  
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工 場 の 燈 火 管 制 施 設

I 緒 言

工場K 於ける灯火管制施設の良否は作業環境及

生産力に影響する鹿が大であるから 、施設を鳴す

に際 L ては常然灯火管制規則に準接すると共に作

業環境の不良化を防ぎ、生産力の低下を生せ' ざる

っか法を考臆したければたらたい。とれは工揚 K 於

て 、灯 火管 ＱＱｭ 施 設をｾ す 揚合の原則である。

最近に於て . 灯火管制施設も 一時的、l f J 念的な

ものから漸時恒久的なものと友って来た如〈 、殊

K 新築増築の揚合K 、最初より建築構造的に施設

されるものが多〈左つて来たのは喜ばしい事であ

る。

然 し友がら技術的には未だ、ヱ揚建築の脅s門に

於ても 、工場設備¢活昨うに於ても灯火管制施設の

原則 K 充分合致する矯には多〈の研究を要すべき

ものが残されてゐる。それは首商の問題と して緊

急的 K 、制限された資材を以って或は施設困難た

るものに封して 、女n何にして効果的にするか主 言

ふ問題の外に、所-EE防宰建築と して防火防時短の

諸要件に含めて 、叉ある部分に於てはとれ等主密

接怠る帥! 聯を有するものとして 、向平時 K 於ても

多〈の揚合効県的 たり 得るものとして 、将来の建

築形態営根本的に改善して行〈と言五、意味K 於て

でるる。

灯火管制施設についての一般の考への中に は施

設に闘する指針たり ，.f : f ，、組的方法に就ては既に闘係

官鹿、島県合等よ b殻表されてゐるもの及び現に施

工 されてゐる賀例等によってー肱f!jI(oつ士ゐるので

現在では只そのもY極的友賀行が全般的 l亡見て殊に

施設困難友る 工揚に於て後れてゐるととだけに問

題があ り、或は叉生産 の緊念、施設の困難等に抑

制されて 、 とかく間に合せ以! のものが考へられ

友いえにど、甚だ皮和的、消極的たものが多い犠で

ある。

との施設が非常に長期陀瓦って必要で、ある とと

VII ｾＸ＠

横 見 幹

は、 i伏勢の盛時、航空機の登建等に依つでも 賞然

考へられると主であるから 、との施設に闘す る上

症の如き窓味の、徹底した研究の重要性は何時ま

でも鑓らたいも のと考へられる。

兎も角最近防室建築規則の改正に首ってとれに

闘する新 しき僚項も挿入された現在に於ては、か

やう注意味の研究が基本的に儒さるべき時期に到

ってゐる と考へてよから う。

扱最近I ' L 述べた施設 に附ナる原則を兵閥的陀施

すに首つて共の方法は工揚の業態、建物の構浩、

規模等 K 依って非常に異り叉極めて困難たるもの

もあるのであるから 、今我- k 1 ' L とって最も必要な

ととは一般的友事柄よりも寧ろ各紅のヰふ定の工場

建築乃至設備について考究さるべき事柄である。

例 へ ば 製ｾ ｊｩｦＡＡ￭の各作 業揚を 、既 設 のものに Ｑ 討す

る首商の問題として 、或は新設のも のに1討する根

本的えに問題 として 、主財可 t亡話すべきかと 'R" ; 、問

題、叉同じ火械を祈つ二[ 揚K I". J しでも 、零荒規模

共の他の僚件の相注に依って相訪異った施設が必

要 と友るから 、 ζ れに到するJ j ( f，l .交の方法に付き比

較検討し得る資料、或は毘根商や窓の 換 筑 部 分

も、{阿k のこ[ 拐について考へれば通気抵抗主漏光

怒 との軍要性陀白から差i主があるのであるから 、

特定の読者光ホに釘 し最 も少い通無抵抗のものが必

要となる如事柄である。

此れら{ 間 k の施設 については未だまちまちで定

った規準もた く、試験的た もーのが多い現j伏で重うる

から . 今後とも各方面の協力陀よって j生めた けれ

ば友らぬ問題である。 と L では- l f J 効果的である

と思はれ る事柄を二三の貰例 陀よって参考的I' L}掲

げ、向周知の とと L は思はれるが、施設の一般的

たものに闘して 、今までに権威ある方町よ P護表

されてゐる資料. 指針及質例等を参照し、 とれを

遁嘗にまとめて列悲し、故後に私見を多少述べて

見たいと思ょ、。



ｮｾ 般的施設方針

金般の工揚にまJ し、一践的主主る施設方針と して

は次の諸鮪が現在の鹿最も遁首たものと考へれる

〈イ〕灯火管制の方法は 、作業揚に於て常に相

官: の照度を必要と するから、隠蔽の方式に依るの

が最良で、ある。全般照明と局部照明とを併用する

に工揚に於て 、局部照明灯のみを礎置して大韓作

業 が支障主主〈出来るならば警戒 管 ｪｬｩｬ ｾ 中この方法

( 減光E 遮光) rc依るが良い。

工揚に於ては宰襲管制中も作業を縦続するのを

立前とすべきであるから 、消灯或は、消光して作業

を中止し得るものも 、生産能率上やはり隠蔽施設

はしておくべきである。

叉夕方作業 を終るものも作業時間の延長する揚

合を考ふればたるべく施設 してはおく方が良い。

( ロ〉施設は、既 にある建築物に謝しては施工

の困難左揚合が多いので、必十建築首初K 於て完

全に してお「かたければたら友い。

先づ屋外作業を鴛すもので昼製管fllll 中に於ても

作業を櫨績する必要のあるものはE互に上屋を設け

るのみでは不趨首た揚合が多いから 屋内作業揚と

して完全に隠蔽し得る構造とするか或は屋内作業

と友し得る様K 設備しておく。

施設の方法及操作維持について留意すべき黙を

列恋すれば、 差出入口 等の関 口部は隠蔽し易くす

る需に作業に差支へたい程度に その面砧を縮少す

ること。灯火管制時i ' C ! 必要友出入口は二重隠蔽設

備等により 出入の際の漏光を防ぐこと。

天窓又は鋸屋根等の傾斜商よりの探光は隠蔽設

備の維持困難なる所ではたるべく之を避け他の方

第 1 薗 ス レ ー ト 燈 管 板

第 Ｒ 園竹ｾ糧管板

法で採光を考( ること。高所の j窓K は、 施設の操

作上足揚等監設く。隠蔽材料は不燃材料か又は耐‘

火鹿理をしたものを ｾｬ ひ 、 保存 ｆ 制寺を ー考 へ恒久的

主主もの ‘ とすること。窓硝子に塗料ｾ塗っ て隠 ｴ 依す

るのは破壊され易いから i世げること。隠!絞設備を

したと きは必十換気を考慮するこーと。

モニタ'ーの開口 部分を保光と換気との雨方に利

) 目する には施設の操{ら保存維持及び扮気口の必

要面積等を充分考慮 したりれば友らたい。越屋根

は換気月J とし採光はたるべく 他の 部分よタするが

よい。排気口 のI耐 tは出λ 口共他の結筑 日の副長

より大にすること。叉電灯は警戒管; j ji l時、空襲管

制時た於て夫 k 統一的に管; j il] し得る様設備 し、 全

般照明と局部照明とを適富に利用 し、 電灯: 政と動

力制i とは別系統に直分すること等。以上. は一波工

揚の施設に闘する要黙である。

( ハ) 次陀特殊工揚( 火焔類を取扱」、工揚及瓦

斯、煤煙、粉塵等の費生甚だ しき工揚等〉につい

ては上述せる事項の外花、夫 k の 工 揚 に 遁 臆 し

て、一月号充分換 気、除害方法等が必要であるが、

註 、 建築感曾講演資料中「工場の灯火管制一般方針」内務省「灯火管制指導要領J 照明接合「灯火管制j 讃

本 J Jlj よゐ八木氏共著「灯火管制指針 J 等参照。
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.3圃 天 窓の遮蔽

一般にこの慌の工揚は隠蔽に伴って作主環境が著

し〈不良と主主 るも のが多 く、殊に火焔類を取般ょ、

工揚で、隠1厳した室内が高温とたり然 も高輝度の

光 を穫する ものは施設が困難で、あ るから現在の方

法では特に夏期に於て作業能率す低下は 己む を得

たいであらう、。

此の種の火焔類工揚 l乞釘する純設の方針として

は、先づ管制方位 として隠蔽困難主主るも のは作業、

に支障なき按消火の方法を考へおくこ と。次に施

設に闘しては 、趨檀の完備、局所排気及辿蔽等に

依って室温の上昇を減じること 。室の 内 外 温 度

差、雄腫の上昇熱気流による自然換気を有効に利

用する錦、屋根商排策 口を、充分大にしE たるべ

く嫡腫直上部にある如くす るこ と。給気 口を作業

部分に劃 して充分給気 し得る様にすること。

特に火熱を受げる作業者( ク レンマン の 如 き

者) にまJ しては局部的進風機或は例別冷房擦の設

備等を考慮すること。 排気 口、給気 口を構成す予

部分的工作物は 、凡て黒塗とすること。隠蔽材料

はたるべく耳'fj 類を挫りること 。

向管{I J l Jn-J 鎧戸( 灯管板〉は遇策立を相首減じE

気流が細分され作業者 f'CI' Iす る局部的給実または効

V'J 4 0  

果の少いものが多いから 、使間する揚合は遇策抵

抗の少い Ｇｊｦｾ の ものを選 ぴ 、 漏 光の程 度につい ては

議め 試験 しておくことが必要 で、、その程度に依つ

ては局部的遮級等を併用する必要がある。

光輝度の光伽[ f' Cf- . J しては 、局部的遮光設備即ち

街立P専の遮光板、j底光箱、主主光被等を: l 0 すこと。

次に瓦ま折、煤煙、粉塵等の護生甚だ しき 工揚に

ついては 、倒 A の設備にI' I し或は局部的揚所にまうI

して機掛排気の設備を話すこと。有毒瓦斯を瑳生

する も のに 針 して は 、 ｾ Ｉｩ 毒マスクを備へおくこ

と。

E 施 設 の 賓 例

争柿工揚の兵糧的施設については 、現在大阪方

簡で行はれてゐる二三の比較的施設国難友るも の

について質例を掲げたのであるが、この例に於て

も耗 k の骨条件にi! iI )約さt - Lて 、全般的 には完備され

ｦｾｴ く 、 ある ＱＱ 品分では 猶 巧臆 すべき黙が残ってゐる

と思はれるのでこ の貼は更に検討すべきである。

(  1  ) 熔錨胞( 第 4 圃〉

躍の周囲は鵠床揚及熔銑運搬路を含み餓板にて

金而的に隠蔽する。換気と しての排議 口は屋根市i

k 於て園の如くし、給主主は委側出入口及熔銑運搬

路より採り 、窓は鍛板にて隠蔽する。銭床の湯講

には宇闘形の銑板の蓋を施し鍍i宰は出口の近くで

注水冷却 し、鎖津池への流出部分にも鎖板の査を

施す。

鑑1宰池に於ては猶相賞の漏光がある如くで、此

の部分にも上屋等を設げる必要があ るが、J 二部に

鑑津搬出問のク L ンが康範園に運行する潟、施設

困難で・、空襲官官l中は櫨に於て敏博流出を中止す

る方法が考慮されてゐる。この他の小規模の例で・

は上屋を設り てゐる。

術圃商は消時したが銭銑揚及鵠銑機も隠蔽 しで

あるが 、 ｾ［［銑機 の隠 蔽が閤難 の 党不充分であるか

ら 、 ｾ盟中は鈴床揚 の 官余 地で 鵠銑 することを 考臆

して ゐる。

(  2  ) 骸茨協〈第 5 園)

骸茨押出口 、火草及其の通路、消火塔を全部隠

蔽する。火事を部分的に隠蔽す る方法は、施設の



規模がノj、きく狂っていど

のであるが、この例では

現揚の保件で困難の鴛、

通路を含め相官大規模の

隠蔽施設となって ゐる。

間中⑤の部分にある多数

の窓K は鍛板引度( 他の

例でほ押上戸) を設け 、

平常時には開放す る。換

気と しての給気は 、骸茨

卸揚より採り 、排気は鎖

板の外覆を施 したガラリ

より 二方向に出 る。

接入口には接茨の際漏

光を防ぐ鴛、④の如く長

方形の移動式舘板覆を設

<  ( これは操作上不便で

あるから 、他の例では襲

安車下部に鍛板を張る〉

ドライメイン( 集気管〉

放散管上部も@ の如く隠

蔽す。押出機の櫨側には

櫨蓋を開ける時の漏光を

防ぐ鴛、移動式鍛板覆を

投げ 、押出様に備へてお

く( 他の例では狩出機に

固定 し、2f 常時は拘!出機

の方へ引込め開放す) 。

消火塔のj て部には堅牢

怒る傘を設付 、周園は開

放 し直j て部への漏光を防

モ弓 凶み

ヨlJ¥
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( 3 ) 平鹿( 第 6 園)

平服、進塊、原料ヤ {

ドを全面的に隠蔽するの

であるが、何れの例に於

ても原料ヤ ー ド妻側でク

レンの突出する部分の隠

蔽が困難である。ヌド例で

はこの部分のみ布製の幕

を使RJ してゐるが、句q

己1そ M 悼 、a

こ 可 円 斗J

V !， A 1  
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第 6 圏 平 畑 の 隠 蔽

例では耳元外式銭板壁( 移動ハメ) を設け クレンに

より自動的に移動する様K 舵設 したものもある。

第 7 園室内は自然換気の外、局部的 V己主風機を備

へ作業者へ冷風をi曇る。他の例でクレンマンに割

して、その背後の壁内側に送風ダクトを相首長く

配置したものは、火熱の鴛給気が熱風 となり効果

が殆ど たかったので、之 を慶して曜の出鋼口正商

、K 嘗る部分の壁面 K 銭板製突出窓、を設け 、その下

部よりの給気である程度の効果を牧めた。この71官

分の漏光K ついては猶考慮、の徐地がある。

モニタ ーの下方には遮蔽板を設けて漏光を防い

でゐるがこの方法については

情後述する Q

( 4 ) 熔銑櫨( 第 8 園)

これは火気抜上部の火焔 i乞

苦労する遮蔽が極めて困難たる

もので、懸 念 的 施 設 と し て

は、火書記抜上部に従来腕く用

ひられてゐる火粉除げの銭板

覆を設t 1 、賓の直接火焔を受

ける部分K は耐火ライニング

を施す。これは覆が相常;厚い

銭板で出来てゐても、腐蝕に

より耐久力が極めて弱く 、何

度も取換を要する鴛この方式

は不通蛍である。

@  

「手ーか長考ト

告余熱を利用する設備を施 して火気抜より 出づる火

焔を少くし或は無くする方法が試みられてゐる。

この例は小規模の熔銑躍に施設 したもので、既

設のものにも比較的簡単に臆n 1 出来る。

この利黙は、投入口の上部 K 設りた送風加熱 用

銭畿管により 、直接熱風を躍に選る結果主主風を除

A' tc して高熱を得られる鴛、ケ ヅリ粉等の廃恐が

可能たること 、良質のコ ーク スを要 し左いこ と等

であると、言 はれてゐる。 加熱銭管の上部は温度が

低いから光を殻 L /j :い。

叉 i峨の外側 K 加熱探を設くるものも設計ーされて

之に代Jる就設 としては躍の
第 7 圏 スクラップヤード隠蔭施設 ( 自霊訪羽目 〉

4 3  V fI 



ゐる。これは修理の際の取外し 、二基の胞に共川

することが出来、叉既設の ものへの臆刑について

便である。

蝿を多数設げる大規模の工揚に於ては 、煙突を

別に設げ 、胞から放出: する瓦斯を全部ま とめて導

入 レ 、 その中間に於て各 種 の 熱 利用をｾす も ので

ある。

第 8 圏 直余熱ｾ利用せる熔銑姐

、v p 4 4  

( 5 ) 電 筑 躍

出鋼の際 の火焔を遮蔽する1号、天井に取付げた

る滑車 l色て揚下する遮蔽鍛板を櫨樟に取付ぐ。

或は櫨櫨の扉の部分を遮光箱に て包み、その前

面に移動街立を設〈。

以上は諸積の都合上ノj 、数の例しか載せられ主主か

ったので、施設の適否につきこれによ って賞際に

r  
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第 9 圃

即した1111討を1 . i t すのは困難であるが、一般的 K 遮

光に就てはー臆目的を達 して ゐ る 如 き し 作 業 環

境的には猶不充分なものが多い。

建物の構造設備についてし 既に研究されて効

果的と 認めら れてゐ る事柄が未だ充分取入れられ

てゐたい感がある。

例 へばモニタ 一部 K i .Jしでも )武腔 K 就ては考へ

られてゐるが、l武力を換気に就て利用或は趨省 K

底置した例は見室らたかった。

資材ーも耐火木材の如きは 、従来性能の面白く主主

い ものもあった如く であるが最近はさうでも友 い

犠であるから 、 もっと 利刑 さるべきである。

又施設を建築構造的に考へると共に 、工場設備

の側カミらも向充分考慮する必要がある。

換 気 に 就 て

自然換気に闘し-注意すべき事柄は 、作業部分 K

於ける熱幅射及熱反射の防止、壁憶の構造によ る

表面温度の低下、櫨韓より生十・る熱気流に封する

措置及び屋根面、モニタ 一部、窓出入口 に於ける

風力の鹿置等であって、 とれ等に就て建物五共の

換気部分の配置、形AAにより 過賞に封廃しえにく て

は友らたい。

換気官扮の形ｾ犬は 、一 般 にオリフ イ ス欣共の 他

温気抵抗を増大するものを挫け 、j歯首た誘導板 を

/ 士¥

有する形とし、

とれを遮 l t K利

用する のである

が、モニタ ー部

/ うと¥

に於ては風に封

し、 とれを導入

利用する形と 、

乙れ を利用せや

/ /「ハ/い「¥ 

して風の影響に

よる有効遁策面

積の減少を防止

する形とがある

」穴ミ¥

( 第 9 固) 風上

から風下へ気流

の貫通する形は

第10圃

不通嘗で 4うる。

屋根面の排気

に就ては、モエグ ー其の他特定の位置に排気 口を

設備して上巣熱気流を除去すると共犯、屋根面杢

躍に亘って 、室内外の温度差及び屋j陵商に働く 風

座を利用することも必要であらう。普通の勾配の

屋根面に封しては 、風座はモニタ ー風上部以外は

屋模商1 : : 躍に負座として働〈傾 向があるから 、 と

れを利用するととも考へられる。

質例として i 前記第 4 固の熔鋼埴上屋の如き も

の は相首 効 果的である。又屋根をスレ ー ｊ ｾ 灯管板

で葺いて好結果を得た例もあると聞く。只スレ ー

トは屋根材料として 、殊に火地を有する工場に於

ては破損し易いむ!と黙がある。

高熱;櫨世による熱封流の性質につい て、今まで

方々で行はれた模型覧験l:9現場調査の結果を見る

と次の如き事が了解される。

1. ; 趨程よ り生やる上昇熱気流は 、比較的細い気

流となり且相首の速克を以て上昇し、概ね小屋組

の部分に於て蛾散し、モニグ { よりは相官の速J [

で流出するも 一部は壁面に沿って下降し、上昇熱

筑流 K 接する冷気と共に渦減。ど生す。

上昇熱気流の下部は風に影響される こと が非常

に少い様である。

2. 窓より流入する外気は 、欣況陀よっては前記

下降熱. i J ( { 流と衝突 し混流を生十るも 、概ね下向し

床面に沿って上昇熱気流の方向へ進み之と共に上

4 5  VI I  



Jマーする。風のある場合は一部の流入気流は熱気流

の反劃側へ進む。

風の影響は封向監の窓の聞に於てど{ 遁効果を現

はす揚合と 然らざる揚合とがある。と れは風と共

に建物の ｴ 条件ｽ 乞依 るものと ｾへら れる 。壁 上部の

窓に於ける策流の方向も同じ官条件に依る。

. 一般には風下に於ては風と反封方向の流入気流

乞生じる揚合が多い様である。

3. モニタ{ に於ける赦況は 、そ の 内 部 中 央 に

第 9 園の如き仕切板を設けると風の ある揚合流入

外気は壁 K 沿って下降し 、熱気流は風下関口部よ

り流出する。即ち従来のモニタ { 外 部に遮光板を

設けるものより 、貰遁気流や漏光に劃し てー唐劫

来的である。又 ζ の タト にモニタ ｻ 開口部ｦＧｃ ｾ首 な

灯管板金用いて 、流入する外気を板に封し 30度位

の角度で下方に導ぎ 、同慌の効果を得 た 例 も b

る。モユターの型式は山形よりも M 形の方が、風

の利用に就ては 、良好で、重う る。

向乙れ等に就て. 建物i伏OLは、相首成い関 口部

を ｾ ｌｰＺ時に於て 凶 放し てゐる虫 Ｑ Ｍ Ｑ き ｦ 伏況 で はな く て 、

管制涛に於て密閉した場合或は関口部を相首縮少

した揚合に於ける j伏認の如〈で基うる。卒時に於て

現在普通の工場では、上持熱気流も 開口部 より 流

入する外気K 依って撹高Lされ、上長十連兵母上七銃的

低速であり 、又窓、よ り流入する外気も微弱でb っ

て、風の有無 K 支配されてゐるもの L 如〈 言はれ

てゐる。

これ等の 事例 Ｇ ｾ参考として管制地設をｾ へて見

るに. 先つ' 在来の工揚に於ては屋根面排梨口の有

却面積が過小の潟、熱気が屋根高より壁面に向っ

て下降し 、坐上部窓より流出する，も の、 或は熱

風、 煙が作業函に蔽ひかぶさる様な7 l X 態が相誼見

受けられる。乙の程のものは 、勿諭 トラス の部分

が高〈室容積が大でb れば 比較的良好で重うるが、

熱会式流を利用する意味f ' C 於て屋繰面排気口の面積

を充分大き〈することが肝要でb る。火雄'ど有ーす

る工場では屋根面排気 口の面積は給無 口の 8 倍位

を必要とすると言 はれてゐるものも b る。乙の位

の面積は必要で、b らうと 巧 へられる。民ィ長の構造

も熱反射及部分的妙策と 考へ下屋の如き部分は主

屋と丘封のf L ! i斜がよいと 言 はれてゐる。

雄趨の局部的排気に火寄託依を使用する揚合等も

上昇熱気流を完全に利用すれば、室温の調和、有

害瓦斯の排出も比較的支障主主〈行はれるであら

う。有害瓦斯の費生あるとの種工場で、火祭主長ー を

i白首K 設備したのみで、作業者は備付け、の瓦斯マ

スクを使用する必要の友い様な ものも ある。 然し

ζ れは作業者の主観的感じで、詳細に試験した結

果ではない。何れにしても斯る上昇気流の性質か

ら見て 、 ζ れを排除或は利用する建物の構造及換

気設備は個々の;櫨趨の位置について老成するとと

が最も i直営でb って 、従来の如く ;瞳の直上部も他

の部分も一様のモニタ ー様の換気を詩す方式には

猶改造の官余地がdうる如く考へられる。

例 へ ｬ 主 催の直 上部は火 祭抜 の如 きものをｾｪ｀首に

カ11味し 、熱気を急: 速に排除し得る構造とし 、他の

部分では一般的排気 と共 に出来得る t J O外無の導

入乞増大し得る係、モニタ ーの各部を異った構造

とすることも一つの方法でb らう。

組の位世はモニタ ー共の他屋根商排気口の直下

にb るべきは勿論で、向熱気流がノj 、屋組の部分で、

撹劃され、流入外気による混沈を助成する虞がdう

ることよりして 、小屋組の直下を避けるこ とも必

要でb る。

窓、の位世についても風上風下の部分、又作業場

所の必要によ り壁上部の部分より 外気の流入をは

かる様考忠する乙 とが必要でdうる。窓、i : ' 隠蔽して

f古j 通無念; . i 霊感する揚合、遁集の方向は室内封流の

闘i系上下向が良いので若うるが、現主主行はれてゐる

ものでは 、突出窓の如き構造に依ると遮光が不完

全 となるか ら、灯管板式の: : 7 1戸、上下戸等による

の外仕方がないでb らう。室内の光が比較的少い

部分、或は路急: 的施設とし ては第四幽の如 き窓に

よるのも亦己U 皆得ないでb らう 。

モニターの構造については第 9 闘の如きものが

良いと 言 はれてゐる。園中 Ｈ ｾ Ｉに於て地 ､ ］ ､ Ｑ ，］

d2 = む とす。註

既設のものを改造する場合、簡単に施す詩には

第10闘の如くなるでb らう。木造の場合、モニタ

ーの外側の泌蔽は施工困難な如くでま〉るが第11幽

の如き例へは相首の風j墜に劃して も充分で、b らう

工揚の平面計ill f ' C於て 、ru物量T連観練としてE

大なものとするととは 、一員作業の性質上或は敷

地の利用上己む を待ぬ場合もあるであらうが、一

霊主 園中〈ロ〉は佐藤滋氏、隠蔽式排気 口，の遮光及び遇策試縁、建築. l . 1U志 昭， 17. 3

vI1 4 6  



して考へられるに至った部分も多少見 受 け ら れ

る。勿j命ζ れは従来- 1M一致 しi( ijgいも のと考へら

れてゐた古#. J' - I ' C 就てである。助率的なもの ，凡て

に就てかゃう友乙とが考へられねばならぬと言ふ

ととは 、 ｆ ん・ Ｒ 芸の［［ｾ封的妻子 ｉ Ｚ ｉ Ｇｃ封し 、 今の庭顧み ら

れざる事柄であらう。然しながら 、かやうな考へ

を以ってする ζ とK よりーj音山室的要件 K 泊ょ、民

り、今後に於げる施設の fiff 究は、首然乙の方向に

ま住むべ きものと考へられる。

建築にp)i 宰と 言ふ要件が著しく 加、味されるに至

って以来、その形態や揚能及び技術主宰の各部商に

豆り 、相官の峰。と を来したととは明らかであるが

そして又必昼と言」、従来の文化的英栄と 一見矛

盾するが如き制約I ' C 封J して 、一躍二つのも の L

調和的泣ーを見出した部分も多少ある如くであ

るが、未だこの結 ｋ 於て完全 Ｇ ｩＮ瀧 ｾｩ Ｇ 見出 し得

友い部分が相首に存在してゐる。 工場述築乃至

設備に於! ) る灯火管制施主も亦後者に属す る

部分が多い。工場に灯火管，i，IL迩設 どすると 言五、

ζ とは、 考へ方によっては灯火管制規則の 強:J; IJ

ととれに1討する作£環境や能率の低下 '<rんー止せ

んとす る要求一- IRは後者ーの事柄は低下によっ

て徐程以況が劣化しない以り 、寧ろ前者広属す

るもので、とれに劃するものは、か や うな事柄

を概ね受動的に考へる経営経済的な要求、或は

資材の ;I;IJ 以一一 ζ の社立する事前の相互に働き・

合ふことであると見られる。そしてとれが止揚ぎ

れない以れ施設の泊正は期し必主い。具撞的に言

へば、規則は単に一方的な強Ｚｬｩ ｉｊ Ｑｴｾｪ｛より 、 かや う

にして作尤環境 j t ，或は経済的なも の ども( 経

営的にも亦資材についても) 克服得るから 、か く

するの は首然である と言 ふ如き 、雨者包f 超えた態

度になるととが肝要で・4うる。

との様な乙とは最初からは出来るものではない

のであって 、とれが出来 る震には先づ一方的に強

制する現則が強く働いて 、乙の胤則が、 ζ れに封

する経済的主は作業環境均要求の不調Iの' i lil い反動

により、 上の如 き豆、l床に於て、規則 ど生かし て、

その行 き方を鑓へざるを得ない似態の下 K 新しい

目標 t ' 見出 するとと が必要なのである。 即ち外か

ら絶えすて:3皇る力が無くてはならぬ$ . と、 ζ れに制

せられて、然もこれを超えた、高次の目標 r 持 つ

rz 
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面昼製時爆撃目標とたり易〈 、管制i時に於て換策

上 必要友釘向壁に外気流入の窓が取 ' 悪くなるの

で左るべく越げる方が良い。例へば製鋼工場の如

き揚合、原料ヤ ード、 卒蝿工揚、進塊工揚を連国

とし、他の工揚を別棟としたもの ι 方が 、他の工

場をも蓮捜せしめた もの より良好で、ある。

. 12温

施設の溢むべき方向

以上は施設の方法K 就て最近の1犬死を述べたの

であるが、将来 ζ れ を技術的 に研究或は貫施して

行〈上に於て、如何左る 態度で矯さるべきかに就

ては既 K 諸言 にも蝿れた底であるが、 ζ ムで今少

し論及する。

近蒋訪[ 室的と 言ふととが、単にそれだりの意味

でなく、経情的或は文化的要件と一致するものと

Vl l  4 7  



自らの行震が無くてはなら左ぃ。

此のととは規則之反1 tJの立揚K 於ても 言へるで

あらう。例へば、資材的に或は経済的に不可能と

して放任しないで、かやうにして立採にやり遂げ

ると 言ふ態度に鑓る ζ とは 、最初からは出来友い

事であっても 、躯て可能と主主るととは、土のとと

の理解に於て明らかであらう。

即ち施行する側にあって も、強制力 K 謝 して、

自巳の態度を超えた、より高次の目的を以って 、

ζ の力 K 積極的に普慮しようとする態度が無くて

はなら友い。

適正施設はかくの如き調和的統ーに依って出来

るのであるから 、法令には最初の要件として強力

に目的を買現ずるカが無くては友らない。最近の

AA勢はとの; 意味に於て、法令に活力を奥へ、貰行

力を生む最も いふ機舎である。

施設が適正で dうる限り 、防空的えに推進カの強い

最近の欣勢の下に出来るものは、 ζ の推進力が比

較的弱くたった様な時にあっても 、猶pjj 室的効果

を失はす京、しかも作業環境的共の他の効果を登輝

し、え犬勢の鑓{ じによって矛盾を感じる ζ とのない

ものである。

これらのこと を向具瞳的に考へると、作業揚を

隠蔽する事は 、熱いから開放すると 言 五、自然環境

の利用或は経済的保件等と釘立的に見られるが若

し隠蔽したことに依って一一人工的室内気候の調

整、能率増進や災害減少等による経済的効果或は

より好都合な方法に依ってーー との二つの事柄が

調和されるならば、問題は解決される。

現在の』伝説は、この7lk態に隔る ζ と甚だ遠いも

のがある。しかしと与に到達せレむるカは 、現在

では防宰と 言五、推進力と 、これに制する考へ方で

ある。そ して共の方法は、現在の工. 場建築乃至設

備の形態機能を上述の意味に於て根本的に改造す7

る事であ る事は 、既に述べた露である。

管制猪設の中で、他の地設と現在にがて調和し

得るものとしては、作業揚の隠蔽乃至開口部の縮

小と建物の防火底置、防火改修との闘係である。

前者は既に述ぺた如く、必然的に管制格設と して

の意味の他 に、火撞K 依る上昇熱気流等を自然換

策の原動力として最も効果的に利用する手段とし

ての意味、或は向考へ方を進めて人工策候の完成

への時換と しての意味を持たねばならぬのである

が、こ L で又防火tt 策としての意味を有すること

となるので重うる。外部 を隠蔽する揚合も 、内部に

於て危険又は有害揚所ーを他の部分とｭＺ ｾ ｊ する揚合

も、揚所ーによって防火的に考慮すべきものと友る

のである。

又施設が簡寧主主如くで最も困難1 i t . . のとされて

ゐる熔銑; 櫨の遮蔽の如きは、説在では殆ど放任の

形である。一部上述の如き、本論の主旨に油ふ改

造が研究されてゐることに就ては 、 もっと一般の

注意を喋起する必要がある。

以上甚だつまらぬ理屈の如くであるが、貰際に・

行はれてゐる施設を見ると 、同 じ資材と 入手を使

用するたk らば、今少し有効に考へたならばと思は

れるものが相官多いのでb る。 これには緊急: の必

要、技術的困灘、経済的理由等、諸種の理由ある

ことム思れるが、一放的に見て甚だ聞に合せと 言

」、感がある。そこで管制施設と 言ふものム行くべ

き方向を、上越の如く考へたならば、打開の道が

あらうと思ふ失第でdうる。指導するものも 、施工

するものも、かやうた立揚に於て物事を考へるこ

とが協力の賀をま告げる l後ーの道であらう 。

( 筆者は大阪府警華祭郎建築課技師〕

盟頁よわ績< ( 防空に闘する新考案の寝表

る筆者は此に告白し世〈者である。

伊藤震吉〉

筆者は悲にきi宝石?世〈に蛍り 一言申告げ建築を天

職として共改善 を希i凶せらる〉人てU c . 呼びかげ、

注意; を希はんとする事頃は 、筆者事は最初予j(:閣よ

り蹄朝して IUIも 無 い 明 治24年10月濃尾に起ち し

地震より堅牢なる家屋を逝り 、人命財産主? 保護し

v I1 4 8  

やらむと専門とする機械製より建築科K 蝉更し fこ

るも 、共同日2年今日に至るもの最早l何年は八十路

に別り入る老齢K 在りて 、存在の偵催i無か りし建

築界ｾ去りて有要なる世界的登明の宜 ー 現に従事せ

んとす 、若し建築界に筆者と志を同ふする方も有

らは、研究上採る可きものも有らん、共延長こそ

希望する者ーである 。 ( 終〉

( 鋒者は伊藤防災専門建築研究所長〉



重 工 業 工 場 に 於 け る

防 空 暗 幕 に 就 て

0 ) 線 説

防空演習の質施以来、燈火管制施設は不可献の

ものとえt t ，多くの建物 K 遮光設備が施工された

が、其等は殆ど布製の暗幕であった。燈火管制施

設即ち暗幕、暗幕取付法と云へば即ち率校、映誼

館の暗幕装置が念頭K 浮ぴ、建物の性質、窓商の

形欣、換気問題等を考慮する事無く 、あらゆる建

物 K 之を用ひてしまった。

暗幕は勿論多くの長所を有 しては居るが、其が

布製a . るが震に 、布の持つ性質と しての短所は如

何にしても補ょ、事が出来十、之が不向きの建物の

存在は首然考へられたので、あった。

工揚 、特に重工業の工揚 1'C1J きても 、其伊UI'C i史れ

や 、多くの暗幕装置を設計 し、 装備したのでb っ

たが 、その結果として暗幕 K 根本的主主撲念を持つ

に至った程 、短所を見せつげられ、何底の工揚で

も暗幕毅置にひどく頭を悩ませてゐる。

粉塵が強生 し、 クレーンが走行し 、焔が赫 k と

燃えつ L ある重工揚では暗幕の存在は蝕りにもみ

じめで、何庭でも破れ、焦げ、腐蝕し、粉塵が附

着 し、操作紐は切れ、所 k ガイドから外れて是幕

の様にぶら下って居る。そして工員連は遮蔽時の

換気不充分に依る火熱、粉壊の苦痛を例外無しに

訴へるのでるる。「暗幕を閉めると 、あの煙で咽

喉がつまりそうですよ 、何とかたらぬものでせう

か」之は盛 K 煙を出 U て居る電策嘘を指して語っ

た工員の言葉で・あった。

由来建築家は燈火管制施設を邪魔物扱ひにした

り、叉は一時的の ものだと考へて臆念的施設の取

扱ひを して居る者が多かったりれ共 、偲令少い機

舎とは云へ、現に空襲を髄験しつ L ある我閣で、

一日も忽せ に出来るものでは無く、戦時下建築家

に謀せられた重要友責務のーであるから 、i暗幕業

者委せにする事無く 、進んで・員室訟に研買 しなけれ

的

ばたらすユ。

場
:.tt:. 

J ロ

誌に在来の胞設に就て悩みの積と友って居る鈷

及び現在用ひられてゐる針策を少、 しく集録してみ

た。現在の封策は著しく消極的で、其効果少く 、

今後益 k 研究して 、桜木的友針策法を是非加; じ ね

ば友らぬ。之の意味で一助とも友 れば幸であ る。

倫此の集銭K 首 り御世話にたった方には厚 く御j種

申上げる。

( l D  布製暗幕の短所

暗幕業者は「如何なる揚所I ' C も lf) t 付り得られ、

虫[ 1何なる4条件をも満足する J A] J をモッ トーとして

製作 してゐる犠である が「如何たる僚件をも満足

する」と云五、事は「どっち着かすコの中詮宇端のも

の」を裏書する。宜際上同じとり出 しの スチ ーノレ

サッシユの窓面に、適合する暗幕と雄 、紡織工揚の

それに附りるものを機械工拶 ｾｋｽ ｉ ｾ 附けるのは誤で

ある。

女子の繊手で丁寧 K 操作し 、若し紐がからめば

すぐに床上から棒でほぐ して直せる低位置に附げ

たと間接のものを数十米の高所に装置し 、ハンマ

ー片手の荒くれ男 が力任せ K いら立って操作すれ

ば、立所 K 故障を起して了ふ恐れは充分有る。

紐を以て操作する法はどうし て も滑車を使用 し

たりれば友ら友いが 、此の滑車の溝から紐が外れ

るとl [ /Jか無くなる。油をさ L アf- K 長い間使用せや

に置くと 、ベアリングの個所に粉塵がた まって、

磨耗を早め且錆の原因と左る内滑車が回締し友く

たる と、 紐が直ぐ切れて了ふ。ガイ ドレー ルをと

る環も車輪付きのものは動作が回滑で、はあるが 、

之の車輪が故障のもとである。薄い銀板を曲げて

造った車はねぢれJJJ ¥r、。車輸が! 出る。何れも 致 命

的た損傷の原因となる。之等の昧鮪をも少 し詳細

に述べて見ょう
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. 1 圃 捲吊上げ暗&

〈イ〉 純 綿

〈ロ〉ス フ混織

( ハ〉ス フ

( 1 ) 材 料

暗幕を構成する主役

る ものは布、糸 、紙で

ある。紙は特殊の防水

加工をしたものと雄も

重工揚建家に用ひ る事

は稀である。現在用ひ

られてゐる布としては

( = ) 人絹と絹とのi昆織

〈ホ) 麻とスフとの混織

( へ〉ゴムを引いて防水的鹿理をしたもの

( 材料は〈ニ) が多い〉

等であらう。

以前は組て純綿を用ひたが 、二年程前から漸次

他のも のに代り、最近はオー ノレスフ 、人絹と絹と

の漫織を用ひてゐる。質の低下 してゐるのは勿論

争はれぬ。織地はギャパジ ン叉は綾織の糊付けし

たいものが良い。主主光度は純綿の綾織が矢張最上

で 、スフは雨がか与ると直ぐ透け て了」、ので、一

重で出効果無く、二重とせねばならぬ。黒い防水

加工を したものは遮光度は良いが 、ゴムの老化を

心配してガスの設生する所や火熱粉塵の多い所 陀

は用ひ て居友 い。

破損の原因 は磨耗と裂け である。崩止めに設げ

た横棒等 K 燭れる所が一番痛み易い。 捲 吊 上 げ

( 第一国) では紐'I ' r . 崩れる所、持上げではサイド

の個所が難所である。磨耗に弱い のは ゴム加工の

布で之は同時 K ゴムの老化にも 依 る。スフが之に

次 ぐ。 裂 11易い部分は吊環 の取付部で金属の環を

直接に取付けたも のは、こ L から裂りる。

ミシンを掛りた縫目からも裂げが早 く、宇年位

I O- 表 官 官 事 布 の 耐 久 力

| 外 部 式 l lL J! |広畑ぷ

純 木 綿 4 年- 7 年 5 年~ 約 6 ヶ 月

ス 7 - 1li 2 年 - 4 年 5 年 ~

使用セシ事

ナク不明

ス 7 ニ 11 3 年~ 7 年~ 約 .6 ヶ 月

V II 5 0  

' " ニ 義 経 の 彊 度 比 鮫

種 類 |強度 kgf c m
2

j 仲ピ %1 摘 要

金 問IJ :打 チ 4. 3  21  最 良 ノモノ

八 ツ打チの 3. 9  36 よ芯ノモノ

d多 @  1. 7  22 ｾ＠

d忌

、、:- 1. 8  40 並 芯

車丑の径は 7  - I O.nm 

金問IJ 打ち 4 は純綿糸

他は ス 7 糸

で裂げ始める。之等を防ぐ震に竹や木で布を挟

み、間接 K 環を付げたり、布テープを或間隔を置

いて縫付り 、操作の引張カを負櫓させたりする。

何れも効果がある。

人絹と絹との ｪ 昆織 は甚 ｪｾ 裂け易〈 、 之の材料は

事務所、感校、家庭用に は髄裁上、適するTごらうが

重工場建家に使用すA きでは無い。純綿とスフと

の耐久力の概略比一授を第一表 に示 す。操作の主要

材料の紐は純綿、スフ 、人絹等のものが4うる。

近頃のものは強度 、延び共り書 く、延び大 きい

ものは滑車から外れたり 、叉紐毎 K 延びが異ると

幕が完全に閉ぢたかったり振れたりする原因とた

る。震に直線AAで移動する部分を木や竹の棒で代

用 したの もある。二、三の材の比較を第二表 に示

す。

( 2  ) 操 作 法

横引き蒜は最も多く用ひられ 、 原始的 で、は Ｇ ｾう る

が 、其丈I ' r. f:買格も安 く取付 も容易で、、而も故障は

割合少いが、前記の吊環の部分水痛み易 〈、 レー

ルは近頃金嵐製の色のがとか くた P、従ってとりが

悪くたって開聞が重い。

丸環を用ひワイヤーをとらせるものは磨滅が早

く旦丸環の接手が外れ易い。ワイ ヤーロープを用

ひると、一本一本のワイヤーが切れ初めてげばが

立ち、環が走らた くたる。 12- 14替の針金を撚ら

十 に二、三本束ねて用ふ るの が良い。風に煽ら れ

る事 、下方 K 射す る遮光が完全で無い事は横引き

の快鮎で、錘を附 りた り、下側にもケ ースを附け

たり 、或は下側にち Z誌をつりて連動せ しめたり し

てゐるが 、之等は同時に必十短所を伴って痛み易

かった b 、採光を妨げたりする。



.2圃 引 上 げ 暗 幕

オペレーターのシャ

フトが通ってゐる時 K

は取付け が 困難にたる

事が多い。

捲上げは横引きにヨえ

いで一般的主主もので通う

るが、 鋸歯屋根の採光

面の様主主巾庚 き窓には

取付t 1 難〈、叉布の伸

縮不同 の時には振れを生じ、一度振れ出すと直ぐ

操作出来なく友る。幕の下部陀は必十錘が必要で、

あるが 、之がケ ースK 引掛る恐れがるる。パネ仕

掛で自動的に捲上げるも のは粉獲に依り直ぐに故

障 を起す。

捲 吊上げ( 第一l歯D は持上げの短を補った もの

であさが、要貼は紐と布との摩擦カに依る もの故

必然的 K 此鹿が早く痛む。其他ガイドを要する鈷

巾廃き 窓 K 使用困難の貼は捲上げと 同様で、4うる。

引き上げ( 第二固) は取付けに技術が必要で、

下手主主職人が取付けると、操作が不闘滑である。

叉引紐にか L る重量が大き いので、紐の切断が頻

k とあり 、環 の引掛る事も多 く、ケースへの格納

も手際良 くゆかすヘあまり 評判が良 くたい。

以上のものは建物の内部 K も外部 K も取付げる

が 、既存の建物には外部式の方が取付易 く、粉塵

火熱ガスを避けるにも外部式を利とする。但雨が

か L るので、一般に内部式の方が耐久性や L 長い

( 第一表参照、)

( 3 ) 芙 他

暗幕の操作法は何れの型式も簡単であるが、取

a  

扱ひが筒L暴た のと誤った操作法をする揚合が多い

ので破損せや K 情なもの迄 もこはしてゐる故、ス

トッパ ーを装置するとか操作法を帰示ずる。( 例

へ' ばヲ|紐にヰLを吊す) が良いと思よ、。

主主難 K か L る暗幕が多いのも 困り物で、 昔の布

はJ純綿で質が良いから 、裂取って風自敷や手甲 J代

用としたり 、叉紐を切取ってほぐして糸 K 用ひた

りして保管者の手を焼かせてゐる。之は風紀上か

ら取締る一方 、窓の位置 K 依 b窓の形-!lXや暗幕操

作法も艶へねばなるまい。例へば横.'1 Iきはl乎のと

どかね所に用ひ 、手のとどく所は捲吊上げとじて

常時は窓の最高郁 K 格納する等である。

(1I D  建家の設計さ暗幕

時ー蒜を装備する のは一見甚t:_' 簡草 に見えるが、

質際やって見る と、 建家の採光上、構造上、外観

上甚fご影響される所が多 く、時としては設計の根

本的因子とえ主る事も あるのであ る。暗幕の封照物

たる光源、は大別すると

1. 作業を照明するも の

2. 作業 に因りて生じるもの

がある o 前者は天井照明や局部的投光照明で之等

は作業面に向けられて居り 、且大部分上方 よP下

方に 向ふも のが多 く、暗幕面に直接投射される 事

は少く、問題となるのは反射光で重うるが 、重工揚

では機械、製品共暗色が多く 、且宰集中 K は多く

の粉塵が浮遊 してゐるから 、之等に吸牧せられて

大 して 問題にはたらたい し、遁首t亡泊燈、減光を

して根本的に防ぐ事も 出来る 。

後者は例へば酸素アセチレン焔の閃光や雄の 出

鯨時に於 ける 閃光の様陀作業に因って生じるもの

fI!-

第 3 圃 a 原 料ヤード b 卒蹴 c. 出鎖ロ d. チャー ジ口
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であって 、夜間作業 をする 以上護生を避け得在 い

し、 その光度 は頗 る大で 、且] 照射方向も 不定で あ

り、殆ど全部が暗幕を 直射す るのである 。

今ー例として製鋼工揚の上屋 に就て説明す ると

( 第三闘)

1. 躍に チャー ジす る揚合刀閃光は蹴の 口が側面

K 在る放PI告水平の方向K 投射す る。之をど の所

で遮る 事は出来無い。何故た らば此鹿ぽ絶へや

原料ヤードか ら原料を蓮 んで デッキ の上に置く

通路であるからでるる 。

其れで今一段外側で遮蔽せねばならね。!! Pち在

来はヤ ード K 過ぎ1x. かった原料置場 K @ の屋線

を架け 、壁 を張って居 るものが 多いので dうる。

乙が属採光が悪くたって チャージングクレ ーン

の操作が不便とえi : T  ，且通 風換気が甚しく 不利

と成り 、以前でさへも粉塵や火熱 削悩ま されて

居 た ものが 、益 k 苦痛を感じる結果に左る 。

2. 出鏑 の揚合の閃光は最も輝度が高 く、り 、白

の窒 に封 して陪直下又は斜下よ b照射し、@ の

所から も洩れ 、其他の あらゆ る隙聞か らも 洩れ

て随分遠方から もそれと 認め得 る程度である。

戸山;

Q)  

此時には同時に燃えて居 る藁屑 や木片等 も吹上

げ られ、鎮の火の子も舞上 りL の 暗幕は引火

の危険がある 。叉ノ ロ浮 K7k をかげ た時の湯策

は勢良く O、白 ノ;窓から流出 し、之 に出櫨時の

閃光が映えて相首の明る さを生じる 。之は製鋼

工場の重大な悩の一つで、現在完全た遮蔽法が

施 されて居る のはよ} ' いと思よ、。

2. 鋳込場 の閃光 は前者程ではたいが 、それで も

多 くの火花と ドラフ トを起すも のである 。

之等の識から 見て、暗幕は組て の方向から の光

線の直射に耐へ るは 勿論或程度の火祭 にも耐へ 、

特に少 k の火花で引火する 事も 無く 、且 ドラフト

に依 り翻悼し友い物で主主げれば友らぬが 、布製暗

幕は何れ も此の要求 を測 して央れたし、。叉のの暗

幕は描-の強生す るガス の震に腐蝕せ られぬ僚 に し

たりればな らぬ。 此のガスはク レーン桁や屋線の

銭板をも腐蝕 させる ものであるから 、充分の注意

が肝要で、ある。高所の暗幕は引紐で操作せら れ る

が 、10米 の上の幕を操作す るのは重く て困難で、あ

るし、 叉機械や設備の配置上操作の場所が限定せ

られる結果、勢 ひ長距離 を一本の紐で、操作しなけ

I U 

Cノ

bJ 

第 4 圏 a .  *屯付 トラユ c 柱 k . ク レー ン桁 g . 間柱 頭繋ぎ {司

b. 母 屋 受 トラ ス w 窓 m . 間i 柱 h.  t長 廊
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ればたらねので、滑車が錆ぴたり 、粉塵がたまっ

て回特 し泣い者の影響が大となり 、故障が甚だ多

L、。

直接、叉は近距離で操作する 矯 K は、窓面 tct歩

廊を造れば良いが、歩廊を設 くる事 に依る影響 は

1. 人が通れる 震 にク レーンと トラスとの距離を

大きく し左りれば友らぬ故、建家が高 く左り 、

構造材が不経桝である。

2. 柱の中をく C るとすれば、クレ ーン張問を減

少せしめるか、柱の巾を大と して建築商積を府

大せ しめねばならぬ。

ｐ Ｎ Ｒ 歩廊に妨げら れ 、 窓、の採光 ｾｊ 漆が悪くたる。

等の臥L黙を魔悟したければ友らぬ。

叉桂付トラスの聞に架る母屋

受 トラスを 受ける のと、蛙の桁

方向繋ぎの震に壁桁( 小屋受梁〉

を設けるか 、之の梁は構造上ボ

ックスガーダーと友る 事が多 い ω  

( 第四園〉

怒面を ( a ) 圃の如く設くる

のは在来の手段であるが、此庭

陀つげると 、暗幕を後退させね

ば友らや、且@ 方向よりの凶光

を防ヤ震に額縁を延長する等せ

ねばたらぬ。同様友事: が錆産量屋

根の採光面にも起る。 Wi る外 観

上採 Jt 上の不利を:控るには( b )  

闘の様に壁桁を窓面より下げれ

ば良いが、間住m が明かに絵計

に必要と左る 。或は窓、を桂より

外 K 取付くるw方法もある( c )  

之を解決する一法としては後辿 c) 

の僚 に暗幕 K 依ら や、窓硝子の

代 りに鏡板叉は木板を桜主主む事

がある。此方法は育ij 記の悩みを

解消 して央れるが 、適用の範r，司

b)  

度之を解決 して呉れ る。

工場建築は建築的の設備が少いから 、所謂納り

は簡車である。誌に暗幕の囚教が加はって来ると

その市 める役割は大き くて設計の基礎因子に於て

充分検討考慮 してか L ら友 りればたら友し、。

( 凹1) 換 気の問題

時幕 tc依り最も大きい影響を受りるのは換気問

題である。重工業工場で底 k 壁の石綿スレ ート に

大穴の明いて居るの や、一部分の壁が窓、諸共はぎ

取られて居るのを見る。之は; 底火管出IJの昂の遮蔽

をしたい場合にでも 、換気不充分に依る熱気に耐

へかねた工員遠の仕業である。斯る建家を更に日昔

1

4  
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が狭い。

屋内クレーンがその ま与 屋外

i乞走行してヤードクレーンとな

る倒所のI_i - ¥入口は 、其取扱ひが

むづかしく、イ ｾｔＮ ｫ 頭を悩ますの

であるが 、 第ＺＱＺｌ岡の方法はｾ程

第 5 園 屋内クレーンがヤードクレーンとなる出口

B  壁受片持柱 e  移動する壁憐

k  クレ ーン桁 d  荷物出入口

( クレ ーンに市下げたま L で l封入出羽毛る:

b ) 間 クレ ーンが可' fdJ . ¥l ; 主総を垂直のま L 水平方向に; 専ぶ法

c ) 闘 可動態を 小屋組1控梁IUI 迄回怖 させ収納する法
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第 7 圃 換 気 モ ユ タ ー の 一 例

幕で窓をふさいr:ならば、作業が更に苦 しく 友る

のは思ひや られる 。窓、は採光と同時に換気を問的

とするものであるから 、寧に窓、面を晴幕で覆」、 の

が宜しく無い事 は分明 である。 此の目 的に滑ょ、需

暗幕に特殊の装置をして 、例へば通風 日除の如き

役目をさせる製品や、完去 を聞いた憧で遮光の目的

を達 しようとするもの( 第六闘) 等もあるが、前

者は粉塵の甚Tごしい工場では忽ち故障を起して了

ひ、後者は室内ス ペースの損失や高所陀用ひた時

の下からの光を遮り難い期 、布の磨粍の早い賄等

からして、何れも好結果を奥へて呉れ無い。其他

武者窓式のものは閃光の完全遮蔽は期 し難く 且大

きい自然換策能力を期待するのは無理でるる。結

局此の問題を窓面丈で鹿盟するのは不可能友ので

あらう。誌で窓の持つ役目の採光と換気を分離さ

せ 、 雨者ｉＧｃｾｊｪ k の方法を執れば、解決は割合容易

とたる 。然し小さい換策塔ではいり左い。何故友

らば取扱』、ｾき換策 量 は徐り ｋ 大きく 、 叉煙や粉

塵で機能の害はれるのも考慮せねば友らで炉、且E誌

に換気塔を附げても新鮮霊祭の取入口たる窓、出

VI I 5 4  

'工ご C)  

b) 

ggs 圃 遮光給気口の一例

a )  b ) 悶 腹 壁 の 郊 の 取 扱 法

c )  d ) 園 事干の部の取扱ひ法

入‘ 口を暗幕で ふさげば、その効果は至っ て小さく

えにるものと思はれるからである。所謂遮光換気モ

ニグ ー ( 第七圃〉は此問題を或程度解決 して呉れ

た。之を設備した工場は確に在来のものより数等

優れた結果を得て居れクレーン操縦者が煙にな

せたり 、煙が停滞して小屋組の内の歩廊 K 上れな

かったり す る事は無く たり、 重工場には不可般の

ものと怠った。現在益 k 此研究は進めら れつ L あ

れ 設計者はそ の論議の決定を待ってゐる 次第で

ある。

他の部分の之も同様た取扱ひの一例は 、第八園

の如きものである。之は給気口と して役立つであ

らう。

然し之等を設備するに首つては 、建家 内K 生や

る換気輪道 を考慮 して配置せ ねば友らぬc 折角排

出した熱策 、粉塵を再び吸込んではたらぬし 、 ど

の方向から風がi次いても、空気が流動しない様た

pfr I ' C 設りては友らぬ。又各椋毎に摂東モ ニグーを

並列す る( 第九園) のは質際上好結果を得て居左

い。2芸策の排出と給入 とが均合はね震 と思はれる

採光丈を目的と し燈火管制時に完全に遮蔽出来て

而も耐久的友ものとしては雨戸が暴げられる 。車、

に引戸式の不透明窓はレール 、戸車 、ハンガ一等

K 故障が起り 、横引とすると粉塵が溝にたまって

動かな くたり 、戸袋の需に採光面積が甚1': 少くな

る等の献黙があるが、竪鞠11四時式のもの( 第十園)

は卒時に於ては窓前風を利用して給気にも 利用 し

得て結果は宜しい。然 し建家の不同沈下や風墜に

依る歪の震に開閉を阻害される事に注意し 、窓枠



- J Q¥ノ《久/ 《k ，
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第 10 圃

a  

堅 胎 廻 軍 事

オペレ ータ

窓

b  麹車車窓

は特 K 丈夫友ものと しなければ友らぬ。尤も此窓

はどの工場陀も向くとは云へぬが粉塵が甚 しく、

偲令硝子窓を設けたと しても直ぐ良黒に友り 、掃

除もせや、硝子有って無きが如しと云ふ建家、初j

へば前記の製鋼工場陀は妻子泊である 。特に此種の

工場は大きい採光を左程迄必要で無く 、少し位の

雨の降込みは差支へ無い故術史好都合のわけであ

る。 此窓は銭板が入手出来るたらぽ、之に越 した

事は無いが 、木製でも良く 、術研究すれば更に良

い ものが出来るであらう 。

以上の諸要素を組合せて行けば燈火管;IM時に於

て も換気に不都合の無い建家を設計出来そうであ

る。

<V) 空襲さ暗幕

燈火管制は空襲を掛照とするものでるるから 、

爆弾が建家附近で作裂しでも 、燈火管告 IJ I ' C故障が

生じて はたらぬ。爆風作用に封して窓硝子の破損

を防ぐのは不可能であって 、賢験 K 依れば厚手の

セロファンを雨面より貼付けて柑 k 効果を認め得

る程度K 過ぎぬ。それに数多い工場の窓、面全部を

セロファンで鹿理ずる謹には行かすヘ在来の建家

にも行ふとすると術史の事で 、且叉セロファン陀

粉塵が附着して採光を著しく阻害するでるらう 。

斯る故に無防禦に置かれた窓、硝子は爆風、破片に

依って爆閣の落下地賭より相営康範聞に豆り 破損

戸 、 随 一

i ¥ i ¥ ? 、

"  .i 巳 ・ 1;:- 寸一一喝』

¥」 ¥」 ¥J

して細片となり 、此の硝子片 は鋭いナイフ の犠に

暗幕を寸断するに相遺無い。一殻の爆閣で直に煙

火が洩れると、折角の管制も無Ａｾｾ義となるは勿論

の事 、その復奮も資材、努力の結から して仲 k 困

難で、次の管制K 聞に合はぬならば、そ の馬に工

場の作業を休まねばならぬ綴にな るであらう。 此

鈷から考へでも 、、布製の暗幕は何か{ 也の材料で置

換へねばなるまい。銭板や木製の不透明窓は 、爆

mt 亡も相首耐へるから推賞さ れ る償値がある と思

よ、。

(VD 結 ぴ

工場の燈火管制問題は建築家にとって の大き い

責務であると同時に 、最も閤り物でるって、 設計

者も施工者も使用者も悩みぬいてゐる。遮蔽 と云

』、事は在来考へて居たよりも遣に大き い命題で、

千遍一律の暗幕を以て鹿理したのは明かに訣でる

った。特に重工場では此結を強く見せられてゐ

る。之の解決策の決定的のものは差営り見首らな

いが 、兎に角在来の消極的手段ではいけない事は

明らかでるる。 もっと根本的 t亡、建家の形飲から

再出裂して考へ直すは勿論の事、琶' I ' C建築家の み

なら十工場の技術者も協力 して、作業方法や設備

の配置から 、根本的K 検討せねばならぬ問題であ

る。此鈷に就き建築家の認識のみならや 、工場営

局者の深い理解も熱望する次第である。( 最多り〉

( 集者は長谷部竹腰建築事務所勤務〉
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儒 装 及 偽 装 塗 料

緒 員

都市の防空は防弾、防火、防芳、備装、股火管

il jlj等の各部1'1が完備されて 、はじめて完全と 言へ

るのであって 、 その各れもが大きな役割を持って

居る事は勿論であるが 、此虚には比較的施行容易

で、且効果の大き い塗料に依る偶装に就てその慌

袋方法、2食料の種類等K 闘して簡単に記してみに

し、と忠 i 、。

防空僑症の目的

防空偶装の目的は地上物件( 主として建築物〉

の外::1闘を鑓じ 、安中よりの識別を備陥叉は全然不

lリ11こらしめて敵機lてi t して目棋を奥へない黙にあ

る事は勿論であるが、それならば宰中からみに場

合どの様な地と物件が最も識別し易〈 、 目標 fこり

得るものであるかと言ふと 、寸立に色相及び明度

が周閣のそれと著しく異なる場合及び建物の形献

が正方形、矩形、三角形 、固形 、牛閲形、線 k 云

」、桜ーな幾何些的手[ 百を持つ fこ場合であって 、例へ

ば閥商積の組めて大き い又は規則正しく配列され

trc ー 表

要 備 鍍 限 界 規 準 表

木 下 武 昌

ｔ こ工場 ・ 等で 、 スレ ー ト張りＨ明度 ＲＵ ｾ 4%) の屋

根を有す るもの等は極めて認知され易〈 、従って

位入敵機の好 目標となるのである。塗料lて依る偶

袋の目的はjit 等と空より見 fこ最も目標となり易い

ものに釘して迷彩色を施して同摂を不liJ j又は消滅エ

するにある。

備 装 の 要 領

然らば儒装の貰施陀営つてはどの様な要領を必

要 とするか主 言ふれ先づ地上物件の重要度、規

模の大小、形態、則

要があるかなしい、ゆ力か〉をを? 伏決. 定するのであつて、 その規

準となる概iij 告は第 l 表に示す如きもので 、本表斗1

の敷f直を超過する場合には偶装を要するもので、

特 11 : こ重要な物件、特異な物件及び新設物件陀あっ

ては、本支の弘の数値を以って要備装の限界とす

る。

明度れま色彩の限 Ic .ij qへる l切るさの1ul-c 、純白

を 100 としTこ場合の分率。

即も大都合地にある工場が、白色スレ ー ト眠り

であって、 その腕[ 百杭が 400 平方

米より大きいものは偶装を必要主

※  
所 在 地 域 ( 卒 方 米〉

し、同様な建物でも樹林地の棋に

平均I明度の低い地では'1司立ち易い

錦、 100 1f-.J J *以上のものは既K

偶挫しない主 空襲目標 となると云

ふ耳Eになる。

物件明皮 該 ' 日 材 料 例

40%  淡白色タイノレ、 モル タノレ

漆 喰 類

11E階 、 コンクリー ト

20% 燦石モノレタノレ

灰色スレート

10%  
|鼠色、茶 山 色 酬

灰色アスフアルト

う%
i日本瓦 クレオソート

時禍色、階級色皇室料

2.5%  
ｾ色ペイン ト の綴
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榊 地 |怒 器 | 問問地| 樹休地

100  

800 I  400 I  200  

| 中000 I  2，000  1 1，0什 500

1 I  0， 000  /  5， 000 /川1 3，000  

/i O，O川小 000 /  I，OOJ  1  5，000 

ヨたに協装方式の選定規 i終K 就て

述べれば( 第 2表〉穴都合で硯商杭

40000 平方米以上と云ふが如き大

きなものは土也形 、地物 fc !t.j して綜

合的に偶接的施設を行」、必要があ

り、敷地及建物の配置、形態 、色等

計霊的 K 建設の当初から偶畿を質



施する方式であって 、塗料のみ lて依つて は斯る環

境の硯厨積の大 きな もの L 完全慌装と云ょ、事は困

難で ある。 三々 に大都合地に於て 10. 000平方米、乃

第 二 表

偶装方式選定規準表

所 在 地 域

物 件 総 面 積

都合地 I周都千溢聖地部 f 悶悶地 I樹休地

40000卒方米以上 地 形 地 形 地 形 地 形

10000 
d各

技巧主色彩
地技形叉巧は

地 形 地 形

一

2000  
会

分割迷彩

技巧叉は

技 巧 技 巧

う 》 寄l

500  
.，. 分割色叉は

皐 主色彩

分 割 分 割 lf! 色

100  多

E罪色主色彩 E旦 色 単 色 草 色

至 40000 平方米の硯商杭の物件は技巧迷彩に よっ

て相官程度迄その効果を褒締出来る もので 、主と

して規模の大 きな もの、特l乞注目 され易い形妹、

位置にあるもの 、特に隠蔽を要する建物等に臨月i

される 。此の方法は地域の明度、色相、純度、陰

影、分布ilki 56等を 考l在して、建物の色彩を周囲色

に適合ナる様に し、狛形や陰影を昂i す様 lと塗装す

る。即ち使 )'IJ する迷彩色は、そ の周囲を構成する

主な色 〈林と か田畑、土地 、生[j 家そ 第 四 表

第 三 表 配色皐f立規準表

｡ｾ Ｑｴ、方の 色の明度 明 るい方の 色の明皮

3 %  

2 倍 3 倍 4 倍

800( m
2

)  400  
2.0  

4 %  600 300  220 

う% 500 250 200 

物 配 列 の 規 則正 しい工場合J11i 等及び高きの高い

ｾ物等 ｦ ｚＺ越 川される 方 法で 、 上 記の 技巧迷彩 ｋ 同

じ方法で 、次色( 又は地境中特色ある色) 及び

黒色の 2 色で分割的 K 塗装するもので、 その暗い

方の色と明るい方の 色の明暗 2色の明度- 比 は2:1以

上 k し、暗色の方の IIJj 度は附近の環境等のHJj 度ーよ

り小さ〈なくてはいけない。最後に最も簡翠な草

色迷彩と 云五、のは、 1) 、規模の建物、余り主要でな

い もの等に適用せられ、塗色は所在地域の平均明

度を有す る暗色〈地域色〉を使rli して単一色で仕

ｊ 二げ ｾ。

即ち 塗料に依る偶接は、上述の如〈技巧迷彩、

分割迷彩、i草色迷彩の三つK 分りる事が出来るが

以上の設l閃からも 了解出来る棋に、 その塗膜の明

度. 純度、色松等が周囲のそ れと一致して居る必要

がある。今偶鎧色の一例を 示す主次の様である 。

明 い ; ウ の 色
| い の 色 |

卒 均

の外周囲で相首な部分を占めて居る

色〉の 中で比較的明るい色と暗い色

とをもって 、建物の形態を jjjj しfこり

陰影を胤 し? こりする桜な配置で塗装

、して 、周回の lリj暗配置と類似の分害IJ

塗装をするものである。使 )IJ 色は一

般に 3 色以内 で、lリj るい方の色とし

ては次色 Ｈ Ｑ｜ 月 度 Ｑｏ ｾ Ｑ Ｔ ＥＩ 1J<. 視色( 8

街 地 l友山 色 吋 純 | 黒色 山 繍 色 | 暗 鼠

明度 8 - 12 % 明度3- 4 % 明度 5- 6 %  I  

ｾ Ｑ Ｒ ＥＩ＠ ｮ 昔緑 色 ＨＸｾ Ｑ Ｒ Ｅ Ｉ 暗黄色 Ｈ Ｘｾ Ｑ Ｒ ＥＩ 暗線

色 Ｈ Ｔ ｾＶＥ Ｉ 暗 い方の色として 黒 色 Ｈ ＲｾＴ ＥＩ 黒

柄色ＨＳ ｾ Ｔ ＥＩ 暗禍色ＨＳ ｾ Ｔ ＥＩ Ｈ黒緑色 Ｓ ｾＴ ＥＩ

黒禍色ＨＲ ｾ Ｓ ＥＩ と云 ｩ 、様 な 色 を壇賞 ｬ 乞配置塗装

する 。 lリj I 惜の差の小さい 塗料では比較的分割単位

を大きくしな い主効よp: 少な い 明 暗 封 比が大き い

場合は小さな分割単位でー良い。

配色単位規準は次表の如〈であ'る。

ヲたに分割迷彩主 言」、のは比較的規模の大 きな建

暗 緑 色 H音締色

明度 9- 12 % 明度3- 4% 明rtr. 6- 7 %  

H音 緑 色 黒 色

| 明 度 黒3- 4  %  
明度 4 - 6 % 明度2 - 3%

塗 料 の 性 質

扱偶装の目的陀使 fl J される 塗料類は如何なる性

質を具備する必要があるかと言ふ『亡、被塗瞳が ス

レー ト、 コンク リー ト、煉瓦、石材 、木 材、金属

硝 子等々極めて種々雑多である魚 、 締括的 ｉ ｚＺｾ 折々

で、あれと定義つ' ける事は出来ないが、少〈とも

塗料としてダくの諸依件を満足する必要がある。即

ち
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1. 比較的耐候性の良い事

2.  塗装容易な事

3. 隠蔽力良灯- な事

4. 貯磁性良好な事

等でおろ。耐外性の悪い塗料では 1 ヶ月も経て

ば抱色、制鱗等' J ) 現象を示し、斯の如き性質のも

のを使用しfこならば、何回も塗らねばなら 今、 そ

の粧費左手間 れま大盤なものである。叉如何に優

秀な性質の塗膜を奥へるものでし塗装 l乞官;って

困難を感す・ るものでは塗料としての憤佑ない隠

蔽力の悪い ものでは 2 回 3 回の塗装を必要 とする

事になる。塗料としてはその外比較的永い¥1日の貯

撮陀も 耐へもるべき性質を ;-J 1 . 備すべきで、短時日

の貯離によって勝化等の現象を起きない事も必要

である。

地上物件の迷彩に使円j される 塗料の量は莫大な

もので、一寸大きな建築物、工場等になれば俊Tこ

敷 10活から 100 瑠迄に塗料を必要 とする魚、原料

的にみ て極め て入手容易なものを撰揮する必要あ

れ その他比較的安偵に1+
1

1来るもの等々の4条件 も

製造上必要となって来る 。j折る岡家的意味をも合

めて潤乙に於ても自閣内で比較的大fu: { ' L 入手可能

な材料のみよ りする迷彩塗料の製造計主主を樹立し

その結果得られ fこものを R L M迷彩塗料なる名稿

の下 11 : 敷郡類の展色糊〈塗膜形成主要素の事で例

へばペンキ K 於ける李主性油、ラッカ ー11: 於ける [!j' j

化*:i lの如 し〉を使mしてn J 途別に分類して居る 。

迷彩さるべき 地土. 物件には、スレ ー ト、 コンク

リ{ ト 等の如 きアルカ リ性の極めて強い被塗簡が

あり 、官際問題として又最も大きな部分を占める

のであろが、j切る被塗睡 K 耐性塗料を使 fl Jする時

はil:! J性塗料中の展色糊fこる乾性油は此のア ルカ リ

に作則されて 、被塗瞳 と塗膜 k の1l ¥l l ' L石鹸を生成

して ｮ ｮ も Ｑ ，｜ｾ <  ikリ織の現象ぞ示す様になる 。 その他

木材部あ れ 金属古 ｾｉ あり 、 叉既ＡＱＺ他の塗料で金銭

されfこイ問所あ ちで詳細l陀検討する時は被控腫の紐

類は貨に多い。そ れ放充分に被塗臨の性質を検討

して最適の塗料を撰揮塗挫する事が望ま しく 、斯

〈して迷彩塗畿を耐候性なら しめ、効果的にす る

事が可能となるのである 。

塗 料 の 種 類

儒装塗料をその展色削によって次の如〈分類す

V I 1 5 8  

る事が出来 る。

(1) 水硝子塗料

( 2) 水硝子 ヱマ ルジ ョン塗料

( 3) 汀青エマJ レジ ョン塗料

( 4) 汀青塗料

( 5) 油性塗料

( 6) コーJ レタ ール

71<.硝子塗料 とは経酸曹建又は桂酸カ11里の如き 無

機質の展色 剤 を使用 し ｦ こ もので 、 之ｬＧｌｾ庖首に顔料

を混入 しにものである。然し水拍子塗料の最大欠

黙は貯蔵中 ｉ Ｇｃ展色到 ｕ Ｑ こ る桂酸曜と顔料との ｭｾ ｬＧｌ 化

接鑓化が起って固化 し、使月j 不能となる事で、此

の欠陥は顔料を適温ｾｬＧｌ挟揮使川する事によって 、

或程度の防止は出来るが、 それでも狛長時日の貯

臓には耐へない。従って展色剛 fこる桂酸闘 と顔料

左右? 別々にして使JI l 時に混合するのが最も安全で

ある。色彩は大暗自 rJI fL: I:PI せる 。生成 l文映は脆い

欠黙がある。

水利子エマルジョン塗料とは上記の水柿守ー塗料

の 脆 さを有 ｬ ￬ｬ 、 ｾ汀青賀 、 樹脂、 Ｑｉ 参等と 水硝 子とを

エ マルジョン忙し ｔ こもので 、イ ｾｽ｜ ｊ されに ｾｗｩ 性賦興

剤の粧類及び量 I'Cf交って相官時世あ右ものが得ら

れる可能性がある 。

汀背質エマルジョン塗料 とは汀育、ピッチ等を

誼営な乳 化 剤ｾ 以 て 水 ｩ 乞 エマ ［ＡＮＭジョン にしにもの

で、石油系溶剤lの節約を主目的として調製されTこ

ものである。此の系のものは展色剤それ自身が既

K 黒色乃至黒偶色を呈して居るので、自rll な色の

塗料が得られす・、 黒色又は黒伺色程度のも.のしか

得られない。汀育塗料は汀育質類を 石油系溶剤Ul'L

溶解しにもので、之も暗色のものしか得られない

油性塗料は乾性油叉はボイル7tl1 l ' L 顔料を練込み

之 lモ遡蛍量の ボイル油3えは石油系溶剤j を添加l して

使 川するもので、耐候性も良好であり、色彩色白

tli fL : 得られるが、 コンク リ{ ト、スレ ート 等 アノレ

カリ 性被塗控の表[ 百には前述の現rLI で使月 J ｩＫ ｾ 来な

い欠拡がある。

各種塗料の被塗世に劃する遁否

水硝子塗料

石材 、漆l会L コンク リー ト、エ タニット 、 スレ

ート 、屋根瓦等既にそれらが水硝子塗料で塗装さ



れて居るといないに闘はらす・適用 される。

既に油性ペイン ト、エナメ ) L 等 で塗装されて居

る石材 、 漆 Ｑ Ｑ 食、コンク ｩｊ ｾ ト、エ タニット、スレ

ー ト、屋根には不油、木材、' 涯、硝 子、餓 等 Vても

不誼。

7 ] ( . 硝子エマルジョン塗 料

未Tご塗装されて居ない。又は既 f 01<. 硝子又は7 k

硝子エマ J レジョン塗料で塗接されて居る木材、屋

根用紙等陀泊する。

控装されて居な い叉は既塗畿の石材、漆 喰、コ

ンクリ { ト、 エグニット 、 スレ ート、 屋根瓦、ペ

イント 、エナメル金で既K 塗装され? こ木材、進 、

織物等、塗装の如何 l吃闘はらす・拍手、金属等 tては

不誼。

汀背エマルジ ョン塗料

米塗装又は既にペ イント、エナメルで塗 装 され

? こ石材、 漆 喰、 コンク リート、 エグニット 、 スレ

ート、 ペンキ叉はエナメルで鼠塗畿の木材、未 塗

畿又はペンキ、エナメ J レで既塗装の硝子、米塗接

師塗装の涯、織物等に過し、71 < . 硝子望号料にて既塗

畿のスレ ー ト、 コンクリ ー ト、塗装され居らまる

又は水市13子 l亡て既塗装の木材等は不適。

第 五 表

被 主主 f豊 被 量産 慢 先走

石材、漆喰、コ ンクリート ( イ〉未塗袋

エタニット 、スレ ート

(ロ ) 71<硝子塗料自走塗装

態

汀 背 塗 料

未塗装銃塗装 lモ閥はら す・ コンク リート、スレー

ト等にも遡 し、 木材も 水 硝子下塗以外には使用出

来る。

水硝子下塗の上にはー舷に不遁

油 性 塗 料

71<. 硝 子、汀背質下塗以外の木材、金 属、硝子等

には油する。

水石w子、汀青質下塗の上には不適。

コーJレタ ール

硝子商を除いて大韓使 fl Jl H採る。

上の結果より各種被塗謹に劃する各積塗料の適

否をみる と、 次表の如くなる。( 第 5 表3

被塗瞳の中最も大きな部分を占めるものは、コ

ンク リー ト、 スレ ー ト、煉瓦等であり 、之等には

主として水石 ｩＡｪ 子塗料 、 汀育系塗料 、 コ ｾＩｊＮＮグール

が使用さ、れるのは上記の通りであるが、被塗謹が

長年月風雨にH皐され fこ場合は、 その表面は風化さ

れて極めて多孔性組織を鴛して居る f号、塗料の吸

込み甚Tごしく出来fこ塗膜は極めて附着悪〈 、色相

明度も鷲! 期のものが得られな い場合があ る。斯 る

時は例入ば71<. 硝子塗料K 就いて言へば、 その表面

を展色獅j のみにて

o  x  0  0  x  0  

o  x  x  0  x  0  

( ノ、〉ペイント 、エナ メル陛主主袋
，.  x  

x  0  0  x  0  

強備鹿理してお き

ョたに塗料を塗装す

ると 云ょ、が如き手

間もとられねばな

らない。コンク リ

ート 、スレ { ト等

木

事自

道、

金

くイ〉未塗猿 x  0  x  0 0 0  

(ロ ; 71<硝子又は (2) にて陵塗装 x  0  x  ×  x  x  

材

ゃっ木材防腐剤底辺 o  0  x  0  x  0  

( = ) ペイン ト、エナメル既塗装 X  x  0  0  0  0  

( イ〉未 主主 袋 ×  x  0 0 0  x  

子 ( ロ) 71<補予叉は (2)にて既皇室袋 o  x  ×  ×  x  x  

(ノ、〉ペイン ト、エナメル低塗装 ×  x  0 0 0  x  

( イ〉来塗装 ×  x  0 0 0  0  

級 物

〈口〉 低 塗 袋 ×  x  0  0  0  0  

( イ〉来 塗 袋 x  0 0 0  

周

( ロ〕既皇室袋 x  x  x  0 0 0  

x 不通 ( 1)  *局、子主主料 ( 2) 新硝子エマルジョン 塗料

。: 泡 ( 3 ) 灯背エマノレジョン塗料 ( 4) 汀背皇室料

くわ 1向性塗料 ( 6) コー ルタ - l V

が既陀71<.硝子塗料

で塗装せられ、既

に相首程度老化の

進行しTこもの〉上

に更に71<. 硝子塗料

を塗装する時は制

向性等の欠陥が聞も

無〈現はれる事が

あるから 、之の場

合も一度上記の如

〈前庭理するのが

賢明である。汀青

(以下69貰へ〉
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新興木構浩の理論と賓際 V lI 

四 建 方 に 就 て

新興木構造の建方は、jp; j ->< の合1¥材を現場で組込

みつ L 建て上け・る普通木構造と大分趣を異にして

居る。架構形態 K 依って能率的君主建方が案出せら

れて除居るが、接合部分が主としてヂベルを配 し

つ L ボールト締めを行ふ、此の構造では恰も鎖骨

構造の如く、議めノj、屋組を地上で組込む方法が採

られる。

勿論此の場合建方を ヨラ lil!: に置き 、部材の組込み

が友され1i. りれば友らぬ。スパンの大き在ものに

なると、組込む位置を決定 して、順序よく地上に

配列したいと建方 K 至って誠に灘t粧するものでる

る。弦材1' C. 1会材等を丹j ひた時はた易 く移動出来た

い許 Pか、組込み後不平均危地盤面を持歩い たの

では歪が生じて、如何共補正し難い結果にたる 。

重量の嵩む骨組はデ リツクを使川し君主げれば主主

らねので、建方の段取りも本格的に行五、必要があ

る。

第94闘の僚主主小ス パンのものは入手で柴 K 建て

上げられるが、和 k 大きなものに友ると、軽 k し

く操作出来たい。兎角工人K 敬遠せられ目安友新興

木構造の建て方を: ; j ，くの三粧類に分ち、批判してみ

よう 。

① 直 接 式 小屋組法

① 間接式小宮組法

③単位式小屋組法

此の名栴は筆者の附したもので、議論のi徐地も

あらうが、悲では1民に便宜上、Wr く記した課で・4う

る。

( 1 )  直接式小屋組法

所謂シヤ 戸レン工法と栴せられるもので、第95

聞の様に激め地上で、 スパン全躍のノj 、屋組を組込

みたる後、 1) 、ス パンのものは人力で、大なるもの

V J I 6 0  

宇 賀 神 行 一

はデリツクを f I l ひで建て上げる方法である。

非常に簡翠左建て方として、スパン 12; j {: 程度ー迄

のものたら先づ此の方法を採 JIJ す可きであらう。

各トラスの脚部を基礎 K 接せしめ 、地上組込み

を友し 、 三 えに主要主主る格易ｾからの破壊やトラスの

歪を防止する矯め 、負 はせ物を首て充分養生する

必要がるる。 此の養生の日的からト ラスの重量が

嵩t J ので、釣上作業 K 周到左注意を要する 。

今三滑節式木浩トラスの釣←卜ブJ 法に就て一言す

れば、 第961盆lの如く、ト ラスの脚部を基礎に接 し

て地上組込みを注し、スパンの中央部 K デリツク

第 9 4 園

第 9 5 置



を打立て 、 トラ綱を

以て安全た様 K デリ

ツクを 固定する 。次

に地上のト ラスに は

l品! の犠a . 養生を主主 し

トラスの鑓形を防ぎ

釣上ぐ可きト ラス の

重心黙を以て綱を取

付 げ、愈々建方に ;移

るのである。ブロッ

クの肇附等充分トラ

スの 全重量を支へら

れるものとし、釣上

げも手暗ウヰンチで、

除々に行五、方が無難

であら う。

小ス パンのものは第

97闘の述調思真の様

に妻I古[ には 11¥1桂、柑

等を組込み、建て上

げ る方法 もある 。二

小屋建て終った場合

は必十母屋、振れ止

小屋筋違等を取付り

て完全主主剛盟と した

いとトラスの将棋倒

しに友る 危険がある

次にトラスは逐次打

建てられ、|品lの順序

の様に完成せら れる

ので、建方としては

極めて簡単である。

第98] 副は替曲形充

腹トラスの此の方法

に依る建て方で、 /J 、

スパンのものに は最

過 と思 はれ る。然 し

範 k しく取扱はれる

矯め、危険は比較的

第 9 7 圃

、 ｾトヲ織

ウ持 。' r

ul-

JIl 9  6 圃

. 9 8 圃

多い。豊富おも此極トラスの建方中、突風に遭ひ傷

害事件を 引起 したことがある。

小スパ ンの三滑節トラスは池上で組込んだ後、

第96闘の J慌に養生を主主し、ウヰンチで、釣上げた方

が無難で・、叉トラス の歪も少い と思 はれる 。最 近

各所で行はれる 釘打トラスの如きは、専ら地上操

作で進められたりれば友らない閥係上、直媛式が

油首で透うらう。二階梁を附するトラス は第98闘の

如く、強め地上でトラス K 取付りた方が トラスの

鑓形を防止するに役立ち、後から取付りるとトラ

スに無理が生やる場合か 多い。それと云ょ、の は建

立げたトラスには何れ も多少の使形が起るので、

同一寸法の梁を宙Il nで納め様と す るには一方なら

ね苦心を要するものでdうる。

( 2 )  間接式小屋組法

木士吉三j骨節式トラスと 謂共其のトラス尻及頂鮎

の結合にピンを月j ひたい場合が多い。撚 しス パン

の大友る ものは、 是非共ピン金具の使F I i を附j め度

い。此のピ ン構造を採FIJ するととに依って建方も

非常に柴にた り、容易に悲に述 べる nn接式建方が

行はれるのである。間接式と云ふのは、ース パン

のト ラスを左右二個宛別価] rc釣上げ、宙 11¥1で頂部

6 1  VI I  
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" 9 9 聞

を固定する建方である。

第99岡の如き三滑節式のトラスを此の方法 K 依

b挫上げる場合は、地上で組込んだト ラスの重心

製I f ' L ロ{ プを緊結し、デリツクを川ひて釣上げる

のであ 名。

童心、鳥H: 求める震にはトラスの模型を泊り、強

め試験するのも一方法であらう 。 スパンの大友る

に伴ひ、トラスの重量も相官; 嵩むことであるから

ロー プやプロック等には充分安全喜容を 見込む必要

がb らうし、直接ロ ープをトラスの木部へ緊結す

ると誠込みを生十る憂ひがあるので、 油ｾｾｲＭ｣木Ｑ｜Ｍ Ｑ｜

を保護した吟ればたらない。此の目的の下によく

かんざし等が取付りられる場合がある。第 100 岡

は米聞に於て賞施せられた木逝大トラスの11f 版 式

建方を示すもので、中央音11の栂上で、片方宛釣上

げたトラスの結合を行てつ居る。闘に依れば釣上

げに際して特 K 養生がしてたいの は、斯る大 トラ

スでは各格黙では組ての材が締付けられ、叉鎖骨

構造に比較して構造物の厚さが大きいため、横の

剛性が充分で、あるから、負はせもの. 1 . ｾ必 聖 Ｎ がたい

のである。

此の闘の犠えに建方 K 於て、デリツクの位置と建

てらる可きトラスを地上の何鹿で組立つ可きかが

問題である。 一旦組立てられたトラスは、地 1'.で、

も移動するこ とは容易で、は主主い故、建てブJ を考慮

して最も油常た位置を選ばねばならない。

v ，， 6 2  

。t!

第 100 園

トラス を基礎 K 後 して脚却を並ら べて組み込む

と、ー トラスを釣 |てげた後、次のトラスの作業に

は必十デリヅクをトラス越しに修勤したげれば主主

らぬ刻t題がある。議で一方法と して第 102 闘の様

た建て方 を説明してJ，I. ょう。

トラスは張問30米内外の三滑節式ア ーチで、先

つ' 地上で、基礎と基礎の聞に岡の如く、! 内111¥を中 心

に各Ｎｫ ｾｦｬ 反して並列する様に車出るむのである。 ト

ラスの左右雨lria {e一見反撃: t f ' L 置く理由は、この様

K 配置することに依って、 トラスの型板が左右ト

ラス各 k 劃稿的K 全く同様友ものを用ひられて b

h 何れのもの を釣 1'.げても問機たトラスが組み

上げられるのでるる。掠て地上で部材を 闘の綾な

位置に馬を配 して組込み、各絡劉は充分 t亡ボ { ル

ト締めを行ひ、: ; 7Cf ' L デリツクを| 副の位むに 2 本打

立て、 トラ綱を張る。

先つ' 左右何れかのトラスの重心掛にワイヤーを

結び、ウヰンチで、徐. k f ' L 引上げつ L 、デリツクを

大廻りにトラスの ｼ 内 ＱＱｩ ｜ｾ 矢の方向に次第に基礎の

方 K 四時 し、 桂1仰を納めるのである。次に他の字

分のトラスを同践に釣上げ、徐. k ! ' L 雨トラスの頂

黙を合致せいめ泊世に緊結し、桂! 仰を固定する。

此の場合次のトラスを建て上げる迄雨 i商よりサポ

ート を蛍7て倒れる のを防ぐか、更にJ j J j のデリツク

をHJ ひて、次のト ラスの釣 1-'げに掛からなりれば

たら友い。此の犠友田陣式建方をすると、次のト



(i. l  

第 101 園

ラスの建方 K デリツクを - - ' <トラス越し に移動ず

る困難がたい詐りか、地上組込みが極め て合理的

に行はれ るのである。

二トラスが建て終った友らば母屋、筋違等を施

して、第 102 闘の様 K 剛性を附興 し友いと、 トラ

スが将棋倒 しになる民れがある。普通合掌組の建

て方 K 於ても 同様な憂ひがるるが、大張問 トラス

の場合は特に注意 して、 建て始め のーノj 、屋を充分

li切に固める 必要がdうる。

(  3 )  草位 式小屋組法

単位式小屋組法と云ふのは筆者の考案K 依る新

興木構造の手法で、 F rame H eappi ng Syst em 

とも稽す可 く、部材を以て一定規格 を有す る単位

組成枠を作 り、之 を左右の基礎上 K 組み込み、 次

第K 同様な組成枠を多数 ア { チ形 l乙積置、最後に

頂部で連結 してー曜とえに すのである。此の方法は

鎖骨の Dyagonal Bogen  System と糾するダ イ

ヤモン ト・トラスに も行はれて居る鹿で、張問30

米乃至50米 と謂 も無足場で建 て上げ られ るのであ

る。

今其の一法 を第 103 聞に就いて説明すれば、先

つ' 左右の基礎上 l乞ー構節のトラスを二個建て、之

の上部に中心束 を営て L 振れ止めを附 した組母屋

を取付 げ、桝型の単位プ ロック と主主すので ある。

次f L: Wr る単位桝型プ ロックを闘の様 主主斜段K 内側

からサポ ート を首てつ L 組み込みづ L アー チを 形

誼 る建方でるる。

足場・の必要は全然な い。重量の比較的軽い単位

組成枠を釣上げつ A 宙開作業主? 行ふのであるから

第 102 園

施工には割合に危険が砂い様であ る。

振れ止め組母屋等を同時に組込む、この方法は

直接叉は間接式小屋組法に比 し、 1)、屋組の剛性を

附 しつ L 建て上げる ので、作業の能率は著じ く増

進せられる。只だ般鳥ｾ とす る鹿は 、ヂ ペＩｊＮＮＮ の 緊縮

作業が宙 11. ¥1で行はれ る矯め 、座入式ヂペルを多数

配 した接合部分が多いと、ボ ーJ レト締めに苦心が

梯はれ る様に思はれ る。 これとてスパ ナ{ をフ リ

ーに したも のに大 き友把子を付 りたりすると、こ

の裏付f 多1)、補はれるのでは なか らうか。

建方と して以上三種類の何れに も麗 しない芳法

もあらう。

設に三種 の 建方 の 長短ｾ論 十る必 要 もあらうが

是は新興木構造の架構形態と 張聞の大1)、に依って

差異があり、 - -'<指摘出来友 い。 それ故設計に は

建方をヨ苦慮K 置 き、地上作業 と宙開作業の限界 を

明記 して作業者の成可 く安易な方法に援らねばな

らな い。

第 103 圃

( 以下69頁へ繍 { )
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額 設 住 宅 に 就 い て
春日 田

足当昆

5 ヨL

和田登君は 4 月27日未主;35才の若さ で忽然 と逝った。

和国君は昭和 B 年京都帝園大耳鼻工隼部建築息数室を卒業せられ直に大阪府轡察部建

築課に奉職第一線たる各方面の建築 指導 の賀際に笛られたるタト、全般計費た る地域建

築線等建築技師とし てあらゆる建築行政方面に窓枠せられ猶住宅建築方面にも多大の

関心を持たされ 、 ζ の方面にも大きな研究の跡を残されてゐる事は低に周知のｾｽであ

る。本編は そ のーヲ の現はれであって惜〈も之が同君最後の遺稿となったのである。

大東亜戦争勃費以来 4 ヶ月 lζ して始めて我が凶

土は敵樹の益製を うりに。2さ2誌が現賓となっ fこの

であ右 。幸ひ被害は僅少であって 、同土の誇は微

動fごにせす・閤民の防空精11I11
1はいよいよ高扮されて

列行こ。

我々は今後も亦空襲は必す・挫げ得ぎるもの t 究

悟しなげればならぬ 。岳製 Ｇｴｾ悟する以 ｊ 二叉若干

の;被寄はi l l : Et 1得まるも の とj巴はねばなら ない。

市してその被害 は言は Y 図説的犠牲と も見られ

るも のであって 、 災害者 ｬ 亡釘してはｊＮｬ ｍ ｜ＮｾＺ の 保護老 ｴ

Jl)J の方法を講じ 、謹か lて位: 居を興へ、生活資料を

給し不安を斗帯して、直ち に戦時に於りる生産部

商へ復蹄せしめる震の諸般の川意も必要な事であ

る。

幸ひ政府に於いては戦時災害によって闘児の蒙

る被害に就いて、つ U c考l症し、先般『戦時災符

保護法』を強不ri し、以て『戦時災害ニ 因 リ危害 ヲ

受ケグル者泊ニ共ノ家族及遺族ニ シテ守rr 凶臣民グ

ルモノ ハ本法 ニ依 リ之ヲ保護ス』旨を lリj 示し fこ。

岡家は牧察施設の供輿焚出し等、又被服、出兵共

の他の生活必需品の給興貸出 、叉瞥療、助産、撃

用品の給興、 埋葬等に至るま ｴ ｊｬ Ｉｊｾｾ し 、人 身的被

害を うりに者で、生活困難のものには生活、療養

ｬ ｩｬ 産 、 生誕［等［の扶助をｾし 、 叉 人的被 害を 袋つ＿こ

V I 1 6 4  

求、位宅、ー家財を失つ ?こ者等 Y亡霊J しでは給兵金の

支給等を話す ものであって 、本法内察K 就いては

既陀諸J e. の訂= し〈御承知の ことかと存す・る ので、

唯本文に於いては悦災者牧容J - I J の「仮設佑宅 J I亡

就いて極〈棚PI告を記してみよ う主思」、。

偲設住宅の建設

主製等の災害で仙宅をうたひ、生前のヌト;践 を喪失

することはー蒋困ることで 、何を措いてな、この

人々 をJ依存するバラックを建てる こと が念務であ

る。勿論被害者の世帯数が少ない時は 、一時寺院

Tごとか 、撃校とか 1'1: 牧容する方法もあるが、之も

駄目の場合は仮設住宅の建設がいよいよ必要にな

って似る。

第 5 保 救助ノ、耳現時災* ニ権リ現ニ雌急放助 7 必要 トス

ノレモノニ封 シテ之 7 低ス

第 6f¥無 数幼 ノ租i類左 ノ虫nシ

1. 牧容 地 殻 ノ 供奥

2.  焚出其ノ他ニヨノレ食品 ノ;給 奥

3. 以下回在

之は既に今迄'at 災、火災、水害等の:場合、地元

の刷係TiJ 町村が行って米fこ事?ごが、f臨時災害の場

合 ｬ 亡 ｾｬｾ って 、 閥系が放助 ｋ 乗 り Ｑ ＱＧＮす 事ｦＧｌｩＡ とつに の

である 。而して之が貰施 l乞闘する兵髄的方法、i列j



ι 0・6

611 

晶 ｯｾ

. 1111 卒 面 図

112 園 南側立面園

.. /  

第 2 園 北側立面図

11
2 園 東側立商関

へば建設戸数、位宅規校、建設方法、資材、勢力

等 K 闘しては、 厚生省の指針に基いて行はれ るも

のである 。

( 1 )  恒設住宅の建設者

臆念救助の震の11妥設札: 宅を建設する のは国家で

ι 主主」

閥係の地方長宜がその事務を執行するのであるが

救助に闘する若干の事] 頁は市町村長に委任きれ得

ること に成ってゐる。

全閣の防空重要都市はすでに市自龍 として防空

計量を持ち、従って市民の救助に闘 する 具韓策も

考へられてゐる ｾ［Ｚ であるので 、 貰際問題の黙か ら

考慮 して|紛係市町村長に仮設位宅の建設が委任さ

れる方針となって ゐる。

( 2 ) 建 設 土 地

仮設位宅を建設する土地は 、従って市町村有地

で防空J :支障の ないような場所を強めに選んで置

かれる 。油首な場所がな い時は、借地しなければ

ならない場合もお こる のである。時には奮位置に

建てる 場合もあ るかも 知れないが 、都市計認IJ .l .&i

6 5  V Il 
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第 5 園 (

l 枠材 1. 3寸 x l. 4寸 板淳 5 分

①日

iUlj整五11 を施す場合が多 いt:: らうから 、 この場合よ

〈よく 研究せねばならな いに らう。

(  3 )  億設住宅の規模及費材

従/> k のパラックは往々にして過群の弊を醸し易

〈、位居術生、 H宅政策の製fi か ら遺憾の思li がない

でも無かつ fこので 、この貼に留意し、仕宅規模は

l 戸首り 5 昨ヂ均 ( 1人世ち l坪の割合で見込む〉

で 、 ｉ ｾ ｉ ＺｊＩ 椋な Ｑ 椋 ＲＰ ［Ｚ ＱＧ の Ｔ 戸建 ｋ 屋を 棋 盤 とされ

てゐる 。
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-II玉三日-

一利一目E 十II 1'1' Ｚｲｦｦ ｬＭｉｾ ヨ

一戸す1Zト

ｾｊ 界市支 隊長ｼ了己一

一|総理係 1-

ＭＱ ｭ 玉三日Ｍト巨 互 ｭ ￎＭ ｉｾ 二 ｅ

回

目

班 長 l

工作員 3  
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③ @  

匝己
@l l ; l  HH|  

|口口凶同|

!i :1 11 :1 

⑥ 

① 

日園

旬E語

第 4 園 床板] J ( 壁板 I長9. 3尺x 6. 0尺 ・… ・8枚

{ 粋材 1.3寸 x 1. 4寸

l 板 l事5 分

全凶が ｾｉ モ可 ￬ｊｚ 的同一規模 、 設計を望む ｩｩ 撃である

が、勿論地方々々で材料の入手AA態も迷ょ、であら

うし 、材料の規治、設計上の1貫門も具ることがあ

らうから 、多少の地方的差主主は止むを得ないので

ある 。

×  ×  ×  

説; 十陀就いては先づ工法の簡易化により工作が

簡単、且迅速に行はれる桜なものである事が要求

される 。貫一際工作の場合は建設努力の不足もあり

建築の素養のない人々の労力$ 仕をも笠まねばな

らないにらうから、工法は 11¥来る? ごり簡単で、市

も能察の良い出来方を賛現するもので有l J [ f f : い。

厚生行で、その錆にパネルェt を係月j し、その基本

設計ぞ提示してゐる。

闘に示す核 ｬ 亡先す ･ 車 ､ ｬ 部ｾ組立て 、 これに ＱＲ 陸の

パネルを取り付りるもので 、パネルの碍. 類並建築

① 長3. 3尺 x rt 3・15尺

① 掃 出 窓 上 巾 6.0尺× 高3.0尺・… 4枚

① 巾6.01ミx j'.'i j  1. 8尺ー ... … ・・・・… 10枚

① Ｑ Ａ ｬｾ 慾窓

③ rt6. 0尺x ;oj4.  5尺…・…・…・… . .16枚

① 巾9.0尺x ｩ｢ｾ ＳＮＵ 尺… ・…… ・ー… 2枚

全資材殿堂等は ｬｩｩ￮ｩｬｬ とよって火種 ｾ ＱＧｬｬ 新して戴くこと

にする。向資材の佐得は一番却Wi J 題であるが、之

は各リ削除から闘係 三 ｖｾ Ｚｴｦ組合等 ｫｦ ｰ の内から辿絡を

とって前. 1己の込¥況: f f l亡いかなる場合も入乎 lH?{( る

よう に準備をして世〈のである。

( 4) 建 設 苦 手 力

安製時の虫1 / '是非常の場合には資材と共に持ブJ が

又最も不足し勝ちである。この話 lと「建設部隊」

を ｾ￬ 象め組織して泣いて救助の釘の仮設Ｈｊ ｩ 宅建ぷ ｬ 乙

括以せしめるのである。

大阪I{.f に於いても込・る 2 月中旬「大阪府建設部

隊 規定」を 出し、 ) ( 3 月24 日lとは「大| 以I{.f 建設部

隊」の結成式を単行しTこのである。

その組織並部隊規定は上記の通りである 。

6 7  V I I  



刊一-7- づ

[す Li L 2

L _i _ _ 一一一一

@  

.5園 建具及間仕切板

大阪府建築部隊規程

[ 覇軍

第 11阪 本部隊ハ空襲時ニ於テ共ノ a限災者ノ l次容

ニ充ツベ キ椴設住宅ノ; 建設業務ニ従事スルヲ以

テ目的 トス。

第 2fi 条 本部隊 ノ;本部ハ大阪府肱ニ支部ハ大| 渡市

役所及堺市役所ニ置クモ ノト ス。

第 3fi 条 本部隊本部並ニ支部ニ左ノ役職員ヲ置ク

1. 本 部

( 1)  本部隊長

(2) 副部隊長

(3) 部 員

下

l

I

L

-

-

-

l

一

. 司

曳弘

.6園 詳細圃

VI
，6 8  

1 名

2 名

若干名

l hト4

甫事

- h-
@  

⑬ 高9尺× 巾3_6尺. . . . ..・・ ・h ・・…・ 10枚

｀ｾ所登板高 ＶＮ Ｐ 尺ￗ巾 ＳＮＰ 尺・・ … Ｒ 枚

@ 板 戸 高 5. 7尺× 巾3尺

@ 出 入 口 紙峰子高内法5. 7尺

⑪得出窓紙障子高内法3. 6尺

2. 文 オ1;

( 1) 文 隊 長 名

(2) 部
J. :l  若干名

(3)  11}l 長 若干名

(4) 工 作 員 若干名

(5) 除 員 若干名

第4 u 条 本部隊長ハ大阪府建築課長 ニ在ルモ ノヲ

以 テ之ニ充ツ副部隊長ハ大阪府位宅課長及大阪

府営繕課長 ノ職ニ在ルモ ノヲ以テ之ニ充ツ本部

部員ハ大阪府職員ノ中ヨリ夕、11事之ヲ命菟ス

支隊長及支部員ハ大阪市、堺市ノ建築l捕係技術

員等ノ中ヨ リ知事之 ヲ委崎 ス

班長及工作員ハ大阪市、堺市ニ於 ケル大阪府土

木建築工業組合及大阪IH大工業組合所属 ノ組合

員 J 中ヨ リ遁世ナル米 ヲ本部隊長 ニ於テ委l凪ス

隊員ハ大阪市堺市 ニ於ケ JL 青年闘員及隣組長ノ

推薦ニ依 リ隣組員ノ中ヨリ誼首ナノレ者叉ハ建設

地 ニ於ケル青年闘員共ノ他誼首 ナル者 ヲ支除長

ニ於テ随時委rJl;Eス ルモ ノ トス

第 H 条 本部隊長ーハ知事 J 指揮ヲ受ケ本部除統率



ノ京ニ{-[ ジ建設業務ノ逐行ヲ拾岱ス

副都除長ハ本部院長ヲ断 ｂ 佐シ本 Ｑｾ ｦ， 陵長事故アル

トキハ共ノ] 政務ヲ代行ス

交際長ハ本部隊長 ノ指叩ヲ受ケ支部ニ於ケル建

設業務ノ途行ヲ措首ス

各 部nノ、本部長又ノ、支隊長ヲ輔佐シ建設業務ノ

逐行ヲ分推ス

班長ハ所前ノ隊員ヲ指抑シ建設工事ノ貰施ヲ 捨

任ス

工作品 ハ班長ヲ輔佐シ建設工事ノ' 1l 施ヲ分捨ス

隊員ハ班長ノ指おI[ ヲ受ケ主li 設工事 ノ質施 ニ従事

ス

×  ×  ×  

結

先般建設部隊の結成と共に大| 波市除、堺市隊に

59頁よち績< ( 装 備 及 偶 徽 塗 料 木 下 武 昌 )

質系塗料、コールタ ー) 1- - 等で顔料 を合むものは顔

料の租類 l乙よりスレ ー ト等の_ I -.1亡塗挫し fこ場合 、

時 l亡極めて速かに抱色する事が あるから注立を要

する 。硝子、錨材等被塗謹の吸込みの全然ないも

のに7kiii' j - J 塗料を使川すると、 IA4度の出J い時、降

雨の際等 l亡白化又は流うlとする事がある放、可成使

川は3 B! り? こ方が良い。

於いて建設部隊の賢地工作の訓練演習を行った。

大l医K 於いてが] 6坪のもの 2 棟、堺 t亡於いて 1椋

を建設し?こが 、充分その目的Tこる古f除私棋の活動

工作要領の習得に役立 ち得fこのである。

大 阪市除の方も 凡同様であるが、堺市除の例を

見れば20人 ( 5班) をもって 6苅ごを 3 同i' II日余で建

設 し、之より推せばパネル製作を強め準備す る場

合 I Ltさし、ては l 班の工作品、約 10数名の隊員を も

ってしでも 、;l fl '，品・の成績をあげ得るもの主思は れ

る。

空襲は何時うけるかも計り得ない 、建設部隊の

任 j芳も亦重且大である主いはねば成らぬ、建設部

隊は一朝有事の際、 その名 l引出しき f汚勤を鵡 し挺

身しなげれば相ならぬ次第である . 以上

要する lモ慌装門的 lて塗料を使川する場合| 亡は被

塗控の性質を充分検討して最泊の塗装材料を撰揮

する耳目f 必要で、不迦官; なもの〉使川は刷機、 組

裂槌色等の欠陥を問も Ｗ 尽く生じて塗ｾＧＢーとしての Ｑ 演

出を充分殻N' ずる事がIl
j

，来ない事になる 。

( 4.28)  

c任者ーは関西ペイゾト株式合従研究所技師〕

63頁よら績く ( 新興木構造の理論 と賓傑 宇賀神行ー〉

新興木桃浩の一大特色はこの建方にあるのであ

るから 、従来の木構造又は鍛骨構法の建方その偉

を墨守せすヘ fR; j -'< の設計'1亡依る架構形態に基いて

最も介理的な建方を案出す可きではなからうか。

( 未完〉

( 集者は日 本ライト建築株式合枇技師〉

6 9  V tl 



梅 旬 の 宿

藤 田 元 吉

降つては止み 、?止んでは叉 1
1
.年る栴雨の時候も近

づいた。蛇の鳴 く聾が四方陀満 ちて 、12分はじめ

じめ とした日が続〈。家 1j 1の所 k ILt設が生える。

管陶しい天ボでー一年.11  1}¥，( も不愉快な時候である。

然し彩、遣が 口をそろへて蛾ふとの梅雨友るも の

も、 ζ れ あるがために析の移植が出来 、その舟マ

レ一方面のパラ i貯に比べ数f!?のl枚穫を増してゐる

事を思へば、私達は栂雨 に到しルて絶大の讃院を棒

げて良し 、。そ してその利 I!j 法を令得した私i主祖先

の偉大ーさ にあらゆる感謝を表はさ ねばたらたい。

日本は瓦暑〈且漁ってゐるために 、蒸し暑く衛

生上ヨ;t??; に悪いといふ。それももっとも話である

が、 もし 日木で 、乙の: : uの温度をァモ の 土ま・たして

置き、険秒11各凶と同 じ粍111の水分しか広三試がr! dと

VII 7 0  

たかった念らば、それとそ動物植物共に 、，乾い て

枯れて 、あのイランやアラピ ヤ左ど に見る慌友 沙

説叉は荒野と友るととは菟れ淵tい事であらう。

「十日雨が降り積けば土方が殺れる」と私共業

界では言ふ位、との雨天の続くために突貫の工事

匙捗が意外に県取どらぬ事が往 k l Lして 4うる。

撚し数少い私達の経験によっても 、との梅雨の

時候よりも 、 9 月10月の秋雨の方が案外降 り続い

て、つい油断 して ゐた震に工1切に影響 した事があ

った。

私は今日徒然 tL ま .1. 1乞「ホトトギス雑詠選集夏

の部」 を読んでゐる と 、 建築 ｉｌｾｍ する俳句を少 し

抜書きして鑑賞して 見た〈たった。

×  ×  ×  

梅 雨 の 漏 ふ え つ L 夜 に入りけり 暁7K

わろうてはぞられすでたりぬ梅雨の漏 同

梅雨惑い!:I.r-5近く 、速くの回から早乞女の歌ふ

悶植 歌が 問 え，て 来る。ｾ［ｬ ｈ 、庇の陥には賓がえにつて

居る。- 1 - 繋の花が良 1' 1く、鬼灯の花も咲いてゐる

Ｚｾｲ の栴 ｬｨ Ｍ 葉 ｋ は蛙がともり鳴いてゐた。

座敷K も茶之nnlLも 、すでに23ケ所、金 ERやバ

ケツが世いである。「ぽちりぽちり」と雨が漏っ

てゐた。主婦は物憂い筑持 l亡とらわれながら 、タ

向ilJ の十t度 K か L つてゐた。

その時あたりが更に暗〈たって 、叉雨がはげし

く降って来た。「ぼとぼと」と些の止に落ちる音

がふえて来た。子イJt 速が? 爆開ゃあ 、母ちゃんと

L へも爆部よ」と大騒ぎである。今は笑ふに笑っ

て居られない気持で 、ーさらに胞や村iを綿動日せね

ばたら汝かった。

×  ×  ×  

訪へば子深山君主り梅雨の宿 立子

ζ れは;f;l 、の家を訪門した人のお生伺 の嫌であ る

「しとしと」と降りつ Y げてゐる泥尚道を訪れて

来た。途 中の品K は甘誌を植ゑる女がゐた。訪ね

た家の謀の奇11の花が「はらはら」ととばれ抑んで

門越のノj、織に流れてゐた。紫防花の 陸の花が水に

映えて美しい。

「ごめん下さし、、今 日は」

玄闘の格子戸をありると、狭い土I 1nにはd、さな

ゴム靴や赤いｾ，｜緒の差下駄が少し街 ｌ れて 、股 ぎ散

らか してあった。持: の聾に一人の五つ位の男の児



が襖をありて のぞいた。

「アツ、佐吉の IJ 、母ちゃ ん ! J  

と驚き聾 ｋ 叫んだ。うっとうしい ［ Ｇｲ ｴｉｅｉ の ｲ ｬ ｾ Ｑ で 、

〈きり切って緒本等を 見て ゐた子供 l宅、何か幸，福

が運びもたらされたかの按陀。

その聾 に「ばたばた」と ご、三人の男女q 子供

が走り出て来た。

科! : 訴もの子津山といふほ L ゑましき・l背 景 で あ

る。

×  ×  ×  

むだ友nnの多き佐居や俗雨ぐもり

ふ

叶

，

'
よ

"
'

川

4

L

・
1

むだたI i ¥l の多い佐居とは近頃一寸うらやま しい

住宅である。いかに小佐宅と言へども 、1F商や建

方が悪るりれば、むだた Il Hの出来友いとは言へな

いが。

木地建築統制規則が出来て住宅は 30坪以上のも

のは先つr 建てられえにいとせねばな らぬ。家旅の人

敢によっては 39坪までは許可される。然し臓によ

っては1lill 限を更 K 強化して 、25Tf 以下とじてゐる

所も ある。戦時間内ではあらゆる資材をむだに使

川しでは なら汝い のは論をまたない。 Wi んなj 伏勢

である事 を ￎｾ も承知して居ながら、 或る 一 部 の人

k は、るるが上rc増築をしたり 、l I i1i以以上の住宅

を建て 、それぞ自分注の特権だと% へてゐる 向が

ある。それは建坪の30坪までを木地とし それ以

上は煉瓦活か 、又は無筋コンクリ { ト: i 1! f にするの

である。との煉瓦迭と言っても 、床から屋緩まで

煉瓦構造とするのではない。クト廻りの草丈けを 、

育課η丈りである様な煉瓦積とするといふに廻ぎ

ない。幾等質 fli か、か ι ってもよろしから 、他人の

建てられない家に住みたいといふのが、その人法

の心理であらう。 私建設計者と しても 、なるべく

大きな立振な佐宅を設計したいといふ製門 J慾は多

分K 作ってゐる。と言って斯の様な人法の御機嫌

をうか Y ふK は依りに良心が有りすぎる。職; 努上

勿論さう言ム人建の意を迎えねばならぬ事はある

が。

兎陀角I見て1" は野務庁住宅とか、庶民 [1;: 七の大量

建設の11寺である。許可されて大住宅 を建てる事は

よいが、建築場の表の建築認可桝の札 となら べて

その建築の理 由主? 明示しては如何。例へば「焼け

出 され ｻ院 につき ｊ とか「水守 ｲ｣ｾ ひしため ｊ とか

誰が見てもイ ＿ 里 ｾ ｩ の出来る王 空 白であ ってほ しい。家

族が摂準より l 人多いから何坪哨してほ しいとか

言ふ 自由思想時11 : では更 rc ないのである。

俳句鑑賞が大縫俗事 に落ちた感があるが、人間

界の現象も 自然 のそれのー郊で dうる と汚へれば、

花鳥諏除を旨とするからには、叉宜でないといふ

パきであら う。

×  ×  ×  

続雨土|iqゃ大工ごと Uて小百姓 常UJ

先日「民家改iliJ の文化映誌を見た今、竹内雨

先生の熱意に栴讃を俸げたい。

採たの殆 どない陰雪な土11¥1、そして 、それは茶

之I l ¥l と馬尾( 堆肥場) とのIHIrとある。 ζ の小百姓

ー農村少年は新しい農村建立を理想、K2J きつ品 、

じかもなほ経j 1 tr的 t亡、悶習的になやみつ 与、皆 k

とUて働きつ Y けてゐる。庶民住宅の改善 と同時

に民家改善も 、更に叫ばれねばならぬ。青年の心

.nをむしぼむ大部令K 比して、同防隊| 家のMJ :丁の

大部分を農村 l宅求めてゐる現ffrc於 て を や で あ

る。

との 1' Jは忙しい1-11植 もやっと終った。雨は植問

rc-: まい7] ( をた 与えてゐる。庭には柿の花がと lま

れ落ちてゐる。' j : ! i ' A ' と茂った栗の柏にはふさふさ

とした限状の花が特異な臭気を放ってゐた。少年

は今 円は久しぶりで修絡の大工仕事をするのであ

った。

×  ×  ×  

火の屑ｾとぼして栴雨の造船所 播Ik

大東亜¥'1
1x"fi :のjl'¥ft しい戦果は岡民の理って感謝す

るととろ。乙の取ＺｗＺｾ更に確定するために 、 との

勝利を更に意義あらしめるために 、海上運i命に必

要な船舶の司令加は急: 眉の 事である。 iti 崎町はイトや

主: 夜を分かたや作業を績けてゐる。リベットを打

っすさまじい音が 、同の造胎所 '1
1
をひびきわたっ

てゐる。民赤に焼けたリベヅトを投げる職工、そ

れをひょいと受りて 、airri vetr で抑へ 打つ 職工

「パラパラ 、パラツ」と胎腹の餓板も 打ち抜けよ

とばかり。火の屑のこぼれ落ちるのが 、花火の般

に雨の ｉｪｾ rc美しい。

×  ×  ×  

停車場に這入りう1 < : りぬ続雨の犬 秋平

或る地方のIJ 、さい Illi の停車場である。建物も lリ1
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治時代の遺物らしい 屋根の勾配の急な 、下見叔

張の木造でるる。待合所の天井に燕が某を作って

ゐて、雨の中を飛んで来ては巣の中の子に餌ｾ運

んでゐた。門車を待つ人も少ない。 2. 8人の回合娘

が、ひそひそと 語りるってゐる。資応のぼあさん

は眼鏡をかけて、縫ひものをしてゐる。作者は待

合室K 腰を下して、外を見るともな〈克てゐた。

騨前の贋場を通って「ぽそぜそ」と、待合所陀這

入って来?と。 モルグル塗の土I l JI f'C、 「ぽたりぽた

り」と 足跡をしるじながら 、待合室をめぐり廻っ

て、また雨の中を 出て行った。

×  ×  ×  

梅雨撮って四山暗きや軒雫 石鼎

映識「土」に出て来る様な赦景である。

四 方 の山 ｫ は藍深〈級ＱＡ＼ 、 減 ＺｪＷｋｾ 落せば色融

けて流れんとする様である。聞は大方植ゑられ、

蛙撃は四方に満ち 、聞か ら聞に落ちる 7}くは言 も濁

って「とぼとぼ」と鳴ってゐる。門前の柘棺の花

は赤い。[ しとしと」と降り積いて、軒雫は「ぽ

とり ほ・とり」と窓の外に落ちてゐた。症がー居暗

〈なって来た。かすか陀見えL - ゐた山 k も煙っそ

しまった。

×  ×  ×  

天窓、の下に帳場や五月雨 秋防

帳場と 言へば船場あたりの古風な府機の門屋を

想、ひうかべる。 j占のI'i-¥I では丁稚小備が整理や荷巡

りを急: いでゐる。帳場格: 子の中では番頭がせっせ

と算盤を入れてゐる。その上にぬるい光を投げて

ゐる天窓があったのガラスの耐をじっと見てゐる

と、あたってくだりた雨が、すいと筋を引いて流

れてゐた。

×  ×  ×  

さみだれーのあまだればかり 浮御堂 7苛畝

庚い琵琶湖一商K 湖水も ふえよ とばかり降りそ

ｌ い でゐる。岸から突き出た浮御堂。計 Ｑ Ｑ の方 ｾ島

通ひ の舶が「ぽ一つ」と汽iJ ' j を鳴らしなが色行〈

のがかすかに見える。乙の縁に立って、しば ら〈

担与を見つめて居た。軒の あまだれが堂の周囲をめ

ぐって、美しいリ ズムを作って水商に落ちてゐた

雨の糸が作る無数の7Kの輪はノj、さく損ろがっては

互にぶつかり 合ひ消えて しまふのであった4

×  ×  ×  

VII  72. 

者11府楼品1[: 植1:11つ Y きK さみた、る L

最後 I'c t出い ながら自 1i J 自解。

朝 6 時頃、博多の宿を出た時は 、さ. ほどでなか

った雨が、筑紫王子野のその名も Ｇ 都府機 ｾｉ ｉＺといふ 小

騨に下りた時は、ひどい降り方となつてゐた。私

は友人と二人でで、篠つ〈雨の中を一つ4傘ミで

へ2歩歩いた。芹の花喚< l l 引11は数 日前からの雨で、

赤いこi-: もはだりて痛められてゐた。一人の百姓が

道ばた の植終った畦の草 を刈って居た。大宰府; と

過やる街道から少しはいった史蹟は草原の中に礎

石が黙 k とあるのみであった。賓満の連山を後に

ひかへ、西の方へなだらかな傾斜となって 、天拝

山の麓へ植田はつ Y いてゐ k 。草茂る中の礎石に

雨は打ち煙ってゐた。私達は朝まだきの雨に立寄

る客もな い 締 切ってある土産山の軒下で しば ら

く雨の小やみになるの を待ってゐた。

との応の硝子戸め中 tとは土 Eいものと補する瓦の

かりらが陳列されてあった。

ほど遠からぬ観世音寺の森からは昔を語る鐘の

美しい音色が雨の中を渡って来た。

(  6 月 1 日記)

( 軍事? は株式舎前土竹 中工務底勤務〉

婦人多事務と副利施設

中 川 了 文

御召によって、男子 には銃を執って、或はその

特技の職能をもって職線に立ち 、待機中のものは

銃後にあって 、生産般充 K 時局経桝の促進 K 従事

する後ある任務がめる。

婦人 K はそれにも増して 、銃後家庭の護りを固

め、第二園民の出産と 言ふ大役があり 、或は男子

努働力の不足を告げて段、何時十亡ても街頭陀飛び出

す準備が要求されてゐる 。

現下婦人皆努の叫ばれるとき 、彼女主主の措ふべ

き責務は絵一りにも大きい。 古諺f ' C f 女の三従」 と



言ふ言葉がめるQ _ r幼児して親に従ひ J r賊して

は夫I ' C従ひ J r老ひては子に従ふ」 と、 しか し今

日の如き前代未聞の時局 K 直面 しては 、その三従

とともに更に生娘協力と 言ふ大義弘が一つ増 した

轄である。

かつては働 く婦人達を指しては 「職業婦人」 と

栴し一斑の侮蔑の眼 を以て 眺めたものでめった。

亦その彼女遠の裡 K は男の生活力の不足から親の

生活の補助 l亡、夫の牧入の協力に接いだのも事買

ではある。だが今日の 、との婦人皆掛の聾は時局

下男子勢働力の不足が根本的動捗であり 、彼女達

自身にしても 、J炊入と 言ふ粧桝的僚件よりも 、進

んで時局認識普及の結果、愛閣的優越感を以て 、

飛び出す ftjf 向が頼著で、める。例へば自分迷の造っ

た弾丸がlrJ i 線で米英を 倒誠せしむるのだと 言ふ。

或は自分遠の手で縫った肌着を身 K つけて 、兵隊

さん遥は炎熱灼〈が如き iii 方の職場で、極寒零下

三十度の身を切る様な北方近地の誕りに円夜日食

を忘れて、務めて戴いてゐるのだと 言ふ，亦或は

自分主主で、奉仕したも のが、兵隊さん遠の傷の 、病

の悩みを癒し 、慰むるととが出来ると 言 ょ、良 l亡敬

l主狂気持と 、大ド奇る感激を以て働いてゐるので

める。

吏 K 今一つの主たる原因は工業生産の護遠の結

県 、作業の単純化が信Ij られ、その仕事は多年の熟

練 を要廿守、続時日で女子 iてでも修得出来る椋陀

友ったとと 、或は女子 J 精市11的 、身随的友る特性

が反覆的単純作業陀通してゐるととろから 、高度

の能率化が圃られるととと 、大部分の彼女主主が結

持前 の 補助的牧入を目標としてゐて 、 ｾｩｪｊ 積 年教が

短いとい弘、一般的特性から生産鎖充計註上一種の

不安 を輿へ乍らも低ｾ銀 ｬ 亡て有利で、あると言五、が

如きとと が E も注 目すべき事項でめらう。

x  x  

5事故調繋令が稜令され、青壮年登録が質施され

たのも 、その主左る目的は勤努移動の防止である

移動の原因は勤務時間が長過ぎる。所謂酷使のた

めの過労が大多数で、健康の勝れ友いと 言ふもの

が多い様でめる。勿論作業的被害に因するものも

あるが 、前者が大部分 を召める様である。それ等

は副利施設の完備によって 、或程度防止出来主主い

ものでめらうか。大原財岡倉敷工場の 、施設或は

谷出 ｦ エｾ監有官の調査護衣を見ても 、 彼女達の希

望と 、不平不満は副利施設中心のも のが多いのよ

りみても 、そρ 心、要は緊急: の問題である。

歩手働商品論時代は最早過去の弊働史のー頁に繰

入れられてしまった。現下園を喜怒げて 、大東亜職

年完途へ一億火の玉とたって突泣ーすべきときでめ

る ε 間家百的のまへ陀は資本家も労働者も友い。

倶I ' CViiIJ み共 K 苦しみ賭びと楽しみの勤持を味ふべ

きでめる。 r一人の暖衣胞食も許さぬが 、一人の

餓死も出さぬ」 と宣言 した近衛前首相の言葉は飴

りにも有名である。

働〈婦女子 tて副利施設を輿へよ 、それは救護の

問題も主つはる。高IJ 利施設の設置によって、敬養

をつけ高めてやると とが出来る。吾閣の心鋭部と

も守 はれ、約: 骨量i者11市とも栴される 或者11市を中心 と

するその周回音I1の令祉、工揚及之に類する職場々

々にお［ｾ、てきへ 、 との副利施設の完備した所は齢

りにも少 ｉｩＮｾ 、 。 時局常込的左中し詩的なものが備

ってゐても 、質際 fCは「酷使」でその時聞がない

もの 、或は多少の時聞がめっても 、治勢陀基〈も

のが大昔f . 分ではありはし左いか。

彼女ー控の年齢についてみると 、厚生省調査 K 依

ると 、大正ドの52% が二十歳未満の青年子女でめ り

それにつけて考へられるのは大部分が米持者であ

るととでめる。体調査の内の未婚、師婦別をみる

と既主将- ?- i . ・の率は 、17. 3 %でめ り、米解者がl堅倒的

で、あるととカf わカ、る。

赦舞伎における( 新摩IJ においても同じ様なとと

はｾへるがＩ女形は舞踊の素養がなければ物腰が

柔らかに附かぬと す はれたものである。

家庭 l亡入って、やがては妻となり母と友る。従

順友る世1・話女房とたり 、第二園民の養成 K 首 る。

即ち良型賢母とならねば友らぬ彼k 主主が、その若

きと ろの務めのため陀 、その教養 に快ける部商が

乙ちり 、非難されるが如きことめるときは 、それは

111たる彼J;:: 自身濁りの問題陀 il まらや岡家的重大

事でめる。

勤ｾ、抗女子の敬養の問題は婦人皆貯の今円とそ

日付喫の要件で める 。園民製佼で Ｍｊ［ＺＺｾ 昇段で 、 彼ムＺ速

は裁縫も Ｇｾｩｉｊ 烹も鵡儀 作法前般奥儀 を 極 めたととで

あらう 。そして常識ある教養の備った I! 女 1/ とし

て賢枇令へ送り出されたのであらうた 、岡家的要
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求とは宵へ 、1l 鯨見右中の、立はL I i 備中の叉は待

桜中の tぺUi -J. 謹が一時到If ) ， I ' C っかねばたらぬとき 、

その肱揚において集区的生日殊 K 年齢の接近した

尻主f 謹の関係のため 、芳は男子建中に互して 、と

きには男子を駆使してゆかね ば友らぬ 関係で、不

安日/ f 識の松K 言語、就作が荒むととは』むを得1 i

L 、事情であるが、とうした荒みを 、やがて家庭に

かへそ彼女誌に副利施設 K よって、日ん裁分宛で

もその略i7Xみを 取反してやりたいものでめる。、

ネ!ー殊 の方面( 織*11;産業方面〉を除いては 、地方

出稼による合宿生活者よ夕 、者1¥市及其近郊出身の

遁勤者が大多数を占めるととは数々の識者の蛮表

に依りても顛箸である。 ffdってとの高1J 利施設の要

離を拾ってみれば

1. 更 衣 室

2. 洗 面 所 ( 便 所 )

S.食 堂

4. 休 憩 所

5. 曹 務 室

e.教養的施設

7. 賄寅施設

8. 作業閣の要項

① 更 衣 室

女子のみの職場友らばともかく、男女混野の職

揚においては、女子専用の更衣室を巌然と区別を

する必要がゐる。 何れの訳査研究をみても彼女達

は不平として、不満として 、そして希望として第

ーに更衣 宅の区却を要求してゐる 廊下や他の部

屋と完公たる仕切を設けて 、彼女達の出動基地と

して興へてやりた い ものでめる。

① 洗 面 所

便所。更衣室と不可分の関係に あ り、若手用医 ;¥¥IJ

して、明朗忙して清潔感を興へる施設を有して 、

殊I ' CJJ ' l 芋用のそれと異にする特別期聞がo れ そ

うしたもの L ためにも ‘ 感覚的にも清々 しき設備

にして 、f立!Ii も職場から官余り遠去ったNiで な〈 、

近〈 に設ける乙と。亦男子用の方 Ic: 殊に多いであ

らう。落書の問 !畠もな然久子には皆無とは言へな

いだらうが jをにおいては遥かに少であらう の之

等も待遇と救護 の如何によ って解消する問題でゐ

らう。

③ 貧

v ，
1

7 4  

ol!f， 

王ｾ

lisiJ くもの K と っ て は 食 堂 は休憩宗と共 lモ繁し

いj珂でのる。 ヨ事J. 'I刊f .'円山'1れ山iじi

ば最良でで、tゐb らう丸。 席は卒等のf待毛寺l遇席にして 、中央

かE該2は一段高い所陀室の中，心むと完友主るべき奔喧を設

りる乙と。諮堂には天! 帽1胃習、 大紳を奔犯するから 、

此食堂と教養室陀は 徳太子を安置する奔担を設

へるとと。そして食事の前後、お祈りを捧げる。

聖徳太子は日本悌教の始祖にして( 印度伸教に

非十支部 Ｑ ［ｊｾ教に非すっ例 工 裂 、 技術の御開拓者で

あるから 、男女共太子の信仰をおとたっては友ら

友い。殊に有名友る三教義疏( 法華義疏、維摩義

疏、勝宣義疏〉 中の勝宣義疏 とは特に太子が日本

婦人のため陀御説きに友った大来経典でめるから

到j 持婦人の信仰は絶臨的のものであると とを明記

する。

④ 休 憩 室

例へ僅かお: る休憩時間とは言へ、彼女達をして

心からの慰安を興へてやりたい。作業に協調 した

障を鉢める落付いた色調の室、壁 、天井、床、調

度類にも留意するとと。亦植物等を遡蛍に配 して

視力の保養陀備へる。

騒音の裡に働〈ものには静か友落ちついた「青

紫レコ { ドJ 等の設備も 亦悪〈な いだ・めら うし、

教養を高める上にも可とすべきでめらう 。或は激

E停に従事するもの。坐的作業 、中腰、正ド中目安作業

の者には 、それぞれ「ラヂオ臨操」等適宜の設備

を利用せしめるとと。教養施設の方へおいても良

いが、組い雑誌や週報類ゐ詰物又は時局解説の壁

新聞等を要領よく配すのも良い。或はとの時聞に

昨 夕家庭で{ 土Eをした間ひものや、編みもの L 捜き

をやりたい者もあらう 、そうしたととも任意に 出

来る様K しておきたいも。のでめる。之も男子休 Jt !

室と区制する乙とは論を待たない。

⑤ 皆 務 室

男子のみの職場友らば、外傷手首の準備が簡単

たる内'f.HI' .J 施設で良いが 、婦女子を預る職場にお

いては婦人専別の商務室を造り 、産、婦人科底的

施設をして 、之に更に保健婦をも配し、例月の生

理の鹿世を遺憾なからしめる様にし、殊に男子に

比 して肉櫨的 l- c 識弱たるため、結へー夕、保健的準備

をするととが必要でめる。知 Jとの並U; 苦手移動の主な

る原因は、乙の ｩ 刷出 ＱＱｾ 施設に依けるものが亦多い



様で、ある。

@  教養的施設

溶トj いた日本聞 を用意したい割烹の講習、手1-1洋

裁の指導、茶花道の体習等僅かっs つの時間で・よい

一日一度努後の何かしら精利I的友物足らなさを補

ってやる。時 K は演劇 、映司i等を備すとと も出来

る稼 K して おけばよい。 之は問者t によっては講堂

へ もって行っても良い。亦彼女等自身の自作自演

の紫しい催しにも提供してやり たい。一度び家庭

へ蹄つてはそうし た色余裕のたい ものが多いだらう

、から 、休疋!時間又は放課後休日等の寸時を割愛す

るととを自由にしてやる。

⑦ 購 買 建 設

計霊粧桝下生爪必需品市般が配給制度によるが

配給切符 をうけてきへ ￭ｾｉｊ 延々長蛇の列を長時間続

けて求 めねばなら ぬとき 、f1i 均くもの l亡は到底そう

した時間の徐俗がある筈がない。特殊施設で公平

なる配分の受けられる; 段取計ってやるとと 、之は

既に或程度質施さ れてゐるからそ れに踊れ放い。

⑧ 作業圏の要項

職揚内の耳I-I'C就 ては 、その作業によって共A' q:!J  

殊の施設のある事であら うが、差文への友い限り

椅子を提供してやり たい。立業、中腹作業宇中政

作業主宰が艶製A" J I ' C みても一考を要する賠が多ん ゐ

り、亦その床についても重工業方面では土聞が多

〈、 その他の月iでは「コン クリ ー ト」が多い犠で

あるが、出来得る限り板間f立は設けられる絞 l亡し

て、 性質上支障を来すとしては何か泊首の策 を諦

ぢるとと。精単位機z械、静的作業、事務系統の職場

は勿論保温施設があると恕ふが 、冬期の防冷施設

は!J 1子職場の気持で取扱ひは 出来友い。

以上纏 b の無い断片的えにものでは めるが 、要は

婦人十年務の今日 、それがために彼女達の天職 K 被

害の危い様、亦勤努移動の防止等 K 直面影響める

問題を 列記した誇でゐる。

次代の日本: を背負五、第二園民を良〈造り 上げる

も、悪〈す るも 、現在の青年子女の躍質と 教 養如

イ可にかかはる問題でめる。

技術 の錬磨と 精 fftrl lの問 jf; 。彼k 主主の錬成と 躍制

保護と指導、教育それ とそ使月j するものも 、使用

され るものも 、Ji" 時も忘れるととの出来友い問題

でめらう。

軍捕J f l の母、荒鷲の母、産業戦ゴ の母、それ等 母

と'J'J.る 人々 を諮るとと は吾等! 亡奥へられた義務 の

一つである つ

( 号E者は 中西六郎建築事務所効務〕

和田君を偲ぶ座談奮

時 昭 和 17年 6 月 17 日

所 大阪府醸土木部

出 席 者 ぐ五十音順〉

岡田、川勝 、駒、玉置 、恒問 、錦江l

f;li 見、吉田

A 一一それでは司舎者を務めさせて頂きますが

和問調は一寸珍らしい位人間11木山lかな人で したが

それについてどうぞ っ

B 一一先つ和 問君ーは子供好 きで有名でした。 亡

〈たるこヶ 月程前私共家放連れで遊び、陀行きえ し

た。双方家旅を作っ て大和川州、へ出掛けま したが

和m君は元来どちらか と云へば無精なたちだった

l亡も拘はら や、共の時賞 lてよ く子供の面阻止見 ま

した。それが自分のうちの子供許りでj尽く、私の

うちの子供の| 立話まで同様に土め土めしくして児

れ主した コ

それで、うちの子供えにんか大暦よ く慕ってゐ まし

た。

C 一一一 そろ ですね 。 うもの子供もよ〈なつい て

ゐ士した。子供lて封 して賢K 愛想、がよい。それは

大人 の気持を以て子供 K 接するのでは無〈 、全 〈

子供の心の 中lて立ち入ってし去って ゐ去 した。

D-ー一人間M、!設かな人は皆子供好きですね。 !11F

1' 1 : 自他の子供のhl[j} lj な く可愛がる人はね。

。一一ー寸イ共好き な人民悪人は有 りません。何時

か和田1'¥が丹 誠込めて仕上げにi'EhK:曾を子供さんが

滅茶苦茶に塗り潰 し?こ事があっ ?こが 、只笑ってゐ

る丈で一言 も冗談にも 1叱り付けなかった。

A - 一 兎に角めれ丈子供を? 可愛がった 人は珍ら

しい。和問 者の性格をよ 〈表はしてゐる。

E 一一ーうち の子供友んかも特段から可愛がっ て

貰ってゐたも ので、す から 、 和問 ｾ Ｍ
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聞いて子供心l亡も 随仔1詩集げてゐ去 した ヲ

F 一一 守イ:J:t lて劃 して非常! て深い印象を興へてゐ

たので・す。

ａ 一一子供 ｾ 許りで友〈 一 般の人にも深い親し

みを感ぜしめま したが。

c-一先年松村君が亡 く友った時など、自分の

からだ、の具合が少 し悪かったにも拘らや、調りで

奔走してゐ去した。

A 一一食堂でめの舘鈍を頬張って物を言ふ顔付

が今も RI1l f ' r. ，吃ぶ様だ。 ( 笑聾)

? 一大 した ヌーボーで靴峨 仰 騰 か た か っ

たし泊檎の緒策友どよく着てゐる服で拭いた( 笑

聾)

B- 一 自 分 の服丈友らよいが、時には人の風呂

吸で、獣って拭いた( 笑聾)

F 一一 それでゐて少 しも憎め友かつ? こ。

A 一一全 〈生れ付きの性格ですね。自分のもの

と、人の物との見境ひを付けるととさへ面倒がつ

1: 。全 〈愉快だ。

G 一一一兎 K 角買に好感の持てる人でした。 始め

て出合勺? こ時の印象が何時主でも残 る人です。

D 一一亡〈なつ に荒木君の遺児育成資金 の狩集

めには所謂 「十一合」幹事 として随分骨' を折って

ゐましに。

A - 一和田君は元来蒲柳の質であっ? このに 、 よ

くあれ丈ヌ ーボ- K t J : れにものですね。虚弱質の

人に通有の紳経質えに所が主主い。 修養 l亡1;{{ るのでせ

うか。

G 一一いや 、やはり あれで病気 に劃して丈は神

経質でし1: 。特にゴミを恐れましに役所の宿直の

時友ども稀闘の磁いととは言はや、部屋の中の濁

つに 空気に就いてをかしい程気K 病んでゐ去し? こ

夜静かになると 、主! 閣かき 廻 された部屋中のゴ ミ

が次第に鋲滞K 走t < 模様が音とえ主つて聞えると迄

言ってゐまし? こ。

A - 誌は捷 りますが、和田君は誠 lと趣味の盟

かた人で、自分の職業もーつの趣i川、の針象として

ゐる位でしにね。それ等に就て何か。

C 一一最後に臥旅するつい二、三目前まで繍を

描いてゐまし? こ。 校10: 侍頃迄も頑張つ ? こりしにの

で、直接にはと ん友事も いけなかっ fこのかも知れ

たい。それから歴史l亡趣味を持ってゐま しに。与
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生時代建築科研究合と 云ふ もの L 同人と して 活動

してゐ 主し? こが、此の研賀舎の課題は歴史が主で

そのにめ特に 日本建築史な るものには造詣が深か

つに。

A 一一 趣味の日本建築史 と言つ に所ですね。彫

刻に就い ても玄人はだしの域K 達 してゐ? こ。形の

方面丈で完工〈構造の方簡にも探い理解を持ってゐ

ましTこ。

G 一 一亡くなるよかし前建築線係員を連れ て法隆

寺其他へ出掛けましにが、逐一説明案内 して廻 り

ましに。

A 一一和田君は叉よ 〈隼が立 ちま U1: 。同君が

此鹿へ採用される 頃はまだ試喰がめつにわけです

が、件文の問題として確か「建築行政に劃する所

懐」とか言ふのが出まし? こ慮 、和田君の答案は賢

l亡群を抜いて長文だつに のです。縛 -'<1こる富余裕と

豊富友識見を盛つ Tこ名文だったと記憶 してゐます

然し卒素絵り 舎か主主かつに畿で、すね。

B 一一 作品は徐り あ りません。

c- 一一平素俳句の審物友んかを読んで楽 しんで、

ゐ?こゃうです。時 k 近詠と帯して作品を見せ fこり

しましに。大腫和田君は鑑賞方面I I K非常に多趣味

で、日木建築、悌像、繍識等到らざるな〈 、反商

創作は絵 bやらたかっ? こゃうで、す。

A 一一芝居や映暫は。

C 一一大関め 与言つに底は 空気が悪いからと言

って行きませんでしに。

A 一一和田君は皐佼を出ると直ちに府躍に入つ

にのですが . 建築行政界 iζ 於ける足跡と 言つにも

のに就て何か。

D 一一昭和 9 年頃 日本建築協合: 念大阪騨前直劃

整理案の懸賞募集 をし去し? こが、此れに膝募 して

佳作 l亡入 り去し1: 。

C 一一ーめれは荒木君等との合作 I' L依 るもので、

向教育塔や紳戸の公合企等に もやはり他の人 との

合作で舷募してゐます。

D -一一県生時代から凡て自分一人で作製すると

とた〈 、大抵の場合共同製作をやってゐまし1: 。

自分丈で纏め上げるととは稀でしに。

B 一一非常に設計が好きでし7こが 、何時も他人

の設計ーに助言 し官、ひ本j を興へると 言ふ風で、人の

後楯となってゐ去しTこ。 隠れに功績が多い。



D- 一住宅問題! ても趣味を持ち 、時 k I朗」等

にも護表してゐま しTこ。

A 一一役所 l亡於ける最後の仕事もやはり住宅問

題に闘i師してゐまし? こ。亡〈なる少しj j ( j 、大阪市

の努務者住宅の卒面計査の打合せ合に私と ー紺に

出弐 し?こが、和田君の意見が出て案が修正さ れ?こ

ゃうた共第で、すD

ぞれが最後で・す。住宅問題 lζ 劃しては古くから

闘心 を持ち 、丁度私が建築総lと居fこ頃、首時の係

員和田君其l也l亡劃 して長屋 の平面計illl と付出題し

まし? こ慮、和田喜一は最も盟富K 資料を提供して呉

れましに。私は此の案を具盟化しゃうとし iてゐる

内K 建築棋を止め Tこりして其の陸lて怠って しまひ

ましにが、地域信iJ 等l亡関して何か ありませんか。

D 一一よ 〈都市計葺謀へ; 立見を隙ぺ l乙来ま しに

A 一一都市計輩、住宅問題には非常 i乙! ruWを持

つてはゐ? こが、扱て自分の職掌の立場と結び付け

て考へ? こ時、どうも行政上の事・務蕗理と言つにも

のは甚だ面倒えにとと IC思ふ傾向があっ fこ。裂する

に理想家であっ fこわけで、す。

D 一一世の巾の色んた煩はしさが嫌だっ 1こので

す 。大関官ｾと して杓子定塊 ［ こ嘗てはめに考へ方

をするとと自胞が嫌だつにのでw す。それで官吏と

しての自分自身の地位身分等と云ふものにもを く

無関心で・、自分が地方技師fご等と云ふ忠誠，ま全然

持つ ｔ こととも Ｑｮｾ カミつ ｦ こらしい。

A- 一主主〈至芸術家肌の一語; 亡霊きる ので、すね O

B - 一 僻令たどポケット l亡突込んTご値何時主で

も忘れてしまっ，てゐ fこ。兎l亡角襲ってゐ fこ3

ａ Ｍ 一一 之れで大槌一通り ｾ ｉｾ も了つ ｦ こゃうで、すか

ら、此溢で 、どうも有難う御座いましに。

〈恒岡記)
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阿 武 野 勝 景 園 ・・・ 日 本 赤 + 字 社 大 阪 支 部 病 院 分 院

( 昭如 17"F- 7月4日 中邸軍司令都険制調)

斗引［Ｍ ｾ 1  

| 寸「 一i I  I  !  I  l' l  

ド十ヤ Ｔ ・ ｟ｌ ｾ ー マト Ａ 一日」

13_ 病 棟 一 階 平 薗 圃

「 一 一 「 吋寸ｾＮＮ

14_  痢線二・階- ' F - i I 面
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務 曾 ( 第守回〉

5月4 日午後5時 45分- 6時

陳列場

思 惑

主 言 己

主 計

調 斡

常

時

wr 

出席者 竹藤菖1] 合長

柄 本、中西 、薮中

小 林

大下 、小 林 、e島田

凶 事

1. 五月例舎に関する件

2.合員詮衡

繍 告

l. nnきi併合協議委員令報告

2. 3月分合計報告

3. 出征、除隊報告

骨守

時

所

出席者

備

務 曾 ( 第 10回〉

斡

竹 腰冨IJ 合長

池 田

中西、西 海

松久保、小 林三、

年 国

大 下 、小 林

諸 事

1. 合1M銅製の 件

2. 海軍大臣宛建議の件

3. 記念事業幹事長提案の件

4.合勢幹事長提案の件

5. 等合招待娩蚕舎の件

6. 法規抄纂宣並行の件

7.定款5汗究促進 @ 件

8.合員詮衡

告

1. 記念事業各部舎の件

2. 四月分協合々計報告

3. 入管出征等

4. i海軍技術総募の件

う. 井上i¥il J 合長よ り宮古骨池厚生住宅

民 セ メ y ト配給に闘するイ牛

綴

時

所

出席者

住 宅 委 員 曾 〈第4回〉

6月 12 日午後61待 - 91侍

倶楽部室

委 員 長 伊 藤

委 員 石 井、岡本 、 rl' !i U'

矢 同

議 事

1. 岡本氏提出案の中間百[ 焼付各百・

員に配布し共れに就いて研究の

意見を求め綜合決定をする怒と

す。

Ih住

所

出席者

編 揖 幹 事 曾

6月5日午後7時一 71待50時

陳列湯

幹 事 長

常 務

幹 事

小 林

伊族 、f府間

尾組 、) I
i 勝 、柄 本

塚本、西杓 、宮 崎

宮 問、志賀

議 事

1. 8月抗原稿依1廷に付協議

2. 7月盟主に絶筆とされる和国登氏

) j j ( 陥渇哉の震追悼文はしがきを

掲 載 の 事

時

)iJf 

出席者

第 図 書Z 曾( 第U 回〉

3月ぷ日午後6時30分 - 8時

3J 分

倶楽部室

主 査 渡 溢

委 員 小西、木 村、弁 よ

5月19日午後6時一7時 3J 分

陳列場

理 事

監 禁

主 言己

主 計

議 事

1. 前 7項目に3討する各委員の: I a 見

を纏め 、渡主是主査より各mに渡

り試問の形式にて 各委員の回答

を求め共の上九て 決定 す るllJ と

す。

時

f抗

第 四 部 曾 〈第 :2:司〉

5月28日午後6時一8時30分

陳 列 易

出席者 ｾ＾＠

員

伊東宗太郎

木村、清水、西津

松久保、阿木、

岩 昆

幹

委

議 事

ＱＮ 先ｾＮ｟ i;室付 の主査提案の四祭はー

時保留する事とす。

2 建: n ; 聯合協議の凶官官舎3容を参考

として本部舎は獅自の祭を建て

る総各委員 は 今 - 1 l L 攻究のよ 主

事 宛訴さを作成主主付共の 上 合 合 し

綜合思想案を作る司王。

第 四 部 省 〈第 13回)

6月6日午後6時ーヲ l待

隊列場

協合側

時

wr 

出席者 弁上高リ合長、大 和

書 記 長

伊 東

弁 上、 岡本、木 村

諸点、酉問、松 久 保

車半

委

事

員

議 事

1. 各委員よりまを [Uj あり弁上割合長

より 答鋳あり額 々協議の結果令

長へ答申壬決 Jζ す。 併協議の

回答により思惑各位の意見取級

めの上合長決裁建来事 舎 へ 回 答

する事とナ。

盲 貝 静動

入

曾 員

若手点在君 天王寺区上納屋 町20

宮後m‘ 主務務所内

Ｈ 宮後ｾＧＴｴ事務所 〉

市l j I 戸市湊Jf: CIi ' ! ' [荒田 町

Ｓ の Ｚ ｏ ｾ ( 兵庫県五建茶

石田

依 田 季吉君

事長〉
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岡 村 正 三君 紳 戸 市 須 隣 底 庄 山 町 染 問 i8 ( 京都市役所 太田 弘 君 際 島 市段 原 新町313

3の7の 16 ( 兵庫県系綿 管繕昔日 ( 瞭烏餓道局〉

務 部 管繕ｾＩ 本出幸クて郎君 京都市左京区高野竹 賀 本 一 男君 徳山市戎町、 山田久

戸川 秀 夫 君 東 区 石 町 l の2 C株 式 屋 町7 C京都市役所 熊方( 株式曾軍士清水

令 市士銭高組〉 主手絡郊〉 キ且〉

得能久正君天王寺] ; l ' l l 生玉前町50 吉田 忠 勝 君 府 下 三 砧 郡 妹 舌 村 手 : 片 ｾ ｲｲ 勝 君 小倉 市 砂 津 砂 l京 町

( 詰主幣局管絡線〉 正 雀78 C大 阪府建築 267 C徐 式 曾E士清水

長 淑 惇 君 京 都 市 上 京 直 千 本 治 際〉普通賛助員 ヨリ 奇且〉

リ出世稲荷東入主税 車事格 金子 二良1¥君 稲 l河市紅家町21 、清

町 803 C合 資 合ii tl: ｾ＠ 本山 虎 彦 君 東 成 直 生聖子 田島町 l 水組九州支信 内〈株

ラノ工務医〕 の 1447 C建築設昔十自 式合紅清水組)

樋口 金 治 君 紳 戸 市 灘 区 永 手 町 l 経〉
金子 安 男 君 際 為 市 千 田 町2の713

の27 C株式合軍土竹中 事在国 芳 雄 君 京 都 市 伏 見 直 竹 田 内 ( 瞭島餓道局〕

工 務信) 畑 町98C京都市役所〉 河野 巣 君 山口 j孫熊毛郡光町光

宮 氏 幸 雄 君 布lt 戸市淡m: 嶋 越 町 仁 張 一 郎君 ー京都市伏見区深草ケ 弁清水組光出張員詰

134 ( 兵庫勝総務部 ナサ町25 ( 京都市借 所( 株式合枇清水組〉

聖子絡事l O
絡部〕

木 谷 哲 雄 君 央 市rPt 町際部1、清水

山本 直君 吹 田 市 1068 C合 資 令
i率回 済 君 南 区 問 屋 町35 C株 式

組作業所内 ( 株式含

長士 E ラノ工務広〉

合批鹿島組〉
『止清水組)

小 林 信雄君 需Ij l戸市兵mt m: 浴崎通

卒野 清 君 住 吉 区阪南 町 四 l の

木 r.l l 恒 義 君 成 島 市 猿 楽 町58清水

2の31 の3 C兵 庫版建

57の3 土木建築請負

組際島出強所内 ( 株

書提言拒〕

業( 白書手〉

式合耐: 清水組〉

坂口 恒 男 君 東 成区北 中本町 2 の
衣川 .. I E . 後君小倉市室町 l の42済

38( 株 式 合惟銭高組〉

地 方 禽 員

水 量 ｅ 九州、 ｬ ｾ 主庖 小倉出

関 卒八君 北区都 島本立li 4の2 安 立 寅夫君 東洋俊械株式合証上院 張所内( 株式合枇清

赤 穣 貞 雄君 布 施 市 中 ノj、阪53-1( 安 品工場 内( 東洋機械 水組〉

金 5語道株式令最土) 株式合最土) 熊 谷 i的 君 繭 阿 市 警 国 本 通 3の

芦 間 喜一 君 府 下 吹 回 市 片 山 本 郷 赤川 茂 君 隣 応 市 俗川町33 (ほi 70(株式合枇清水組〉

町 282清水寮内
島 鍛造局〕 柴回 帰男君 rPi 島市南段原町753

石川 裕・ * 君 紳 戸市灘区岩属中町
岩 弁 典 后 央 市 院i町中新倒 157

01ミ洋工業株式合匠土〕

ｬ の ＱＳＶ ｃｾｉＡＱ 戸中島組 ｊ
の2 C徐 式 合批清水

減 山 信 一 君 呉 市 民 町 南 古 新 聞

池関長太郎君 尼崎市杭淑大 崩 8 山
4:且)

645の6 C株 式合壮語寺

本組〈山本組)

井野口忠雄君 幅 |河市此語(UIJ 21 i育水
水組)

小島 銀 介君 市1!1戸市事字国l i I ' ! i : 寺池町

組九州、i文信内( 株式

回31j' l河 稔 官 徳 山 市 戎 町 r.l l 回久

2の 164 ( 兵庫県4盤、終

合医土清水組J
磁方( 株式令世清水

課〕

飯 島 邦選 定 際 島 附 閣総.E!Jl.部工 務

キ且〉

杉原 殿 君 尼 崎市長洲町白後家

課内

千Z返 済敬宥 繭 | 河市最土家町21清水

16 ( r11本 組〉 組九州文官内( 株式

橘 春 .!ll君 布施市御厨町 16 ( 布

滋 松 t亘夫君 央市! 成町際部l 清 水 組

合 軍土済水組〉

施工務所〕

内( 株式i'rn注清水組〉

土足以太郎君 熊本市本山町638 清

波遺 祭言説君 京都市上京医衣笠北

ノj、川 俊 郎 君 際 l占市向洋、東 洋エ

水 温 熊 本 出 張 所 内

高 僑 町村 ( 京都市立
業株式ｩＧｲ ￱ｬ 土 ｦＺｾ 内清水

( 株 式 合irH: 清水組)

係ニ工業高品校)
組内( 株式合恥清水 手的} 震秀君徳、山市合同町清水{ ; l i

長 線 俊 夫 君 浪 速 区 三jる町75 (自
子且〉

出張所 内 ( 株 式 合 枇

管) 大 原 辰 治 君 !資jゐ市姻川町32 ct貸 清水組〉

布袋 民 卒君 京 都 市 左 京 区 吉 田市申 Jる鍛滋 局〉 寺西族五日1¥君 際島市向洋中町三木
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秀太郎方 ( 株式合軍士 ブL 州支陪内 ( 株式合 来日〉

清水級〉 市士清水車li) 機関 済 君 事f京特別市大 i司大街

中山 文夫君主際島市南千回町1041 山 本 敬 次 郎 君 際 島 市 三 灘 町450( 際
図務院建築局第一エ

( 土木建築請負業〉 Jる鍛道局〉
務庭第二工務科第五

永井 時 夫 君 廃 品 市 水 主 町206(株 山 本 弘 主 主 君 筏 須 賀 市 日 出 町4の4
工事段

式合f止清水組〉 合言受合nt f : 旗手組出*

長尾 努主監君 目賢烏麻安草草郡府中町 所内( 合資令紅旗手
特 別 賞 助 員

If[飽5145 ( 株式令枇 事旦〉 荒 木 芳 跨J君 西 淀川区塚本町298

清水組〉 利 回 周ニ君 。恵山首主主株式 合
( 株式合紅竹中工務

西 村 旭 夫 君 舞 鶴 、 海 軍 建 築 部 倉 谷
市土〉 I苫〉

出張所内
新 谷 発 司 君 央 市 際 町 線 前 清 水 組 山本 介 次 君 徳山 市西 ー ノ 弁 手

平砂 唯嗣 君 炭 応j孫佐伯郡廿 日市
作業所内 〈株式合軍士 ( 建築諮負業〉

町244
清水組〉 石 崎 喜作君 央市利回町11 の7( 自

深川 勝 美 君 呉 市1pi 町際前清水組 赤川 茂 君 際 品 市 松 川 町33 ( 際 4量〉

作業所内〈株式含罰土 Jみ鍛造問〉 位i本 杢 大 郎 君 央 市 堺川沼7のII( 白。

清水組〉 来 1f n古 君 央 市 西 畑 町27大阪橋
管〉建材葺l喧 業

阿 国 邦彦君 成島市・商卒塚町57の
本組央 t日!*)j J f内 ( 合 市Ii'fe- n台 三 郎 君 京 都 市下京区大宮通

2 卒本方( 際ぬ工業
名倉枇大阪橋本組〉 五イ応下ル 下 五 僚 町

耳鼻校〉
市 田 隆 治 君 同 よ 45ト( 自信手〉建材商

藤井 良三君 E貴島市千回町3の918
阿1;b 男 君 同 上 出寺山宇一郎君 中河内郡八尾町大字

古谷 忠 清 君 央 市 民 町 白 石 ( 株式

尾 崎 寓 夫 君ー 問 上 ｲ ｬ ｾ 本 Ｈ 株 式 合紅須賀

合軍士清水組〉

辰 佐 重 男 君 同 上 前合〉

前 田 清 次 君 下 関 市 西 細 江 町131

ｾ樫正 巳 君悶 よ 事イt古 徳、男 君 西 宮 市 榊 楽 町29 ( 光

清水組出張所内 ( 株

，中尾 茂 君 同 上
洋建機コ33業所〉

式令昨士清水組〉

日 高 輝 雄 君 問 上 清 水 牛 次 君 央市本通リ l の38( 自

前回 宗安君稲岡市罰土家町21清水

松本 1主 震 同 上 管〉

山 路 充 晴 君 同 上 合1・ 綜 清 隆 君 京 都 市下京直J m九僚

九州支府内 〈株式令

吉田繁ヲミ繁 同 上
大阪町34 ( 自修〉

車土清水組〉

安藤 i原三君 岡tl J l 孫王将市宇野藤 竹 原 辰 雄 君 南 直 千 年 町31松田佐
松本秀f r . 郎君成島市段原町999(際

弁 104 (株式令荒土竹中工 市方 ( 自瞥〕

島工業隼校〉

務院〉 地頭ｩｊｩｉｃ人君北直者 ｾ￭ ぬ本海 Ｕ の Ｖ (  

三 浦 茂 巴 君 話再洲園東安省草野rlr! 孫

飯田 霊長松君 ! 黄島j係裁岡郡忠海町 光洋製作所) .

来安街来安土木工程

車問サ革且出張所内 ( 株 西 村 彦 右 衛 門 君 京 都 市 東 山 区 大 仰

民主一 心察官存9鋭

式合『仕松村組〉 南門通大和大路東: 入

令 官本良ｾ君際 ｊ［｢Ａ 採高田郡甲立町。
大隅繁太郎君 i炭烏市東白鳥町143 三丁 目瓦町659( 西 彦

大字上甲立28の2( 際

( 僚長る電銀株式合nH:) 製瓦株式合最土〉

島餓主主局〉

j十口 H幸男君 ! 資応市千田町3の81¥6 郷 阿 ブL 郎 君 呉 市 西 ニ 河 通うの12

村上 司"f:. - 震 和歌山! 孫海草郡級村

の3 c!資 Jるf君主義株式 〈建築材料尚 自営〉

字淑i沼( 束亙燃料工
令荒土〉 4宮 崎 舜 克 君 西 宮 市 津 門 西 口 町87、

業株式合ntf:)
小 林 邦 雄 君 ! 賞 品j孫佐伯郡廿日町 ( 株式合jfd : 須賀向合〉

森 脇 邦 之 君 成 島 市 郷川町87山本 296 Ｈ成鳥 ｊｾ Ｑￌ 鍛株式 三村 日下君 府下三烏郡茨木町字

末一方( 際Jゐ錨; 立局〉
令市土〉 下中僚182 ( 株式合

受原 信行君、E町山市外船越町日本 近 藤 義 雄 君 央 市 阿 賀 町32 ( 合名 荒土須賀前i曾)

製鋼所清水組作業所 令配士大阪橋本組〉 持 箇 狂 介 君 中 河 君ji 久安寺村新問

内〈株式令制: 清水組〉 中jJb喜多男君 央市ヱド遜9の46の l 138  ( 大阪産業報園

ｾ ｬ ｬ＠ 崎 f占君 傾向市景士' * 町21清水 Ｈ合 ｾ ｩ 寄耐［大 阪 橋本 令〉
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山本 階 建 君 西 淀 川 区 滞 江 上 ! の

118 ( 工務官自管〉

普 温 望 書 助 員

本因 信男君 lFf 烏市昭和町571 加

川由 美 方

村 岡 勝 義 君 岩 園 市 麻 里 布 町大 字

今津字野地675

義 高 明 君 小 倉 市 熊 谷 町 大 林 組

出張所 ( 株式舎居士大

林組〉

城 市 義 典 君 庚 島市向洋清水組作

業 所内( 株式合紅清

水組〉

成 良 雄 君 府 てF 北河内郡交野町

大字私市 ( 徐式含量士

須賀肉食〕

片倉一男君 東成ｗｬ ｾ Ｎ今里 ｬ の Ｔ Ｑ

酒 本 弘 君 尼1野市長洲稲川新回

青 山 正 義君 北 医 東 野 田 町! の59 .  I  の14の36

金安正時方 |  佐 藤 光 雄 君 新 京 特 別 市 豊 祭 到j 同

ノj 、倉 虎在住君 朝鮮江原主主怒川郡多 I  Ti街洲電業分館建設部

東函九高里1奨口水力

電気株式合紅

地 方 曾 員

2長岡 市 三 君 青 島 市 貯 水 路 12鋭山

口貞語表方

後 藤 和 太 郎 君 新 京 特 別 市 東 光 路

406  ｾ荷拓託士宅 ＵＳ 留置

土 肥 拓 哉 君 東 京 市 江 戸 川 直 小 岩

町4 の20筑波荘ア パ

ート 内

深 津 鹿 島 人 君 平 塚 市 卒 塚J269

字賀榊行一君 埼玉懸入間郡豊岡町

扇屋町関川政太郎方

北岡俊 次 君 奉天市大手ｦＱｗｬｾ町 ＷＸ

の2

36 ( 尼崎市役所) I 次 石 忠 夫 君 紳 奈川勝ヨF ケ崎南湖

竹 岡 正 弘 君 庚 鳥j孫安佐郡伴村大 l  院

字 伴604 ( 庚島地方

等 質局〉

内藤 王立君山口 J採熊毛郡三丘村

体621 ( 株式合舵 清

水 組)

ｃＮＭｦｩＭｾＧＧＧＧｬ｢ｭｾ＠

• A  

渡 tl: 幸君 明石市弓町 118

大 i添 敏 夫 君 呉 海 軍 建 築 部 工 事事

務 所

阿本 茂 樹 君 市it 戸市灘区高初勝公

会番タトl放

新 井 辰 一 君 西 宮 市 越 水 町2 新 井

組 (自 聖子〉

渡部 一志君主 京都市右京区嵯峨野

脇町16

粉川 主主ー君南区南錦屋町}3の l

東方i i ! i ; 滋君 需lド戸市浜wl 下祇園町

406 

竹 内 政治 君 東 直 京 橋 2 大阪市役

所天満橋分際会建築

制i

YIJ 8 2  

谷J詰 勝 雄 君 安 東 市 中 興 直 六 合 街

官 会294銃

制 野 一 雄 君 西 部 第62部隊鈴木隊

木村外茂夫君 金津市備中町18

松 村j 弘知之君 益濁箪経E l ¥部選北比l

張所

横 111 新 造 君 慶 尚 南 道 銀 海 邑 紅 桜

町 II 京放土木合資合 ‘

最士出張所内

本 多 二 郎 君 三 菱 倉 庫 株 式 合最土建

築 課

清水長良| 噌捌澗茨鎖煤J . I ! i l 買業

所書ま付青白洲大林組 出

張所内

岡田 孝男君 [fli 烏市猿楽町 15l¥li.&;:

業堤防館内住宅密閉

炭島支所

特 別 賞 助 員

西際 11任三君 東京市大森限桐豆町

62 

三 島 閲 四 郎 君 京 区 北 滋 2のso片倉

ピル荻野前j l古内

普 i昆 費 助 1 員

F五回 刀: 智君 下関市観音崎町94

村田 篤 君 紳戸市灘区森後町」

建築事務所

Ｑｾｾｮｮ 二竺｝

禽 員

大橋武雄君、上回芳 之 君、 菊池町

芳君、 蛇谷盛一君、華佐賀良之助君

地 方 曾 員

土 屋 功 君、

特 別 賞 助 員

西 杉F高松君、菊池五男芹IJ 君

死

曾 員

大 阪 忠 隆 君 昭 和 17年 5月3日逝去

和 田 受 君 昭 和 17年5月27日逝去

地 方 曾 員

佐藤茂J l j J君 昭 和 17年 l 月II 日逝去

( 鼓んで、哀悼の意を表す〉
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編 輯

後 記

陰i管2; な代名詞陀f*- 則されている梅雨宰が訪

れて来 ｔ こ。洗 ｪｬｾ 屋で友い ｩ 主も吾 ｫ 者 Ｑ｜ 舎人から

考へて之程j正介千両左ものはない。然し乍ら

之のるが矯め全国の稲の植村も可能で、めり、

盛 夏 l乙討する水源も確保せられ、重要えに食量

が得られる ζ とは申す迄もない u 斯様に物事

は考へ様によって普〈も悪くも臥L歩、ると 金が

めれ畑、ての. ことを? 柴観するととはま庇めねば

ならんにしても 、物事乞悲観的 z乙考へると、

'前途にきはして金〈光明が友い。忍を? 普 iと導き

l備を橘に改める 、乙 b 考 へ 様 一 つ で も れ 不

満を去って普ー; 富な解樺のむと努力拙逃するこ

とにある。支部事謎が始ってから 、総ての貨

様は抹泊、せられ、質賃 一 騎 Ｑ 長。之も身ｾ修め

園を富まし、而 して国家の大飛躍 3 原 動 力 @

源泉なる こと を考へれば、 ζ れ程有9i i l い ζ と

はない。建築界も豪華な表断的のことは一切j

lOJi を組って 、|以られに物資で極めて「ジミ」

な外観のもとに不断の努力例究が進められて

いる。意匠 i亡しで も構造にしても将叉保健i信

生にして b 、決して萎縮沈滞しているのでは

友い。

，ol)t j ; l 上る研究心、は何れれもとの rジミ」友

部門で着 k 成品を上げつ L ある。之 b 一つの

考へ様で iO .T 、叉と得難い貴重な試練でめ b

日本人的な沼、従時代でも める。立派完工糸貫主ナ

得る Ｑ こめに は護 Ｇ ＱｾＡｉｊＱ こ る 新 芽も主主定の要がめる

建築界の現欣もまさに斯の如き感じがする。

統制の＿こめ ｾ ｬｻ られ＿こる紙 ｬ 師 、前 月から繰越佐

官余儀えにくされ? こ伊藤E 文 1i ! J . 土始め貴重友る工

場衛生に闘する論文や i_f .j J塚、木下雨氏の戦時

下の慌装問題、御馴染探¥t、宇賀榊氏の新興木

構造 、 柔かき定 ｉ ｾ 1.沫の中川了文氏の婦人勢務と

伊 藤 和 夫

小 林 清

大下 ｾｉ 恒三郎

、主li l 凹 直 一

稲刊抱誌等有主主 ｴＺｊＮ る御 ｪｾ 稿 ｦ てま ｊ して衷心感謝

の志: を表し? こ¥r ' 久悲しき は紋和田登氏の遺

私 :1宗主位宅 K 就て』手 紙?誌の都合上本月枕 lと繰

越金徐院な くされ、之が登表を? 見守して早:泣

きれに故人に封し ｊｌＧ 、から御 ｪＢ ｾ を申上げ三千 Ｑｌ ｾ ｾ

諸足と共 ｶ｣ 故人の向 ｬ 英語ｾ持 ｊｩｊ 通 ｲｲ 申上ぐ。

( 大下順三郎)
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滋 行 所 ER 日 本 建 築 協 合
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